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　絶対にいけるんじゃない？　なんて言葉に乗せられてしまったと言われればそうかもしれない。

　少々調子に乗っていたと言われればそうかもしれない。

　五ご條じよう胡桃くるみはクラスメイトの月つき瀬せ柊しゆう夜やと向きあったまましばらく固まってしまっていた。

　五月の連休明け、爽さわやかな風が吹き抜ける暖かな放課後。ひとけのない廊ろう下かはいつもよりよそよそしく感じられ、窓から光と共に部活動の掛かけ声が流れ込む。

　そんな柔らかな五月さつき晴ばれの光の中で胡桃は呆ぼう然ぜんとする。

「…………え？」

　長い沈ちん黙もくの後に出てきたのは間抜けなひと言だったが、柊夜は律りち儀ぎにもう一度説明してくれた。

「あ……だから、ごめんね。俺、誰とも付き合う気がないんだよ。せっかく言ってくれたのに、本当にごめんね、五條さん」

（──これって、何？）

　胡桃は呆然と心の中で答えを求めながらグルグルとすごい速さで相手の言葉を反はん芻すうさせる。

　今し方、胡桃は告白をした。

「よろしければ、お付き合いしてくれませんか」と。

　本当はそれほど好きでもなかったのだ。

　ただクラスで付き合うなら誰がいいか、と他愛たあいもない話をしていた時に「やっぱり胡桃ちゃんくらいの美少女なら咲さき畑はた君だよね」なんて勝手にクラス一のイケメンを引き合いに出して盛り上がっているから、「私は……少しだけですが月瀬君が気になるんです」などとほだされて言ってしまったのだ。

　するとどうだ。

　黄色い悲鳴を上げながら「うっそ、月瀬ぇ？　ないない！」「あれはないでしょう？」「暗くて地じ味みメンの月瀬だよ？　ありえない！」などと言いながら、そのくせに「告白してきなよ、いけるよ、絶対」なんて盛り上げる押せ押せのピンク色のムードに吞のまれてしまったのだ。

「無理ですから」と断る胡桃に「いいから、いいから」と勝手に月瀬柊夜まで呼び出して、告白の舞台をセッティングしてしまった女子の勢いに負けた。

　自分で言うのもなんだけど、とお断りをしながら胡桃は思う。

　正直、美少女と呼ばれる部類に入るだろう。

　先せん輩ぱい後こう輩はい同級生、告白されたことは数知れず。上品な言葉遣いに優しい笑顔。緩ゆるやかに波打つ茶色味がかった長く柔らかな髪かみ、磁じ器きの如ごとく艶つややかな白い肌に大きな瞳と小さな唇。

　お人形さんみたいと誰からも可か愛わいがられている。

　困ったそぶりの一つでもしてみせれば、男女かかわらず必ず誰かがすぐに助けてくれるし、にっこり笑って「ありがとうございます」と丁てい寧ねいな言葉でお礼を言えば、それだけで相手は喜んで手伝いを申し出てくれるほどに胡桃は特別扱いを受けていた。

　こちらが少しでも好意的な笑顔を見せただけで、大たい概がいの男なんてカンチガイをしてすぐに告白してくるから、正直天てん狗ぐになっていたかもしれないけれど……。

「えっと……これからもクラスメイトとして仲良くしてくれたら嬉うれしいな」

　月瀬柊夜はどこまでも生き真ま面じ目め優等生な答えを返す。

　滅めつ多たに聞くことはないけれど、彼の穏おだやかな声と話し方は同学年の男子と少し違っていて、常つね々づね心地良いと思っていた。だが！　今はそんなことを考える余裕もない。

　自じ慢まんの潤うるんだ大きな瞳で見つめても欠片かけらも動じずに、相変わらず申し訳なさそうな目をしている。まるで憐あわれんででもいるように。

　その途と端たんに胡桃は内心で叫さけんだ。

（──バッカにしくさりやがって！　この能のう面めん良い子ぶりっこめが──っ！）

　西洋のビスクドールのような見目からは想像もできない罵ののしりを心中で叫んで、胡桃は小さく舌打ちをした。

（ったく、空気読め、この野や暮ぼ天てん！　せやから鈍どん感かん根ね暗くら男は嫌いやねん！）

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねに華きや奢しやな大人しい男子。

　月瀬柊夜はクラスでも相当地味な存在だ。勉強もスポーツもそれなりにできる方なのにいかんせん華はながない。

　誰も注目などしないが、胡桃は同じクラスになって最初に、名前が綺き麗れいだな、と思って柊夜を見ているうちに気がついた。

　少々長くてしょっちゅう寝ね癖ぐせがついているけれどサラサラの黒髪と、黒縁眼鏡の奥にある凜り々りしい目元と柔らかな表情を浮かべる口元。独特の空気感。

　密ひそかに『根暗コーヒーゼリー』とあだ名されている地味な容姿の中に、キラリと光るものがあることに気がついてから、彼のことが気になっていた。

　それでもこうして向きあえば月瀬柊夜は本当に地味で、もっさりした冴さえない眼鏡君だ。

　人じん畜ちく無む害がい、空気的存在、根暗な日ひ陰かげの人、誰にとってもそれくらいの印象しかないはずで、彼女がいるなど聞いたこともないし、まず話題にもならない。

　だからこそノリに押されたとはいえ、自分なら簡単にいくなんて思っていた胡桃は完全に逆ギレ状態になっていた。が、それを欠片も見せることなくふわりと柔らかく、それでいて少し悲しそうな笑みを浮かべてみせる。

「そう……残念です。月瀬君とは親しい特別なお友達になれるかと思ったんですが。こちらこそごめんなさいね」

　甘えたような愛らしい声で告げると柊夜は慌あわてて言い訳を始めた。

「いや、五條さんがイヤだとか嫌いだとかじゃなくて、俺、誰とも付き合わないって決めてるから、その……友達としては仲良くできると思うんだよ」

（おまえは小学生かっ！）

　思わず鋭するどく突っ込んでしまう。

（な～にが友達としては仲良くだ？　高校二年にもなった男が言う言葉ちゃうわ！　ランドセルでも背せ負おって小学校からやりなおしてこい！）

　すっとぼけた柊夜の言葉に胡桃の眦まなじりがキリキリと吊つり上がりかけて、また急いで取とり繕つくろう。

「そ……そうですね。では私はこれで。本当に何も気にしないでくださいね」

　微笑ほほえみを絶やさずに胡桃はすまなそうに見送る柊夜に背を向けるとゆっくり歩き始めた。上品で穏やかな足取りを見せながら、胡桃の内心は煮にえたぎっていた。

（くぬううう！　あの根暗地味日陰鈍感男っ）

　すでに顔が半分般はん若にやのようになっていたが、興きよう味み津しん々しんで待ち受けていた女子を見つけた途端に、中国雑伎の早変わりのお面のようにサッと表情を変える。

　少し儚はかなげに、それでいて上品さを失わない愛らしいお人形のように。制服のスカートの裾すそを両手でキュッと握にぎりしめて悲しそうに見せた。

「……ダメだったんです」

　落ち込んだような沈んだ声に女子が「え～っ！」と声を上げる。

「なに、あいつ！　地味眼鏡のくせに胡桃ちゃんを断るなんて！」

「信じられない！　調子乗ってんじゃないの？」

「根暗コーヒーゼリーのくせに！」

　なんて柊夜に対して非ひ難なん囂ごう々ごう。正直、柊夜にとっては災難でしかない非難だ。

（あんたらも心の中では笑ってんのやろ？　うっわ、この子フラれたんやって笑ってるんやろ！　変なことに乗せられてしもたわ！）

　毒づいていながら顔は相変わらずお人形だ。

　五條胡桃、高校二年。

　上品で丁寧な言葉遣いと人目を引く愛らしい姿は注目の的。どこのお嬢じようさまか、あるいは天使かと噂うわさになっている。小柄で細くて全てが小作りでお人形のよう。

　しかし、しかしながらその本性は最悪だった。




（呪のろったる！　あの男……恥はじをかかせてくれちゃってからに……呪ったるからな！）




　憐れ月瀬柊夜。

　完全なる逆さか恨うらみの復ふく讐しゆうターゲットにロックオンされてしまった瞬間だった。
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　夜も遅い時間。胡桃くるみは静かな自室でひたすら手紙を書いていた。

『呪』と書かれた文字。

　わざわざ購入してきた気味の悪い蜘く蛛もの絵柄の描かれた便せんに、みっちりと隙すき間まなく『呪』の文字を書き連ね、でき上がりを見ては会心の笑みを浮かべる。

「ああ、ええできやわ。これであの月つき瀬せ柊しゆう夜やもビビるやろう」

　ふん、とやり遂とげた感にうっとりと目を細めた胡桃は、翌日の学校の準備を進めながら、この気味悪い手紙を見た時の柊夜の姿を想像してにんまりと笑った。

「これでせいぜい怖がればええんや。かのハンムラビ法ほう典てんにも『目には目を、歯には歯を』って書いてあるんや。仕返しは古来より正当なんやからな！」

『目には目を、歯には歯を』どころではない。こんなところで引用されてはハンムラビ法典が泣くだろう。完全なる逆さか恨うらみで、胡桃は『目には命を』くらいのレベルで仕返しを考えている暴ぼう虐ぎやくの大王と化していた。
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　靴くつ箱ばこに白い封筒が入っているのを見つけた柊夜が首を傾かしげたのを見て、胡桃はにやりと笑う。靴箱に手紙などベタもベタ過ぎな渡し方で、きっとラブレターでも来たと思って喜んでいることだろう。

「せいぜい喜びなされよ、地味男め」

　くふふ、と笑いながら様子をうかがうと、首を傾げたままその場で手紙を開いた柊夜が、ハッと息を吞のんだのがわかった。

　それこそ胡桃が昨晩、丹たん精せい込めて書き上げた呪のろいの手紙だった。

「な……っ」と驚きの小さい声まで聞こえた。

（うへへ、驚いたやろ？　ラブレターと思ったら呪いやったなんて、驚いたやろ？　うへへへ）
















　天使のような容姿の胡桃は、まるで童話の悪い魔女のような笑いをこぼしながら教室へ向かい、何食わぬ様子で自分の席に着いた。
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　一方の柊夜。

　しばし手紙を手にしたまま絶ぜつ句くしていると、胸ポケット辺りから声がかけられた。

「──なんだ柊夜？　呪いの手紙か？」

　声の主は見当たらない。

　どこにも相手はいないように見えるが柊夜は返事をした。

「さあ……なんだろう、これ」

　制服の胸ポケットからなんと小さなクマのぬいぐるみが顔を覗のぞかせた。青い生地で作られた手のひらサイズのクマ。それがまるで自分から出てきたように見えた。

「こら、銀ぎん太た。出てくるなよ」

　そうささやく柊夜にクマのぬいぐるみが丸く愛らしい手を上げた。

「おまえも一人前に呪われる身になったのか」

「一人前に呪われるってなんだよ。いやだよ、呪われたくないっての。それより学校では話しかけんなよ」

「なぁ、おいらにももっとよく見せろよ」

　紛まぎれもなくぬいぐるみのクマがしゃべっているし、自みずから動いている。

　声が大きくなったクマを、ギュッと押し込んで「こら銀太」と押し殺した声で注意をする。どうやらこの動くクマは銀太という名前のようだ。

「宛あて名なも差出人も書いてないな」

　白い封筒を裏返して首をひねった柊夜に、クマの銀太が声をかけた。

「おいらがそいつの匂いでも辿たどってやろうか？」

　可動式の手をポケットにかけて無理やり顔を出すと、銀太はふふふんと自じ慢まんげに鼻で笑う。

「おいらなら一発で解決してやらぁな。さあその手紙を貸せ」

　ウニッと先っちょの丸い手を差し伸べるが、柊夜は銀太の頭を押さえて口を尖とがらせた。

「出てくるなよ。それに昼間はその姿から出られないんだから、今は何もできないだろ、銀太」

　それだけ急いで告げると柊夜は辺りをもう一度見回した。押し込まれたクマが胸ポケットでぼやく。

「銀太じゃねえって……ま、いいや」

　ムッとした声を最後に小さな声は途切れてしまう。

「しかし、本当になんだろう、これ」

　不思議そうにしながらも無む造ぞう作さにカバンへと呪いの手紙を入れると、何事もなかったかのように柊夜は教室へと向かった。

　だが、席にカバンをかけようと机の上を見て、またもや柊夜は固まってしまう。

　机に薄い鉛えん筆ぴつで大きく『呪』と書き込まれていたのだ。芸の細かいことにただの線ではなく、小さな無数の『呪』の文字を並べて大きな『呪』になっている。

　しかも巧こう妙みようなことに、注意して見なければわからないほど薄い線で書かれていた。

　不気味なことこの上ないが、どこかで見たことのある構図だな、などとのんびりと机をじっと見つめる。

「結構綺き麗れいな字を書く人だなぁ」

　小さく呟き、半なかば前髪に隠れた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを軽く押し上げてから机にカバンをドンと置いて文字を隠しておく。周囲は地味な柊夜になんの関心もないようだ。

　ゆっくりといつものように椅い子すを引いて座ろうとした柊夜は肩かたをすくめた。

（視線……すっごく感じるんだけど……）
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　その様子を観察しているのは、もちろん五ご條じよう胡桃。外そと面づら天使の美少女だ。

　反応の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見み逃のがしてなるものかとばかりに柊夜を観察していた。

　人一人くらいは軽く射い殺ころせるほどの視線で見ていると、ふいに柊夜が振り返ったので、慌あわててまばたきをしてから視線を逸そらした。

　数秒心の中で数えてから、さりげなく柊夜の方を見てみると、もう何事もないかのように席に座り、カバンからノートを取り出しているところだった。

（なんで気味悪がってへんの!?　うわぁとか、ぎゃぁとか、奇き妙みような悲鳴を上げるのを聞こうと思ってんのに、なんかしらけるわぁ）

　あまりにも反応の薄い柊夜に、胡桃はむうっと頰ほおを膨ふくらませる。しかも消しゴムを取り出すとゴシゴシと超大作の作品を消し始めた。

　わざわざ早く学校に来て一生懸命書き込んだ「呪」の文字なのに、誰にも何も言わずに消しゴムで消しているのを見て腸はらわたが煮にえくりかえる。

（勝手に消したなぁ。ふん、覚えとけよ、月瀬柊夜！）

　天使と呼ばれる美少女は、どうやらまだまだ逆恨み中のようであった。

「ねえ胡桃ちゃん、昨日のこと……元気出して」

　話しかけてきたのは高たか城ぎ望の愛あ。彼女もとても可か愛わいくて有名だ。

　胡桃と正反対で日本人形のような真まっ直すぐな黒髪と物静かな佇たたずまいは、文学少女と呼ぶのが相応ふさわしい。

（キャラが違ったら可愛い子とつるむんは色々とメリットあるからな）

　それが胡桃の持論であった。

　可愛いグループ、との認識を得ると何かと便利がいい。他のクラスにも他学年にも通りが良くなるし、買い物などに出ればおまけしてくれる率も高くなる。

（ピンよりコンビや！）

　まるでお笑い芸人のような単位で胡桃は自分とつるむ相手を選んだ。紛まがうことなく打算にまみれた友人選びだった。

　その可愛い高城望愛に淡あわく柔やわらかい笑みを返す。

「ありがとうございます、望愛ちゃん。私は大丈夫です」

「でも……まだ月瀬君のことをじっと見ていたから……」

「え……ああ、あれは違うのです。全然、欠片かけらも気にしていないんですよ」

　しまった、睨にらんでいるのを見られたか！　と思ったけれど、慌あわてて取とり繕つくろった胡桃の態度をどう取ったのか、望愛は少し眉まゆをひそめた。

　実はね、と望愛は声を落として顔を近寄せてきた。

「私も随ずい分ぶん前、中学の時にね、月瀬君にフラれたの。あ、フラれたって言っても告白ってほどじゃなかったんだけど、ごめんねって言われちゃって」

「えええ、マジか！」と思わず地が出そうになって慌てて吞み込む。

　驚いた胡桃の反応に満足したように望愛はふふっと笑った。

「あれでも月瀬君、中学の時は結構モテてたんだよ。眼鏡もしてなかったし」

　驚いた。この可か憐れんな少女をフるなんて。

　驚いた目をしてしまっていたからか、望愛はキュッと目を細めて笑うと「黙だまっててごめんね」と申し訳なさそうに頭を下げた。

「いいえ、謝あやまらないでください。それより望愛ちゃんがフラれたことに、驚いたのです」

「私は胡桃ちゃんなら絶対いけるって思ってたから、その方がビックリしたよ」

　彼、中学の時も誰とも付き合わなかったんだよ、と首を傾げる望愛はさらに可愛い。

　根が優しくて大人おとなしそうな望愛は、時々告白を断ってもしつこくされて困ることもあるようだ。それに比べると胡桃はどうやら高たか嶺ねの花と見られているのか、告白でさえ「当たって砕くだけろ」感のやっつけで来る人が多く、しつこくされることは皆かい無むだ。

　そんな大人しそうで優しい望愛を断るなんて！

（っくっそ～！　怨おん敵てき、月瀬柊夜め！　こんな儚はかない美少女の望愛ちゃんまで袖そでにするとは、なんたる罰ばち当あたりめが！　アカン、こいつは女の敵や！）

　慰なぐさめるために自分の失恋報告をした高城望愛の行動は、胡桃の復ふく讐しゆう心しんをさらに煽あおっただけ。まさに火に油を注いだのだ。
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　四日目の朝、胡桃は学校に行くのが楽しみになっていた。

　毎日の呪い攻撃が、意外と趣しゆ味みになりつつあったのだ。

　初日、呪いの手紙と机への落書き。これが始まり。

　二日目、名前の間に一文字ずつ『呪』の文字を入れて机の上に落書きしてやった。つまり『月呪瀬呪柊呪夜呪呪呪呪！』と。

　さらに同じメーカーの消しゴムを購入して、消しゴムに油性ペンで『呪』を書き込んですり替えておいた。

　三日目、置いて帰っている教科書の隅すみに『呪』の文字がだんだんとでき上がるように、パラパラ漫画を作成しておいたし、シャーペンの後ろの小さい消しゴムにみっちりと「呪」を書き込んでおいた。

「我ながら米粒に般はん若にや心しん経ぎよう書く人みたいやったな」

　会心のでき映ばえに思わず自画自賛してしまった。

　そして本日、四日目。

　今日の呪い攻撃は初心に返って手紙を靴箱に入れておいた。もちろんこっそり観察中だ。

　靴箱の扉とびらをカタンと開いた柊夜が動きを一瞬止める。ニンマリと笑みが浮かべる胡桃。そして手にした手紙を何気なく開いた柊夜が「あれ？」と怪け訝げんそうに首を傾げたのを見て「ぷくく」と珍ちん妙みような笑いをこぼした。

　中の手紙は真っ白。少し皺しわが寄っているが何も書かれてはいない。

　白紙の奇妙な手紙にきっと困こん惑わくしているだろう。そう思うと愉ゆ快かいでならない。

　胡桃は気分よく教室へと先に戻って、ニコニコしながら席に座った。

　その手紙、実はあぶり出しで大量の『呪』の文字と『不幸になれ～』との安っぽい呪いの言葉が浮かび上がるように作ってある。

　あぶり出しとは、ミカンやレモンなどの汁を使って文字を書いた後、乾かわくと何も見えなくなるが、紙の後ろから火であぶるとあら不思議、汁の付いた部分だけが焦こげて文字が浮かび上がるという代しろ物ものだ。

（火であぶって呪いの文字が浮かび上がるとか、最高に恐ろしいやろ？　家に帰ってせいぜい怖がるがいいっ）

　相手があぶり出しに気がつくだろうかとか、わざわざ火であぶるだろうか、などとは考えてもみない胡桃であった。

　教室に入ってきた柊夜をチラリと見み遣やり、胡桃はギョッとする。

　長い前髪のせいと黒縁眼鏡で表情ははっきりとはわからないが、こちらを見て笑顔を浮かべたように見えた。

（……あたしに向かって笑ってる？）

　そう思ったが、すぐに背を向けて自分の席に座ってしまった。

　座ってから柊夜は落ち着きなく机の周りや置いて帰っている持ち物を調べている。どうやらこのところの呪い攻撃を警けい戒かいしているのかもしれないと思うと、胡桃はまたニヤリと勝手に笑みが浮かんでくる。

（今日は手紙だけやと思ってるんやろう？　甘いな、甘いなぁお客さん。そんなわけないやんか。後ほど思い知るがいい）

　安あん堵どしたような柊夜の背中に向けて胡桃はニヤニヤといささか嫌いやらしい感じの笑みを浮かべていた。

　一時間目の古こ文ぶんの時間。

　教科書を開いた柊夜が息を止めたのがわかった。

　教科書の目的のページをめくった途と端たんに柊夜の目にはたくさんの『呪』の文字が飛び込んできているはず。

　一ページの全文、一文字ずつ『呪』で上書きをしていて、全く本文が読めない状態になっているからだ。

　完全にフリーズしている柊夜の後ろ姿。その姿をがっつり観察していた胡桃は、小さくガッツポーズを決めた。

　ターゲットの月瀬柊夜が息を吞んだ後、肩を小こ刻きざみに震ふるわせていたのだ。

（あれは震えとるで、絶対に。さすがにビビッたやろうな）

　この四日間、考えに考え抜いた方法で怖がらせようとしてきたが、どうにも怖がっているのかが判然としなかった。

（せやけど、さすがに今日のは怖かったんやな。肩、めっちゃ震えてるっちゅうねん）

　にんまりと会心の笑みを浮かべ、古文の教科書に視線を落とす。

（ククク、このあたしと望愛ちゃんからの正義の鉄てつ槌ついや。せいぜい怖がっとき）

　その日、とんでもないことに巻き込まれるとも知らずに胡桃はニヤニヤと笑っていた。
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　昼休みが終わっても望の愛あは教室に戻ってこなかった。

「高たか城ぎはいないのかぁ？」

　担任である有あり馬ま先生の日本史の授業だったが望愛はいない。

　出欠を取る先生の声に胡桃くるみは改めて不安を覚えた。

（なんでや？　望愛ちゃんは授業サボる子やないし、なんかあったんやろか）

　一緒にお弁当を食べた後、ちょっと人と会うから、と出て行ったきりだった。

　見送った女子の面々は、「また告白の呼び出しじゃない？」なんて冷ひやかし半分で笑っていたけれど、一体どうしたことか。

　胡桃の気持ちに関わりなく授業は坦たん々たんと進む。

（鎌かま倉くら仏教とか言うてる場合ちゃうで、先生。望愛ちゃんが気になってんねんけど！）

　悶もん々もんとしていると、突然廊ろう下かからバタバタと慌あわてた足音が響ひびいてきて、教室のドアが引き開けられた。

「有馬先生、ちょっと！」

　顔を出して叫さけぶように担任を呼び出したのは科学担当の越こし野の先生だった。

　まだ若くて理系の研究者っぽい越野先生は女子に人気があり、その越野先生が授業中に顔を出したものだから、女子が「こっしーだぁ」と黄色い声を上げた。

　その声にメタボ気味の担任はむうっと眉まゆを寄せ、チョークを置いてから呼ばれるままに廊下に出て、いくらもしないうちにすぐに戻ってきて告げた。

「少し自習にする。いいか、絶対に教室からは出るなよ、絶対にだ」

　強こわばらせた顔と、硬い声。息をするのもようやっとという有様の担任に全員が息を止めた。

　異様な空気が満ち、静まった教室にドアを閉める音がやたらに響く。

　取り残された生徒たちは前を向いたままで誰も口を開く者はいなかった。

　──校内で何か異変が起きた？

　誰もがそう思っていただろうが、率そつ先せんして口を開く者はおらず、いたたまれない空気にキョロキョロと首を動かして周囲の様子をうかがう者が数人いるだけだ。

「ねえ……何かあったのかな？」

　胡桃の隣となりの女子が話しかけてきて、そのささやきを契けい機きに他の女子もお互いにヒソヒソと話し出す。

「有馬先生も越野先生もすごく慌ててたよね？」

「何かあったんだよ。なんだろう？」

「不ふ審しん者しやとかかな？」

　まるで小石を一つ投げ入れた水みな面もに波は紋もんが広がるように、教室の端はしまでザワザワと憶おく測そくが広がる。一度堰せきを切ると、決けつ壊かいして流れる土石流の如ごとき勢いで生徒たちは銘めい々めいにしゃべり始めた。

「絶対に何かあったんだって！」

「このまま授業つぶれるかもよ」

「ちょっと廊下を覗のぞいてみよっか？」

　おびえ半分、興味半分で生徒たちは騒さわぐ。が、胡桃はすごく嫌いやな予感がしていた。

（望愛ちゃんのことちゃうやろな？　めっちゃ気になるんやけど、どないしたんやろ）

　両手を胸の前で組んで廊下の方を心配そうに見み遣やる胡桃は、傍はたから見れば不安におびえる美少女でしかない。どうやらそんな胡桃の姿は儚はかなげに見えていたらしい。

「五ご條じようさん、怖い？」

　男子が話しかけてくる。

「胡桃ちゃん、そんなに心配しないで」

　隣の女子が慰なぐさめてくれる。

「そうだよ、もし何かあっても俺が五條さんを家まで送ってあげるから、そんな怖がらなくてもいいよ」

　学年一のイケメンとの呼び名も高く、女子から人気のある咲さき畑はた優ゆう樹きがサラッと髪を搔かき上げながら笑う。

（このチャラ男お、ウザッ！　家の場所も知らんと軽々しく言うなって。三千キロの彼方かなたに家があるって言うても送って行くんかっての）

　チャラ男とは、胡桃が心の中で勝手に命名している咲畑のあだ名である。

　この咲畑、柊しゆう夜やとは真反対で、茶に染めた髪、耳にピアス、着崩した制服、いかにも遊び慣なれてそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。そして迷めい惑わくなことに、隙すきあらば胡桃に絡からんでくるのだ。

「ダメダメ！　咲畑なんかに送らせたら五條さんなんて一瞬で毒どく牙がにやられるって。俺が送る」と一人の男子が言うと、他の男子も便乗して「そーだそーだ、俺が送るし」などと言い出す。

「五條さん、咲畑の言葉にやすやすと乗ったらダメだよ。こいつ顔だけで中身はサイテーだから」などとご丁てい寧ねいに辛しん辣らつな忠ちゆう告こくをしてくれる者まで出てくるが、今の胡桃はそれどころではなかった。

　望愛のことが気になっているから、失礼ながら全て雑音にしか聞こえない。

「……心配してくれてありがとうございます」

　ニコッと笑って見上げると、男子も女子も「ほう……」と溜ため息いきをこぼした。

　そのうちに救急車のサイレンが近づき、学校に異常事態が起きたことがはっきりとする。

　教室中がざわついて浮き足立つ。

「誰か倒れたのかな？」

「もしかしてイジメで飛び降りとか？」

「やめてよ～！　うちの学校にそんなのないよ」

「いや、わからないよ？　ないとは言い切れないじゃん」

　憶測が憶測を呼ぶ。

　結局、先生が戻らないままチャイムが鳴って、授業の終わりを報しらせたが、どうしていいのかわからずに、みんなおずおずと立ち上がりだす。

　だがそこに有馬先生がガラリとドアを開けて教室に入ってきて、それから「みんな座れ」と疲れたように指示を出した。

　シンと水を打ったような教室に、先生を凝ぎよう視しする眼まなこ。どこか通常にはない空気がピリピリと肌を刺し、緊迫で息苦しい。

「高城が……校舎から落ちて怪け我がをした。植うえ込みの中に落ちて、命に別状はないが今は意識不明で重傷だ」

　一気に騒さわぎが起きる。

「いや～っ」と誰かが叫び、「マジかよ！」と男子が叫ぶ。

「静かにしろ。原因は調査中だが、三階の理科実験室から転落したらしい。高城がどうしてそこに行ったのか知っている者はいないか？」

　担任の声は震えている。

　誰も答えない中、胡桃もまた声も出せずに震えていた。

（なんで……なんで望愛ちゃんが……何があったんや）

　おずおずと手を上げた女子が消え入りそうな声で言った。

「あの……望愛ちゃん、人と会うからって言ってました。どこに行くとまでは聞いてなかったんですけど……」

「そ、そうか。誰と会うのかは言ってなかったのか？」

「はい」

「本当に？　何かそれらしいことも言ってなかったか？　知っていることがあれば言いなさい！」

　食いつくように聞かれた女子は、おびえながら「何も、聞いてません」と答えた。

「そうか……」

　項うな垂だれたのは発言した女子も有馬先生も同時だった。

　多分、担任の中ではイジメ疑ぎ惑わくとか何やら色々と浮かんでいるだろうが、望愛に限ってそれは絶対にないと胡桃は確信している。

　望愛は誰からも好かれていた。胡桃の知らないところでは人知れず悩みを抱えていたかもしれない。けれど少なくともイジメなどが原因ではないと言いたい。

（なんで……なんで望愛ちゃんが……そんなことになってんのや！）

　胡桃は拳こぶしを握にぎりしめて俯うつむいた。







　それは青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「月つき瀬せ、呼び出されてるって。なんか関係あったのかな」

　そのまま授業は中止。全員強制下校となったその日、なんとか望愛のことがもう少しわからないかと数人で校門を出て集まっていた時。

　一人の女子の情報に胡桃は目をみはった。

「どうして月瀬君なのですか？　理由があるのでしょうか？」

　昼休み、確かに月瀬柊夜は教室にいなかったが、それを言うならば他にもたくさんの生徒が教室にはいなかった。彼一人だけ呼ばれるのは不自然だ。

　だが次に告げた女子生徒の理由に胡桃は啞あ然ぜんとして言葉を失ってしまった。

　──恨うらんでいたらしいよ、と。

　どうやって厳戒態勢の中から情報を入手してきたのかわからないけれど、情報収集の得意な女子はどこにでもいる。将来は噂うわさ話ばなし好きの情報通主婦として、近所で幅はばを利きかせることになるのが目に見えるようだ。その女子は続ける。

「望愛ちゃん、誰かに突き落とされたらしいんだって」

　ええええ、と悲鳴じみた叫びをみんなが上げる。

「でね、怨えん恨こんの線を洗ってるんだよ」

　どこの刑事だよ、と突っ込みたくなる言い方で彼女は仕入れた情報を披ひ露ろうする。

「その中で誰かが先生に言ったらしいの。最近月瀬が呪のろいを込めた消しゴムを使ってたの見たって。数日前には机にデカデカと『呪』って書いてあるのを見た人もいたらしいよ。それで調べたら教科書にもなんか呪いっぽい言葉が書き込んであったらしくてさ、それで中学も同じだった望愛ちゃんに振り向いてもらえなくて、恨んでたんじゃないかって」

「うえ～」だの「きも～い」だのと怖がる女子の声の中、胡桃は青ざめる。

（待てい！　待て待て待て！　それ…………あたしのせいやんか！！！）

　身に覚えが有り余るほど、ある。

　消しゴム、書き込みました。

　机、書き込みました。

　教科書、書き込みました。

　他にも色々と……書き込みました。

（全部あたしや！　ど、どないしよぉ……）
















　青ざめる胡桃に気がついた一人が遠えん慮りよがちに背中をさすった。

「胡桃ちゃん、ショックなの？　月瀬のこと好きだったもんね」

「でも付き合わなくて良かったよ」

「さすが根ね暗くら地じ味み眼鏡めがね。やばいヤツだったんだね」

「暗くて気持ち悪いもんね」

　完全に月瀬柊夜は、根暗眼鏡の変態犯罪者に決めつけられた。

　けれど違うことは胡桃が知っている。

　そう、呪っていたのは自分なのだから。

　しかも柊夜が望愛を好きではないことも知っている。なぜならば近頃はずっと柊夜を監視していたのだ。

　それこそストーカーまがいにじっと見ていたのだから、望愛のことを気にして見つめることもなければ、気にかけているそぶりの一つもしていないことを胡桃は知っていた。

（言うべきか？　やっぱりあたしがこの男を呪ってたんですって言うべきか？）

　そりゃあ胡桃のせいで柊夜が疑うたがわれている。言うべきだろう。

　しかしそこは五條胡桃。外そと面づら天使の胡桃は考える。

（あかん、あたしがそんなキャラやてバレたらあかん！　この快適生活が失われてしまうやんか。もう元には戻りたくないねん。そんなん……いややねん！）

　めちゃくちゃ利り己こ的てきな自己都合の理由で葛かつ藤とうする。

（せやけど無実の罪はさすがに可か哀わい想そうやし。いいや、あれは望愛ちゃんを袖そでにした罪や。……それにしては罪が重すぎるんかも？）

　あああ、と悩む胡桃の背中に誰かが手を添えた。

「胡桃ちゃん、望愛ちゃんと仲良かったし、根暗キモ月瀬のこともショックだよね。今日はこれ以上わかりそうにないし帰ろう？」

「そうだね、ゆっくり休んで」

　気遣ってくれる友達に胡桃は少し疲れた笑みを見せて頷いた。

「ありがとうございます。色々とショックが多くて……ご心配をおかけしました」

　そんな美少女の言葉に、周囲の女子がキュンとしたことは計算ずくだった。
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「あかん、案外暗いな」

　夜の暗い闇やみの中、手にした懐かい中ちゆう電でん灯とうを頼りに校庭に忍しのび込んだ胡桃は辺りを見まわし、校庭の端の茂しげみに隠れて校舎を見遣る。

　月瀬柊夜の無実を証明する為に、なんとか他に手がかりをつかもうと一人忍び込んできたのだ。それに怪我をしてまだ意識の戻らない望愛の為にも真相をつかみたかった。

　誰がこんなことをしたのか、それをきちんと突き止めて責任を取らせなければ納得ができない。望愛の為にも自分の為にも。

　呪いの件は「自分でした」とカミングアウトすれば手っ取り早いことは充分にわかっているけれど、そんな自分にマイナスとなることをするつもりはない胡桃であった。

「カミングアウトだけは絶対ムリやねん。ほんま堪かん忍にんやで、月瀬柊夜。呪ったるって思ってたけどこのままやとやっぱり後味悪いしなあ」

　後味が悪いとか悪くないとかの問題ではない。

　胡桃のせいで尋じん常じようならざるとばっちりを受けている柊夜にとっては災難でしかない。

　まだ旧式の校舎には防犯システムが導入されていないことは知っているが、昼には警察の検けん証しようなどが入った為か、まだピリピリした空気が校舎には満ちており、さらに今晩は何人かの先生が常じよう駐ちゆうしているようだ。

「入られへんなぁ。職員室、まだぎょうさん先生おるわ。そらそうか、事件のあった日やもんなあ。めっちゃ計画性あらへんな、あたし」

「入るのはムリじゃねえの、あれ」

「そうやろ、めっちゃ先生いてるし……って誰や!?」

　独り言に返事をされて思わずノリ突っ込みみたいになった胡桃は、声の方を振り返ってきょとんとした。

「あ、れ？　誰もおらんやんか。気のせいやろか」

　呟つぶやいた途と端たんに、足元から声がした。

「気のせいじゃねえぞ。こっちだ、こっち」

　やたら低い位置から戻ってきた返事に懐中電灯の灯あかりを向けた胡桃は首を傾かしげる。

「ん？　クマのぬいぐるみ……」

　が落ちている、と続けようとして叫びそうになって口を押さえた。

「な、なんで立ってんのや！」

　その小さなぬいぐるみのクマは、見事に二本足で立ってこちらをじっと見み据すえていた。

「クマだって立つんだよ。てか、これがおいらの本来の姿じゃねえからな」

「ちょ……いやあ、寝ぼけてんのやろか？　いやいや、夢か？　夢オチってやつか？　クマがしゃべってるように聞こえんねんけど？」

　忍び込んでいることを思い出した胡桃が声を潜ひそめてブツブツと呟いていると、またまたクマがしゃべった。

「現実だっての。おまえ、柊夜のクラスの女だろう。なんで学校に忍び込んでんだよ」

「え、ああ、月瀬柊夜の疑惑を晴らしたろうて思って……ってなんでクマがあたしのこと知ってんのや！」

　普通にクマのぬいぐるみと会話していることに、もう違い和わ感かんを抱かなくなっていた順応性の高い胡桃であった。

　クマはニヤリと笑った（ように見えた）。

「おいらは柊夜の相棒ってとこだ。おまえ、柊夜が好きだから疑惑を晴らそうとしてんだな？」

「アホ言いなや。好きやないわ！」

「じゃあ、なんで危険を冒おかしてまで柊夜の為に動いてんだよ？」

「……あんた、これ誰にも言うたらアカンけどな、実はあいつの消しゴムやら本やらに呪いの文字を書いてたん、あたしやねん」

　そっと告白した胡桃にクマがペシッと小さい手で胡桃の足を叩たたいた。

「おまえか！」

「そやねん。せやしな、なんとか無実の罪を晴らしておかな寝覚めが悪いやろ？」

「ならそれを先生にでも言えよ」

　クマのくせに至し極ごくもっともな意見を言いやがるね、と胡桃は舌打ちする。

「あかん、言えるわけあらへんやん。あんたはわかってへんなぁ。五條胡桃のイメージダウンになることはできへんのや。それだけは譲ゆずられへんねん」

　ふ～ん、とクマはあっさりと頷うなずいてから「人間の考えることはわからねえな」と溜息をついた。

「おまえ、中に入りたいなら手伝ってやろうか？」

　クマのぬいぐるみのくせに態度がでかければ自信にも満ちあふれていて、なんだか自分の方が下に思えてしまう。

「あんたにそんなことできんの？　ぬいぐるみやん。しかも小さいし」

「ばぁか、これが本来の姿じゃねえって言っただろうが。おいらも柊夜の罪をなんとかできねえかと夕方から調べてたんだけどな、人間の助けがあるのはありがたいんだよ」

「……ってさっきから気になってたんやけど、あんたは、何？　なんでしゃべってんの？」

　くきっと首を傾げて問いかけた胡桃にクマが盛大に突っ込んだ。

「今さらかよ！　今さら聞く？　もう普通に話してるからスルーかと思ったじゃねえかよ！」

　ビシっとまた胡桃の足を叩いたクマに嬉うれしそうに親指を立てた。

「ナイス突っ込みや！　いい相方になりそうやな、ってちゃうわ！　あんたはなんやのん？」

「変なヤツ。おいらはなぁ、あやかし界の若きホープ、『りょうらんざんのこのしろ』様だ。今はこのクマに封じ込められているがな、おいらの力はすげえんだぜ」

　ふん、と自慢げに胸を反そらしたクマに胡桃はパチパチと小さく手を叩いた。讃たたえられたと思って気を良くしたクマはますます胸を反らした。

「て、何一つわからんかったわ。ごめん。あやかしかいって何？　なんかのお菓か子しか？　クマに封じ込めってなんなん？」

　なんにも伝わっていなかったことを知ってクマは明らかにがっくりとした。

「あ、ごめん、なんか気に障さわった？　いやあ、ようわからんけど、あんたがすごいってことはわかった。うん、そんな気がするわ。で、なんて名前やった？」

　うん、おまえ全くわかってねえよな、とクマが心の中で寂さびしく突っ込んだことを胡桃は知らなかった。

　しばし沈ちん黙もくを落としてから可愛らしいクマは諦あきらめの声を出した。

「……銀ぎん太たって呼ばれてるよ、柊夜にはな」

「わ、わかった！　銀太やな、銀太。うん覚えたで。ほな銀太、校舎に入るで、レッツらゴー！」

「……レッツらゴーって……おまえ、何歳だよ……」

　呆れるクマのぬいぐるみ、もとい銀太の小さい手を握った胡桃は、立ち上がりかけて、それから改めて真剣な表情で小さなクマを見つめた。

「ほんで、どうやって入るん？」

　問いかけた胡桃に、銀太はしばし沈黙してからこぼした。

「……おまえ、絶対アホだろ。計画性ゼロだな……」

　ぬいぐるみのくせに溜息を吐き出した。
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　屋上に着地して銀太の腕から降りた胡桃は目を輝かがやかせて銀太を見つめる。

　今、小さなクマから変化した銀太の姿は、さっきとは全く違って若い男の姿をしていた。

　スラリと高い背にしなやかな体。銀の長い髪は腰まで届き、鋭するどい眼まな差ざしとバランス良く配置されたパーツで構成された顔は、どこの外人モデルかと思うほどに整っていた。
















「銀太、めっちゃ男前やな！」

「お、そうか？」

　褒ほめられて満更でもなさそうに銀太が髪を搔き上げる。

　人型になった銀太は胡桃を抱きかかえると、ひょいひょいと身軽に体育倉庫の上に飛び乗り、窓の手すりを足がかりにしてあっという間に校舎の屋上に降り立ったのだ。

「いやあ、めちゃくちゃ有能やし男前やし銀太最高！　しかも耳と尻尾しつぽ可愛いな」

　そう、めちゃくちゃイケメンになった銀太だが、頭頂部にはピンと立った三角の獣けもの耳みみと三本にわかれたふさふさの尻尾が揺ゆれていて、彼が人外のものだと主張していた。

「可愛いとか言うんじゃねえよ。この尻尾はなぁ、数が多いほど妖よう力りよくも強つええんだよ。おいらほどの若さで三尾ってのは稀まれなんだぜ？　妖よう狐このエリートだ。この美しい銀の毛を見て柊夜が『銀太』って名付けたんだぜ」

　自信満々に笑うと、嬉しそうに尻尾がゆらゆらと大きく揺れる。

「あやかしって妖よう怪かいのことなんや。ほんで銀太は狐きつねさんなんやな」

「まあそんな認識でいいさ。そこらの狐と一緒にされちゃ敵かなわねえけどな。なんたっておいらのこの銀の毛並みは神しん使しの証あかしだ」

「神使？」

「そ、まあ妖狐の中でも特別ってこった」

　自慢げに笑いながら胡桃を促うながした。

「さ、行くぞ。この扉とびらの鍵かぎも閉まってるみたいだけど、おいらに任まかせろっての」

　どうやら褒められると調子に乗るタイプのようだと胡桃はすぐに見て取る。

　この際、妖怪が怖いだとか尻尾耳付きが気になるとか、そんなことはもうどっかに飛んでいってしまっている。とにかく目の前のイケメン銀太を讃えておく。

「うわあ、そんなことまでできるやなんて銀太すごいねんなあ！　やっぱりどっか違うと思ってたんやわ。ほんま頼りになるなあ」

「だろう？　な、おいらってすげえのに柊夜ってばよ、もっと敬うやまえっての。おまえはよくわかってんだな」

　校舎内へと繫つながる階段の扉の鍵をどうやったのか、いとも簡単に解除した銀太が満面の笑みで振り返って、それから胡桃をちょいちょいと手て招まねきした。

「ほれ、おまえが先に入って招いてくれ」

「あたしが先に？」

「そ、閉じられたところは結界になってるからよ、人間に招いてもらわねえと入れねえ」

　あやかしは人の家などに入る時には中から誰かに招いてもらわないと入れないんだ、と銀太が説明をする。

　扉や壁、縄なわの一本でも閉ざすように渡されていると、その内側には勝手に入ることができないらしい。いわゆる結界になっていて、ピタリと閉まっていなくても、例えば神社の鳥とり居いなどのように何かをくぐるような造りのものも時には結界になってしまう。だから銀太は校舎に入るのに胡桃の招きが必要らしい。

「う～ん、とにかく先に入って銀太を招いたらええんやね？　ほなお先に」

　銀太の横を過ぎて校舎内に踏ふみ込み、クルリと反転してまだ外にいる銀太を手招きした。

「どうぞお入りくださいな」

　招く胡桃の言葉に、銀太がくいっと小さく笑って足を踏み出した。




　あやかし、妖怪、物ものの怪け。

　古来よりそう呼ばれているモノたち。

　現代においてそれを信じる人も見たことのある人もほとんどいなくなってしまっただろうが、実は厳げん然ぜんと存在している。

　夜は闇に包まれ、人は暗がりの中に蠢うごめくあやかしを恐れた。昼の世界と夜の世界がきっちりと住みわけられていた時代にはたくさんのあやかしがそこかしこに現れていた。

　しかし自然界の中でも希き少しよう生物が絶滅の危機に瀕ひんしているように、闇が失われ恐れる心を失った人々の中にあやかしの存在する場所は消え去りつつある。




　二人で灯りの落とされた暗い校舎を歩きながら銀太はそんな話をしてくれた。

　そのあやかしである銀太がなぜ月瀬柊夜の相棒であるのかを問う前に、問題の理科実験室に到着した。

「入られへんくなってるけど、無理やり入るしかないよな」

　進入禁止とばかりに開けられたままの実験室の入口に、よく刑事ドラマなどで見る黄色いテープが渡されている。

　胡桃は残念ながら背が低い。

　これはちょっとしたコンプレックスなのだが、周囲からは「小さくて可愛い」などと言われるので、まあ良しとしている。しかし渡されているテープをドラマの刑事のように颯さつ爽そうとまたぐには、どうやら背が足りないようだ。

（格好悪いけどくぐるか）

　そう思っていたら、銀太がひょいと抱えて中に入れてくれた。

　いきなりだったから驚いて「わっ」と声を上げてしまった胡桃は慌てて口を押さえた。

「ほら、早くおいらを招いてくれよ」

　振り返ると銀太が急せかして拗すねたように唇を尖らせている。

「ここもアカンの？　もう校舎内やのに」

「こんな風に閉じられた所こそ招きが必要なんだよ」

「そうなんや。あれ？　それやったらどないして学校に入ったん？」

　不思議そうに問いかけた胡桃に、銀太はこともなげに言った。

「柊夜が学校を出る前にポケットから抜け出したんだよ、おいらがぜってぇ疑うたがいを晴らしてやろうと思ってな。けど校舎出てから抜け出したから、校庭はいいんだけど校舎には入れなくなっちまってさ……」

　うん、あんたも充分計画性ないよね、と胡桃はそっと心の中で突っ込んだ。それから一つ息を吐はき出して小さな声で告げた。

「では改めて、『どうぞお入りくださいな』」

「どうも」と言いながら銀太は長い足でひょいとテープをまたいで入ってきた。

「ほんと、あんたがいて助かったよ」

　理科実験室に入った銀太が笑う。

　外灯がぼんやりと差し込むだけの理科実験室は想像以上に気味が悪い。胡桃の方こそ銀太が一緒で良かったと思った。

　懐中電灯の灯りを頼りに床を検分する。

「せやけど警察が散々調べ尽くしてるから、もうなんの手がかりもあらへんやろうなぁ」

「まあ物ぶつ的てき証しよう拠こってやつはねえだろうな」

「そう考えたら、ほんまにあたしはなんのために来たんやろ？　手がかり見つけたろうて勇いさんできたのに、そんなもん警察が先に調べてるわな。ほんまアホやわ、あたし」

「……今さら気がつくことかよ、それ。いや、もう何も言うまい。おまえがアホだということに自分で気がついただけ良かったじゃねえか」

　まあ、と辺りをウロウロとしながら銀太は続けた。

「おいらにとっちゃ、あんたがいてくれて助かったんだ。それで良しとしておこうや」

　なんだか胡桃は嬉しくなった。

　人間のことはわからないと言いながら、気遣うような言葉を言ってくれる銀太の心がとても嬉しかった。

「なんでもええから冤えん罪ざいを証明するようなもん、見つけんとあかんわ。半分はあたしのせいやしな」

「いや、ほとんどおまえのせいじゃね？」

「ちゃうちゃう、あいつが地味で根暗やから疑われるんやって。ストーカーしそうに思われたんやで」

　それを世せ間けん様さまでは『責せき任にん転てん嫁か』もしくは『言いがかり』と呼ぶのだが、胡桃の中にそのような概がい念ねんは存在しないようだ。

「なんで柊夜が地味って思うんだよ。あいつほど艶あでやかな男はいねえだろうが」

　銀太の言葉に耳を疑った胡桃は、何度か言葉を反はん芻すうしてから「はあ？」と間抜けな声を上げてしまった。

「あいつが……艶やか？　アデヤカ……意味ワカリマセン」

「なんでカタコトになってんだよ！」

「だって艶やかとか言うから。あれ、地味過ぎて『根暗コーヒーゼリー』ってあだ名されてんねんで。どこをどう見たら……艶やかって！」

「でも胡桃、おまえは柊夜に告白しただろ？　あいつの何に惹ひかれたんだ？」

　問われて今さらそのことを思い出した。

　ここのところ呪うことばかり考えていて、元々何がきっかけで呪い始めたかをすっかり忘れていた胡桃は、そう言えば告白なんてものをしたなあ、と思い出したのだ。

「忘れとったわ。告白、したした。せやけどそこまで好きやったわけやないねん。ちょっと女子のノリに乗せられてしまってん」

「うわ、ひど！　おまえのその容姿で適当な告白とか、罪作りじゃねえかよ。気軽にすんなよな」

「そうやでぇ、今まで言い寄られるばっかりやったから初めての告白やったのに、あいつ、あっさりとフリやがって……やっぱし呪うしかないわぁ」

「なんで呪うねん！」

　突っ込んでから銀太は「うわ、言葉がうつってる！」と頭を抱えてしゃがみ込んだ。すると次の瞬間、銀太が「ん？」と声を上げて床に手をつく。

「どないしたん？」

　近寄って銀太の手元を懐中電灯で照らそうとした胡桃の手を銀太はつかんで止めた。

「灯りを消せ」

　命じられてカチッとスイッチをオフにすると、静かな夜が部屋に満ちる。

　僅わずかな灯りしか差し込まない部屋でも銀太は見通せるのか、床の何かを確かめるように手を這はわせて、それからゆっくりと窓の方へと顔を向けた。

「少し……痕こん跡せきが残っているぞ」

「残ってる？　痕跡？」

　ああ、と振り返った銀太の瞳が薄い灯りの中で狙ねらいを定めた獣けもののように鋭するどく光る。何が、と問いかけるまでもなく銀太が口を開いた。

「こいつは、あやかしの仕し業わざだ」

「あやかしの？」

「最近多いんだ。闇の中に居場所を失ったあやかしどもが、光の中でもいられるようにと人の体を乗っ取るんだ」

「の、乗っ取る？　乗っ取られたらどうなんの？」

「あやかしの考えは単純だ。人を怖がらせることしか考えねえ。だから乗っ取られた人間は思考が短絡的になって、破は壊かい衝しよう動どう、つまり無差別殺人や通り魔、放火、そんな人を脅おびやかす犯罪に走る。きっと今回もあやかしに乗っ取られた誰かの仕業だ」

「それが誰かわかるん？」

　いいや、と首を横に振ってから銀太は目を閉じる。

　人には持ち得ない印象的な瞳が閉ざされ、静かになった部屋で銀太は「でも」と意外な言葉を続けた。

「柊夜ならわかるはずだ。やっぱりあいつを連れてくればよかった」

「え？　なんで柊夜ならわかんの？　あいつ、なんか特別なん？」

　銀太につられてすっかり『柊夜』呼ばわりしている胡桃は、意味がわからず眉み間けんに皺しわを寄せる。

　別に考えてみなくとも、銀太のようなあやかしから相棒とまで呼ばれているのだ。

　柊夜が普通の人と同じではないとわかりそうなものだが、とにかくすぐになんでも人に尋たずねるのは関西人の性さがなのか、胡桃のおばさん化のせいなのか。

　しかしそんな問いかけにもきっちり答えてくれる銀太の律りち儀ぎさよ。

「おまえ、柊夜はなあ、すっげえんだぞ！　あやかしの……まあ説明するより見た方が早はええわ。どうせ柊夜を連れてきたいし一緒に行くか、胡桃」

　すっかり打ち解けた感のある銀太は、ちょっと購買にパンでも一緒に買いに行くか、と誘さそうような気軽さで言った。

「ちょ、行くって、どこに？」

　意味がわからず戸と惑まどう胡桃の都合も返事も聞かずに、銀太はまたまたひょいと軽々胡桃を抱き上げると、理科実験室の三階の窓を開けて、そのまま飛び出した。

「ひぎゃあ────っ！」

　意味のわからないみっともない悲鳴を喉のどに引っかけた胡桃を抱いたまま、銀太はヒュンヒュンと風のように素早く跳はね、夜のビルや民家の屋根を飛び越えていく。

　あまりにも速すぎるスピードに、ただ銀太にしがみついたまま息すら止めていた胡桃は、目的地に到着する頃には完全にぐったりと疲れ切ってしまっていた。

「おい、着いたぞ」

　銀太の声に、ギュッと閉じていた瞼まぶたをゆっくりと開いた胡桃は、今度は驚おどろいて息を吞み込んだ。
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　まるで京きよう都とにでもありそうな町まち屋や風ふうの建物。

　完全なる木造建築、障しよう子じ窓まど、大きな格こう子しに犬いぬ矢や来らいのかけられた外観は、今時、こんな住宅地のど真ん中にあるのが不ふ釣つり合あいなくらいで、胡桃くるみはタイムスリップでもしたのかと思ってしまった。

　玄げん関かん口ぐちは背の低い胡桃でも頭を下げなくてはならないほどの高さしかなく、そこには格子戸がはめられており、不ふ可か思し議ぎな造りの家にしばし言葉を失った。

「さあ入れよ。柊しゆう夜やを連れてかないとな」

　銀ぎん太たの声に我に返る。

　先だって格子戸を引き開けた銀太は、ぐぐっとかなり頭を下げて低い玄関をくぐる。続いて中に入った胡桃はまたまた驚おどろく。

　玄関を入ったそこは石いし畳だたみの通路になっており、細長く奥へと続く。

　屋根はやけに高く、太い梁はりが重厚に張り巡らされ、確かに屋内なのに外にある通路のように打ち水された石畳があった。

　ぼんやりと足元に灯ともされた小さな行あん灯どんが幻想的に奥へと誘いざなう。

　格子戸脇わきに小型犬ほどの大きさの謎の生き物が立っているのを見て、胡桃は小さく「ぎゃっ」と悲鳴を上げた。

　薄い茶色の体、手足の先は靴下を履はいたように真まっ白しろで、姿はイヌのようでもあり狐きつねのようでもあり、けれどそんな動物とは決定的に違っているところがあった。

　人のように二本足で立ち、縁えん日にちで売ってそうな狐の面を被かぶり、さらに手には柔やわらかい光を放つ提ちよう灯ちんを持っていることだった。

　提灯の薄ぼんやりとした灯あかりに下から照らされた狐面は正直気味悪く、胡桃はその場で固まる。

　その謎の生き物が「おかえりなさいまし」と意外に可か愛わいらしい声で銀太にペコリと頭を下げた。

　おう、と軽く応じた銀太が胡桃を振り返り、驚きの視線に気がついたのだろう。若じやつ干かん面倒くさそうに紹介をした。

「胡桃、こいつは三つ目の獣けもののあやかしで、『手引き』の朧おぼろだ。怖がるこたぁねえ」

「て、手引き？」

　銀太の言葉の意味がわからず戸と惑まどう胡桃にかまわず、狐面のあやかしはペコリと頭を下げた。

「朧と名乗っておりやす。どうぞお見知りおきを。好物は柿かきの種たねでやんす」と、やけに任にん俠きよう者もののような自己紹介をしてくれた。犬だか狐だかの姿なのに、妙みようにきっちりと挨あい拶さつをされてしまい思わずドギマギしてしまう。

「ど、どうも……こちらこそ……」

　同じようにペコリと頭を下げながら、ふと不思議に思う。

　あやかしと呼ばれるものと普通に挨拶をしている自分。

　もう何が普通で何が普通でないのかの境界線があやふやになってしまっている。

（しかしなぜ今、好物まで言ったよ。それは持ってこいという伏ふく線せんなんか？）

「おい、ぼんやりしてねえで早く来いよ」

　銀太の促うながしに、胡桃は自分が立ち止まっていたことに気がつき、慌あわてて足を進める。

　胡桃が通り過ぎるまで狐面を被ったあやかしは軽く頭を下げ続けていた。

　石畳の突き当たりには、ガラスのはめ込まれた引き戸の大きな扉とびらが待ちかまえていた。銀太はなんの躊ちゆう躇ちよもなく少しレトロなその扉をガラリと開く。

「銀太、客かえ？」

　続いて入ろうとした胡桃の耳に、熟うれたような女の声が飛び込み、扉の前で踏み入れそうになっていた足をピタリと止める。

　なぜだか胡桃はその声を聞いた瞬間に、ぞわりと背中に悪お寒かんが走り、ここに足を踏み入れてはならないとどこか頭の奥で警けい鐘しようが鳴るのを感じた。

　それは直感。もしくは第六感と呼ばれるものだろうか。

　理り屈くつも理由もわからないが、今すぐ回れ右をして逃げ出したくなったのだ。

　しかしそんな胡桃に欠片かけらもかまうことなく、銀太は立ち止まったままの胡桃の腕をつかむと、ぐいと乱暴に引っ張って扉の中へと引き込んだ。

「ほう……これはまた愛らしい娘じゃのう」

　よろめきながら入った胡桃に、クスクスと小さな笑いをこぼす妖よう艶えんな声が投げられた。




　扉の中は、モノで溢あふれかえっていた。

　天井に吊つり下げられているのはランプ。その中で炎が揺ゆらめいて部屋全体をじんわりと照らし出す。

　壺つぼに皿に置物、掛かけ軸じく、着物に何かわからない物、いかにも古そうな物などが所ところ狭せましと溢れている。実際に見たことはないけれど、多分、と胡桃は想像する。

（骨こつ董とう品ひん屋さんなんかな？）

　そして奥には小上がりの板の間があり、店にやけに似合いの長なが火ひ鉢ばちが置かれ、その横では赤い金きん襴らん肘ひじ置おきの脇きよう息そくにだらりともたれかかる着物姿の女の人が一人座っていた。

　艶つやを帯びた真まっ赤かな唇が歪ゆがめられて笑みを作っている。先程の笑い声はその女性が上げたものだった。

「おまえの客かえ？」

　膝ひざ元もとにいる真っ黒な猫を撫なでていた手を上げてツイと銀太を指し示して問うた彼女に、銀太はフルフルと首を振った。

「いいや、こいつは柊夜の……客じゃねえな。とにかく柊夜に用事だ」

　小上がりに置かれた青せい磁じの香こう炉ろからゆるりと煙けむりが揺れる。

　黒に真紅の牡ぼ丹たんの花が散らされた着物を半なかばはだけたように着こなし、どんな超絶技術を使ったのかわからない複雑な形に結い上げた髪とそこに揺れる華はなやかな簪かんざしが、どこかこの世の人でないような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　時代劇で見たことのある『遊ゆう女じよ』のような出いで立ちで、前で結ばれた帯がだらりと流れてしどけない。

　置物のように眠る赤いリボンの首輪をした黒猫と、香炉からゆるゆると立ちのぼる白の煙が相まって、まるで一いつ幅ぷくの絵のようだった。

「銀太はあほうだねぇ。客でないものをここに入れてはいけないと言わなかったかえ？」

　注意しているのにクスクスとからかうように笑う。

「え、ああ、そうだっけ。でも急ぎなんだ。柊夜の為だしな」

「そうかえ。銀太はほんに柊夜が好きなのだのう」

　彼女に言われて銀太は「ち、違ちげえよ」と慌てた。

「そんなんじゃねえよ！　とにかく柊夜だ」

　そう言って、小上がりの奥にある暖簾のれんがかけられた入口に向けて声をかけようとしたが、すぐに女に止められた。

「お待ち、銀太」

　怪け訝げんそうに振り返る銀太を無視して、女は胡桃へと視線を投げた。

「そこの娘、こっちに来きや」

　華きや奢しやと言うにはあまりにも細い指を伸ばすと、クイクイと手て招まねきをする。

　口元にはうっすらと笑みを浮かべているが、目はじっと胡桃を見つめていた。

　また忘れかけていた悪寒が背中を這はい上がり、緊張が走る。

　誘いを促す細い指先がどこか不気味で、胡桃の心臓は早はや鐘がねを打ち始め、息をするのも潜ひそめてしまう。ギュッと両手を握にぎりしめた。

「おやおや、そんなに怖がらなくても良いのじゃよ。何も取って喰くいはせぬ。さ、早う来や」

　熟れた声は否いなを言わせぬ強さで迫せまる。

　迷う胡桃に銀太が手を引いた。

「胡桃、庵あん主しゆ様だ。怖がらなくていいさ、行けよ」

　ぐいと引かれて小上がりの端はしまで突き出される格好になる。

　板間に座っていた庵主様と呼ばれた女が着物の裾すそをはらりと乱みだしながら胡桃の側に近寄ると、細い指先で胡桃の顎あごをクイッと捕とらえた。

　着物に焚たきしめている香りだろうか。甘い香りがむせるほど濃こくなる。

　間近で見つめられると目が逸そらせなくて、まるでピタリと糊のりで貼り付けられたように胡桃は彼女を見つめるしかなかった。

「ほう……これはまた一ひと際きわ可愛らしい娘。肌も滑なめらかで血も清きよいのう」

　言ってから「良い」と呟つぶやき、胡桃の顎にかけていた手を下げた。

　途端に、金かな縛しばりに遭あったように硬直していた体から力が一気に抜け落ちて、膝を折りそうになる。踏ん張った胡桃に女は艶えん然ぜんと笑った。

「そなた、名は胡桃と申すのか？」

「……はい」

「桃の木は邪じや気きを払う神聖な木じゃ。良い名を持っている、重ちよう畳じようじゃ」

　間近でそう呟いてからスイと目を細めて顔を起こした。

「わらわはユズリハじゃ。銀太たちは庵主様と呼ぶ。どちらでも好きなように呼ぶがいい」

「あんしゅ？」

　聞き慣れぬ言葉に眉まゆを寄せる胡桃に女はまたクスリと小さく笑う。

「ここが京の都みやこにあった時には小さな庵いおりだったからのう、その名残なごりじゃ。庵の主あるじという意味じゃ」

　変わった名前、と思ったけれどそれを言うような雰囲気ではなく、胡桃はただコクリと頷うなずいただけだった。

　庵主、ユズリハと名乗った女はおもむろに奥に向けて手元の鈴を鳴らす。

　リン、と涼すずやかな高い音を立てて金色の鈴が鳴ると、奥から「はい」と返事が聞こえて、すぐに月つき瀬せ柊夜が顔を出した。

　柊夜はそこに胡桃が立っているのを見て硬こう直ちよくする。

「なぜ……」と言ったきり絶句する柊夜に、胡桃も絶句して立ち尽くしていた。

（こ、これが月瀬柊夜やて？　う、ウソや！）

　そこに立つ月瀬柊夜の姿に、胡桃はただ呆ぼう然ぜんとしてしまった。
















　学校にいる時と全く違う。

　いつも黒くろ縁ぶち眼鏡めがねで、寝ね癖ぐせのついた少し長めの髪はぼやっとした雰囲気。そしてどことなく垢あか抜ぬけない制服姿。地味で目立たない存在。

　ところがどうだ、今の柊夜の姿は。

　紺こんの着流し姿に髪を軽く搔かき上げたまま立っている姿は、どこかなまめかしい。

　いつもの眼鏡でさえ柊夜を魅力的に洒しや落れて見せる小道具のようだ。

　いくらか綺き麗れいな顔立ちをしているとは思っていたけれど、涼やかな眼まな差ざしも引き締められた唇も、どれもがウソのように鮮あざやかに華やいでいた。

　彼全体から立ちのぼる妖艶な雰囲気の艶やかさに眩暈めまいを起こしそうになる。

「ご、五ご條じようさん？　どうしてここに……」

　衝しよう撃げきから回復したのは柊夜が先で、喉のどの奥から絞しぼり出すようにそう問いかけた。

「ああ、おいらが連れてきた。学校で出会ったんだよ。そんでよ、柊夜にも来てもらいてえんだ」

「銀太……何をしているんだ。客でもない彼女を引き込んで」

　眉み間けんを引き絞しぼってジロリと柊夜が睨にらみつけたから、銀太は少しだけ肩をすくめて耳を萎しおれさせた。

「だって……おいらは柊夜の無実をさ……そん時にさ、胡桃がいて……こいつも柊夜の為にって。健けな気げじゃねえかよ、だからさ……」

　言葉に詰まりながら言い訳をする銀太に、柊夜はわざとらしいほど大きく溜ため息いきを吐き出す。するとまた銀太はいっそう耳を萎れさせ、今や尻尾しつぽも下を向いて悲しそうだ。

　そんな銀太がどうにも可か哀わい想そうになってきた胡桃は、いつもと違う雰囲気の柊夜に向かい、胸の前で両手をきゅっと握り合わせると甘い声で言った。

「怒おこらないであげてください月瀬君。銀太さんに無理を言ったのは私なんです。私、望の愛あちゃんが心配で……真相がどうしても知りたくなったのです。私のわがままを許ゆるしてください」

　その途と端たんに銀太がブハッと噴き出した。

「胡桃！　それ、なんのマネだ？　気持ち悪いんだけど！」

（うっさいわ、だまれ銀狐ぎつね！　あんたの為に言い訳してんのやろうが！　これが学校でのあたしのやり口なんや。口出しすんなや！）

　それを行間に詰めてキッと睨んでやったが、残念ながら銀太は全く理解していないようで、丸くした目のまま柊夜に言った。

「実はこいつもおまえの無実を証明しようとして学校に忍しのび込んでたんだぜ」

（だから言うなっつってるやろうが────！）

　そんなことを言えば、どうして胡桃が柊夜の為に動いているかを説明しなくてはならなくなる。もう一度「いらんことを言うな！」との思いを込めて銀太の能のう天てん気きそうな顔を睨んだ。

　銀太の言葉を聞いた柊夜は少しだけ驚き、それからまた銀太へときつい目を向けた。

「銀太、おまえは勝手なことをして……。自分のしたことがわかっているのか？」

「え、いや、だってよう……」

　しゅんと耳の垂れてしまった銀太に、あからさまな溜息をこぼした柊夜は、「それで？」と投げやりに聞いた。

「何をすればいいんだ？　急ぎなんだろう？」

「あ、そうそう、忘れかけてた。あの事件だけどよ、どうやらあやかしが関わってそうなんだ。だから柊夜に見てもらおうと思って駆かけつけたんだ」

「あやかしが？　……そうか、あやかしが関わっているのなら行くべきかな」

　面倒だと表情で言いながら腕を組んで少し思し案あんしている。その柊夜を熟れた声が促した。

「お行きよ、柊夜。今夜は仕事もない。その娘はおまえの罪を晴らしとうて夜の学校まで来たのじゃろう？　その娘の為にもお行き。それに濡ぬれ衣ぎぬを着せられたのなら、きっちりと落とし前をつけておいでよ。上う手まくそやつを捕らえておいでな」

　細い指で猫を撫でながら、ユズリハは妖艶な瞳で柊夜を見つめて「ふふふ」と甘い声で笑う。その笑みに一切感情が表れていないのがやけに印象的で胡桃はじっとユズリハを見つめてしまっていた。

「その娘の為」ではなく「その娘のせい」が正解ではあるが、そこは胡桃のみぞ知るところ。

　柊夜はいくらか間を空けてから頷いた。

「では行ってきます。銀太、おまえは五條さんを家まで送って行けよ」

「はあ？　おいらも行くに決まってんだろう」

　柊夜の言葉にすぐ反発した銀太に続いて胡桃も口を挟はさむ。

「私も行きます！　顚てん末まつを見届けますわ」

「ダメだ」

　即そく座ざに却きやつ下かした柊夜の眼差しが思いの外ほか厳きびしくて、胡桃は息を吞のむ。が、そこにまたユズリハが揶や揄ゆを含みながら割り込んだ。

「いいではないか。胡桃も連れてお行きよ、柊夜。その娘はなかなかに強ごう情じようそうじゃ。無理やりにでもついて行きそうではないか。それなら連れて行く方が面倒がないというものじゃ」

「しかし庵主様！」

「よいよい、わらわが連れて行けと言うておる。心配せずともよい」

「……わかりました」

　承しよう伏ふくの中に強い不服が込められている返事をした柊夜は、一度奥へと戻るとすぐに黒一色で細い縦たて縞じまの入った羽は織おりに手を通しながら出てきて、草ぞう履りを引っかけた。

「学校だな、銀太」

「ああ、理科なんとか室だ」

　開け放していた入口を先立って出た柊夜は振り返りもせずに前だけを見ながら石畳の屋内通路を抜ける。その背中が心なしか怒っているように見えて、銀太も胡桃も押し黙だまったままでしおしおとついて行く。そうしてまた提灯を持つ謎のあやかし、朧が佇たたずんでいる格子戸をくぐり抜ける。

　表に出るや柊夜はすぐに羽織をはらりと開いて凜りんと言い放った。




「黒くろ錦にしき！」




　風もないのにぶわりと柊夜の羽織が翻ひるがえり、途端、強い風が巻き起こる。

　大きな大きな黒い鯉こいが胡桃のすぐ目の前の空中で跳ねたから、それが鯉の巻き起こした風だとすぐにわかった。そしてその鯉が、羽織の裏地に縫ぬい取りで描かれている錦にしき鯉ごいの絵と同じだということもすぐに気づいた。

　わかったけれど思考がついていかない。

　ポカンと口を開けた胡桃をいくらか困こん惑わくの表情で見み遣やってから柊夜は銀太に命じた。

「彼女を連れて行ってくれ。俺は黒錦で行く」

「了解。つうか、おいらが柊夜を連れてくのじゃダメなのかよ」

「黒錦は扱いが難しいからな」

　言いながら目の前に漂ただよう大きな漆しつ黒こくの鯉に着物の裾を翻して軽々と飛び乗った。

　空中の鯉に乗る着流しの柊夜。

　そんな姿も人目を惹ひきつける色気に満たされており、胡桃は目が離せないでいた。

　けれど銀太にひょいと抱えられ、「んじゃ、行くぞ」と言うと同時にすごい勢いでジャンプをしたから、胡桃はまたまた「うぎゃあ！」と女らしさの欠片もない叫さけび声を上げてしまった。
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　静まりかえった夜の理科実験室に戻ってきた三人だが、しゃべっているのは銀太一人。

　胡桃はできることもなく、邪じや魔まにならないように隅すみでちんまりしていた。

　柊夜は銀太の指し示した床に膝をつき、指先でその辺りを探っている。

「な、これあやかしの残ざん留りゆう念ねんだろ？」

「確かに残っているけど、人の中に巧こう妙みように入り込んでいるあやかしのようだ。僅わずかしか残されていないのに……よく見つけたな、銀太お手て柄がらだ」

　顔を上げて軽く笑った柊夜に、銀太は顔を赤くした。

「そ、そうか！　おいらのお手柄かよ、参まいったなあ」

　参ったと言いながら褒ほめられた喜びが隠かくしきれていない。三本にわかれている尻尾がブンブンと上下している。まさに飼い主に褒められて照れながら喜ぶ犬のようだと胡桃は超絶男前の銀太に生なま温ぬるい目線を送る。

　すっと立ち上がって柊夜は小さく呟いた。

「おとりになるか……」

　呟きの意味がわからない胡桃は首を傾かしげて聞き返そうとしたが、すぐに柊夜が胡桃に向かって呼びかけた。

「五條さん」

　そう声をかけられただけでドクンと心臓が跳ねた。

　眼鏡の奥から見つめられると指先まで緊張する。

　差し込む外灯の僅かな光。闇の色に覆おおわれた実験室。その中に着物姿で佇む柊夜は本当に綺麗だった。

　胸がドキドキと速いリズムで鳴っている。本当にどうしてしまったのだろう。夜の学校が怖いわけでもないのに……。

「五條さんはどうしたいの？」

　静かな口調で問われて胡桃は一瞬ポカンとする。

「……どうって……どういう意味ですか？」

「意味って、だから高たか城ぎさんを怪け我がさせた相手に復ふく讐しゆうしたいの？」

　小首を傾げてスッと目を細めながら問いかける柊夜の姿を胡桃は凝ぎよう視しする。

　沈ちん黙もくを一いつ拍ぱく落としてから怪訝な表情で逆に問い返した。

「……どうして復讐なんて恐ろしいことを私が？　私は、望愛ちゃんに怪我させたことが許せません。だから取るべき責任を犯人が取ることを望んでいるだけです。それに……月瀬君に濡れ衣を着せたまま犯人がのうのうと過ごすことも許せません。それだけです」

　キッと眼差しを強めて言い募つのった胡桃の言葉に、柊夜はあろうことかクスクスと楽しそうに笑った。

（なんで笑うねん！　笑うとこちゃうやろ、ここ！）

　失礼な態度にムッとする。

　けれど柊夜が笑いながら言った次の言葉に胡桃は血の気が引いた。

「五條さんがそれを言うんだ。俺にあれだけ呪のろいのプレゼントをしていたのに。あれって断ったことへの復讐なんだろう？　復讐なんて恐ろしいことって……ごめっ、面おも白しろくって」

　そこまで言って本格的に笑いが堪こらえられなくなったのか、柊夜は口元を押さえて盛大に肩を震わせた。

「なっ……何を言っているのかわかりません！　わ、私が復讐なんて、ど、どうして、そんな、い、言いがかりです！」

　精一杯反論してみたが、明らかにしどろもどろで怪あやしすぎた。

（ひいぃぃ、なんでバレてんのや！　マズイ、しらを切り通すしかない！）

　できるだけ毅き然ぜんとした態度になるように胸を反そらしながら言いはる。

「本当に違います。復讐なんて恐ろしいことをするなどありえません、失礼ですわ！」

　だが残念ながら、ムキになって言い募る胡桃の言葉をぶち壊しにする伏ふく兵へいがいた。

「そう言えば柊夜、あの呪いの手紙とかが誰なのかもうわかってるって言ってたよな。なんで胡桃だって気づいてたんだ？　ま、実際に胡桃の仕し業わざだったけどよ」

（銀太ぁぁぁ！　言うなって念押ししたのに、なんで言うねん！　暴ばく露ろすんなやぁ！）

　手にハリセンがあれば今すぐに背後から力任せに叩たたきつけたい衝しよう動どうに襲おそわれる。銀太のアホぉ、と跳び蹴げりでも喰らわせたい。

（あかん、あかん。落ち着け、胡桃。今はお嬢じようのフリや、お嬢モードや）

　それに銀太の問いかけは胡桃自身も気になっていることなので、ここは大人しく柊夜の言葉を待つことにした。

　ああ、と顎に手をあてた柊夜が思案するような目で宙を見つめてから口を開いた。

「だって机や置きっぱなしの教科書に落書きできるのは俺より早く来ている人、もしくは俺より後に帰る人。始まったのが五條さんに告白された翌日からで、あの日からいつも遅めに来る五條さんが早く来てたし……しかも」

　クスッと再び堪えきれない笑いをこぼすと、胡桃へと視線を流した。

「めっちゃくちゃ視線を感じてたんだよ、五條さんの。俺の反応をずっとうかがってただろ、あれ。もう笑いを堪えるのに苦労したよ」

　肩を揺すって笑っている。胡桃は分の悪さについつい素の顔でむくれてしまう。

「あれ、笑ってたんかいな……」

　怖がって震えていると思っていたのに、笑っていたなんて。

「……しかもバレとったやなんて」

　全然アカンやんか！　と自分のやっていたことの無意味さに脱力する。はあ、と溜息をついた胡桃に柊夜が笑う。

「関西弁になってるよ？」

　指し摘てきされて慌てて口を噤つぐむが、時すでに遅し。柊夜には見抜かれてしまったようだ。

「もしかして五條さんは関西弁が地なの？」

　からかいの交じった口調で核心を突かれてギクリとする。

「なん……どうしてですか？」

（やばっ、なんでやって聞きそうになったわ。油ゆ断だん大たい敵てき。バレるわけにはいかへんで）

　気を引き締めておへその下に力を込めて、艶あでやかな柊夜にほだされないように拳こぶしを握りしめる。そんな強硬姿勢に構えた胡桃とは正反対に、柊夜は窓にもたれかかりながらさらりと言った。

「え、だって関西弁の方が流りゆう暢ちようで自然だからね。それに似合ってる、可愛い」

　軽く笑ってからスッと眼鏡を外した。

（ふんぎょえぇぇぇぇぇぇ！）

　意味のわからない叫び声を心の中で盛大に上げる。

　ぱちりと目を最大限に見ひらいたまま身動きが完全に止まってしまった胡桃は、ツンと軽くつつかれただけで、そのまま倒れてしまいそうなほど硬直していた。

（なっ！　似合って……て、え？　可愛いって？　いやいや、え、眼鏡外したら、めっちゃ……ああああ、何から考えたらええねんな！）

　傍はたから見れば冷れい凍とうマグロのように完かん璧ぺきにかちんこちんになった胡桃だが、その内面は大変なことになっていた。

　まるで火山噴火でマグマがボッコンボッコンと湧わき上がってくるかのように、思考が乱発していて何を考えたらいいのかまとまらず、結局真っ白。黒縁のダサイ眼鏡を外し、薄明かりを背に窓にもたれる柊夜の姿に魂を抜かれたように見入るしかなかった。

（綺麗……）

　それ以外の感想が出てこない。

　搔き上げたさらりとした黒髪も、着物を纏まとう華奢な肢し体たいも、長い指先も、切れ長の瞳も、柔らかな弧こを描く唇も、どれもが整い相まって、ただ綺麗だとしか、そんな月並みの言葉しか浮かばなかった。

　軽く握った手を口元にあててゆるりと目を閉じた柊夜は、ドキリとするほど色っぽい。

『あいつほど艶やかな男はいない』と、そう言っていた銀太の言葉が甦る。

（ほんまやわ……艶やか、うん、それが一番しっくりくるわぁ）

　気がつけば、銀太もうっとりと柊夜の姿に見入っている。

　それに気がついて思わず「げっ」と声を上げてしまった。

　胡桃の不ぶ躾しつけな声に銀太が眉を寄せて文もん句くを言う。

「こっち見て『げ』はないだろう、『げ』は。なんだよう」

　不服に唇を尖とがらせた銀太にぺこっと謝る。

「ごめん、だって銀太が柊夜見てうっとりとしてんねんもん。男同士やのに……？　ん？　銀太、男やんなあ？」

「おまっ……」

　ガクッと銀太が肩を落として呆あきれた溜息を吐き出した。

「おまえ、今さら、聞く？　雄おすに決まってんだろう？　見てわかんねえのかよ！　上から下までめっちゃくちゃ、雄だろうが！」

「ああ、狐さんやし雄やな。そう、雄やのに男の柊夜に見み惚とれてるから、気持ち悪ぅ！　て思ってしもたんや」

　胡桃は完全に素の話し方に戻っているのに気がついていなかった。

　銀太とは出会った時からこの話し方だったから、無意識に素で関西弁になっていたのだ。

　それを黙って聞いている柊夜が必死に堪えながら笑っていることなど気がつきもしないで銀太に話しかけていた。

「あれは仕方ないっての。柊夜はあやかしどもから見れば極ごく上じようの気を放つんだ。あの艶やかさと色香に惑まどわされねえあやかしどもはいない。おいらも例外じゃねえってこった」

「極上の気？」

「ああ、たまらねえなぁ」

　感かん極きわまったように柊夜の方へと銀太は顔を向ける。つられて胡桃も柊夜へと顔を向けた。

「五條さん、俺はね」

　目が合うと柊夜はどこか諦あきらめたような言い方で静かに話し始めた。

「俺にはあやかしを引き寄せる力があるんだ。俺の放つ気があやかしを虜とりこにするんだ。いきなりこんな話、信じられないかもしれないけどね」

　自じ嘲ちようするように笑った柊夜に胡桃は首を振る。

「信じる、あ。信じます」

　言い直した胡桃に柊夜は爽さわやかに笑いながら促した。

「もう素の五條さんの話し方でいいよ。銀太と話している時、全開だったよ？　もう慣れたから」

　しまった！　と思った胡桃だが、（バレてしもたもんはしゃあないな）と腹をくくると、ごほん、と一つ咳せき払ばらいをした。

「ほな、こっちでいかせてもらうわ。けど内ない緒しよにしといてな、他の人には」

　こくんと頷く柊夜の目が笑っているのは若干気になったが胡桃は話を続ける。

「いきなりやったら信じられへんけど、もう銀太見てるし、あのお店かてなんや不思議な感じやったし、あやかしっちゅうもんがいてるんもわかった。せやしな、信じる。柊夜の言うてること信じるわ」

　関西弁全開で話す胡桃に、柊夜は「そう」と呟いてから視線を下に落とす。

「眼鏡がさ、封じているんだ、普段は」

「封じる？」

「あやかしを引きつける力を。だから眼鏡を外すとわんさか寄ってくるんだ、あやかしが。俺を目指して、ここにね」

「えええ？　ここに？　あ、でも建物って結界になってるんちゃうの？」

「うん、残念ながら、銀太が招かれた時点であやかしの通り道ができたから、入ってこられるようになってしまった。それに元々校舎をなわばりとするあやかしもいるんだ」

「あちゃあ、ほな、あたしが招き入れたっちゅうことになるんやな」

「ま、そうなるね」

　軽く笑う柊夜に胡桃は首を傾げる。

「で、なんで今、急に眼鏡を外したん？」

「犯人のあやかしを呼び寄せるため。……俺の力は夜にしか使えないから、今から呼び寄せる。眼鏡を外せばそれだけ強くあやかしを惹きつけるから──」

　一息吐はいた柊夜が軽く前髪を払うと、いつもは隠れている切れ長の瞳があらわになる。目を僅かに細める、その眼差しにも色香が溢れている。

「多分、生徒か誰かに取とり憑ついているヤツだと思うんだ。それならきっと俺の気に誘われてくるはずだ。あやかしにはテリトリーがあるから、そこに俺がいるならきっと誘われて出てくる。俺に惹かれないヤツはいないからね」

（その自信満々の言い方はなんですかぁ！）

　絶対の自信。

　自分に惹かれないものなどいないと言い切る柊夜に昼間の地味さなど欠片もない。

　その場を支配する存在感を放ち、ゆったりと身を窓まど枠わくへと預けながら、入ってくるかすかな風に髪を遊ばせている姿は夜の中に咲く艶やかな一輪の花。

　しばし見惚れていた胡桃は、そうかと思い返す。

　最初に柊夜が「おとりになるか」と呟いていた言葉を思い返して問うた。

「それ、危険やないの？」

「う～ん、危険と言えば危険だし、危険じゃないと言えば危険じゃない」

「なんやそれ！」

　つい突っ込んでしまった胡桃は慌てて出しかけていた手を引っ込める。

「わあ、裏うら拳けんで突っ込む人、初めて生で見た」

「生とか言いなや、生て。ほんで結局は危険なんかどうなんか、どっちなんよ」

　だが答えは、聞くことができなかった。

　その前に銀太がピクリと耳を立てて警けい戒かいの声を上げたからだ。
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　来たようだ、と銀ぎん太たの硬かたい声に胡桃くるみは言い知れぬ不安を抱いだく。

　その前にも、銀太曰いわく『雑ざ魚こ』たちが数匹部屋に入り込んできていたが、雑魚と呼ぶだけあってネズミや猫ほどの大きさの動物らしきあやかしたちだったから、案外平気だった。

　確かに見た目は異様だ。

　大きな一つ目だったり、額ひたいに三つめの目があったり、口が裂さけて鋭するどい牙きばが覗のぞいていたり、色は総じて黒っぽく闇やみに溶とけ込みそうだった。

　けれど全てのあやかしたちが柊夜にまとわりつき、「キイキイ」と嬉うれしそうな声を上げて何か不ふ可か思し議ぎな踊おどりのようなものを踊っているから、どちらかといえば微笑ほほえましかった。

　まるでおかしな盆踊りでも見ている気分で、怖かったのは最初だけ。あとはどんどんと増えるモノたちを「ほうほう、なるほど」と観察する余裕まで出てきていた。

　一階では職員室に先生が何人か泊まりがけで常じよう駐ちゆうしているが、ここは三階。誰も訪おとずれない静かな廊ろう下かだ。

　そこに、ペタリ、ペタリと遠くから足音が響ひびく。眠ったように静まった校舎では、その音がやたらに反響している。

「銀太、五ご條じようさんを守っておけよ」

「ガッテンだ！」

　銀髪イケメン（耳付き）の口から出てきたとは思えぬ江え戸どっ子こな返事をすると、銀太はすぐに胡桃の隣となりに来て、肩をぐっと抱き寄せた。

「怖がるなよ。あやかしは人の恐怖心が大好物だ。おいらがついてる以上は何も怖くないからな」

「柊しゆう夜やは大丈夫なん？」

　背の高い銀太に抱き寄せられると、小さくて華きや奢しやな胡桃などすっぽりと閉じこめられてしまう。下から覗き込む心配顔の胡桃を見下ろした銀太は、ニカッと笑顔を見せた。

「心配すんな。柊夜の腕の見せ所ってとこだ。あ、あと声も出すなよ」

　わかった、と頷うなずいて胡桃は銀太の服をキュッと握にぎりしめた。

「……てか、胡桃……ほんと、ちっちぇえな」

　ぼそりと銀太が呟つぶやいたのを聞いて胡桃は肩に乗っている銀太の手の甲をムギュッとつまんで抗こう議ぎした。

「小さいの気にしてんねん」

「ちょ、マジ痛いてえ！　見た目を裏切る攻撃力っ！　力強えな、胡桃！」

　ちょっとばかり強くつねりすぎたかと、慌あわてて手を放した。

　するとペタリ、ペタリと響いていた足音が大きくなり、部屋の前で立ち止まる。

　一気に静かになり、胡桃は息を止めてテープの貼はられた入口を凝ぎよう視ししていた。

　自分は胆きもの座った方だと思っていた胡桃だったが、得体のしれない相手に思わず体が震える。それに気がついた銀太が肩を抱く腕に力を込める。

「どうぞ、入れるだろう？」

　柊夜の声が誘うと、テープの前の相手がビクリと動きを止めた。

「どうした？　そうやって人間に取り憑ついているんだから、結界も関係ないだろう？　さあおいでよ」

　窓際で緩ゆるく手招きした柊夜がフッと微笑むと、周りにいた雑魚のあやかしが魅み惑わくの笑みに堪こらえきれず「キュウゥゥ」と声を上げながらばったりと倒れた。

　倒れた小さなあやかしには目もくれず、柊夜は入口に立つ相手をもう一度手招きする。

　あああ、と感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらした相手がテープを越えて理科実験室に踏み込んできた。

　胡桃は声を上げそうになり慌てて口を塞ふさぐ。

　怖いからじゃない、入ってきた相手が思わぬ人物だったからだ。

　思わず叫びそうになった。「先生！」と。

「ああ……あなたに取り憑いていたんだ。これは意外」

　小さく笑う。その柊夜に惹かれるようにずいっと実験室を横切ってきたのは胡桃たちのクラス担任──有あり馬ま先生だった。

　大柄で太り気味の先生の体から、何かわからない靄もやのようなものが立ちのぼっている。その靄に柊夜は目を細めた。

「そんなにどす黒い瘴しよう気きを撒まき散ちらしているのに気がつかなかったなんて、俺も案外役立たずだなぁ」

　独り言を呟いてから、もう一度手招きした。

「さぁ、おいで。俺が欲しくて堪たまらないんだろう？　心おきなく抱いてあげるから、早くおいで」

（な……、なんやてぇぇぇっ！）

　妖よう艶えんに、それでいて傲ごう慢まんな笑みを浮かべながら甘い声で誘う柊夜の言葉を聞いて胡桃はのけ反ぞる。

（だ、抱いてあげるって!?　ちょ、そ、そんな……ありえへんし、あかんあかん！）

　先生と柊夜の、その……なんだ、お色気シーンなど見たくもなければ、耐たえきれないと胡桃は銀太にしがみついて強く目をつぶった。

（あ、でも柊夜の色っぽい姿はちょっと見てみたいかも）

　あの独特の色気のある姿が暗がりの中で艶あでやかな姿になるのは……。

（うん、ちょっとばかし好奇心が疼うずくなあ）

　そっと瞼まぶたを持ち上げて半分だけ銀太の腕から顔を出すと、窓際へ視線を投げた。

（うおっほぅ！）

　思わずゴリラの鼻息かと思うほど、荒い鼻息が天使のかんばせから洩れた。

　背中からぼんやりとした明かりを受ける柊夜が、着流しの襟えり元もとを大きくくつろげて胸元の肌をさらけ出し、顎あごを引き上げて誘ゆう惑わくするように流し目で担任を見つめて微笑んでいた。
















　長めの髪がはらりと額にかかる。

　仄ほのかな明かりの中、くつろげた胸元の白さがまるで匂におい立つようで、綺き麗れいな形を浮き上がらせている鎖さ骨こつの脇わきに密ひそやかにあるホクロが妙みようになまめかしい。

　ゆるりと誘いながら広げた手のひらにさえ官能の色が溢あふれている。

（こ、これぞ、倒とう錯さくの世界やぁぁぁ！　何、これ……耽たん美びか？　耽美の世界なんか？）

　確かに雑魚程度なら「キュウゥゥ」と気絶するのもわかる気がする。

　胡桃だって鼻血ものだ。銀太は大丈夫なのだろうかと見上げると彼は誘いを拒こばむように固く目を閉じていた。

「俺が欲しいんだろう？　俺の声には逆らえないはずだ。さあ、おいでよ」

　誘う声も艶つやを帯びる。

　思わず胡桃でさえゴクリと唾つばを飲み込むほど。

　お色気全開の柊夜、しかし残念ながら相手が悪い。

　フラフラと酔よっぱらったように近寄るのはちょっとメタボ気味の中年おっさん有馬。超絶美しくないキャスティングだ。

　これが美女なら満点。銀太ほどの美形ならばうん、ちょっとアリかな。まあ百歩譲ゆずって咲さき畑はたレベルのイケメンならギリギリ合格か、いや、やっぱナシか、などと考えているうちに担任の手が柊夜の肩をつかんだ。

　危うし柊夜！　と思った瞬間、柊夜が右手を伸ばして担任の頭をグイッと引き寄せ抱きしめた。

　ふんごぉ、と再び胡桃の荒い鼻息が吹き出した。それと同時に──

「ひぎゃあぁぁぁ───！」

　壮そう絶ぜつな悲鳴が上がる。

　柊夜の右手がググググッと担任の頭から何か黒いモノを引き出していた。

　有馬先生は苦く悶もんの表情をしているが、柊夜から離れられないのか体は硬直したまま「ぐおおおお！」と獣けもののような叫さけび声を上げている。

　そして柊夜が引き出しているモノが、ブワッと担任から離れた瞬間、はだけた胸の合わせ目から小さな壺つぼを取り出した柊夜が「入いりて静まれ」と柔やわらかく告げた。

　それは一瞬。

　しゅるしゅると黒い影が小こ壺つぼに吸い込まれ、黒い影は消え失せた。

　最後に「封！」と叫んで柊夜は小壺の蓋ふたを閉める。

　呆ぼう然ぜん──

　呆然とするしかなかった。

「重っ……」

　苦しそうな柊夜の声に我に返る。

　ぐったりと意識を失った担任にもたれかかられ、重そうにしている柊夜に気がついた胡桃は、銀太の腕の中から抜け出し駆かけ寄ると、担任をどけようと手を伸ばした。

「これ……死んでへんよな？」

　遠えん慮りよがちに問いかけた胡桃に、柊夜が「もちろん」と頷いたから安心して手をかけたが、意識を失った小太りの先生をどうこうできそうにもなかった。

　オロオロと困こまっていると、背中越しに銀太の手が伸びてきて、軽々と片手で先生を抱え、柊夜を助け出した。

「早く服を整えて眼鏡めがねをしろよ」

　顔を背そむけたままで銀太が言うと、「ああ、そうだね」と柊夜はそそくさと着物を整え袂たもとに落とし込んでいた眼鏡をかけた。

　それだけで雰ふん囲い気きが一気に変化する。

　あれほどダダ洩れだった熟うれきった色香がふわりと消える。

　もちろん、それでも艶やかさは失われてはいないが、さっきとは比べものにならない。

　眼鏡が封じている、との意味が十二分にわかった。

　バタバタと夜の校舎に数人の足音が響き渡り、「あちらからでした！」と叫ぶ声が聞こえてくる。きっと先程の有馬先生の雄お叫たけびに駆けつけてきた先生たちなのだろう。




「黒くろ錦にしき！」




　ふわりと羽は織おりの裏地に描かれた鯉こいが現れて空中で跳はねる。

「銀太、五條さんを頼むぞ」

　言うが早いか柊夜はひょいと鯉に飛び乗り、窓を開け放って飛び出した。

「んじゃ、おいらも」と銀太はまた軽々と胡桃を抱えると、続いて窓から大きく跳ちよう躍やくした。

　初夏の夜風が髪を搔かき上げて胡桃は一瞬息を止める。

「もう叫ばねえのか？」

　ひょいひょいと家々の屋根の上を飛び越えながら、銀太は己おのれの腕の中の胡桃に口角を上げて聞いてくる。その言い方は、明らかにバカにした口調で、からかいが含まれていた。

　だから胡桃は思わずムキになる。

「もう慣れた。さっきは急やったからびっくりしただけやで」

「へえぇ、本当かよ？　じゃあおいらがここで手を放したら？」

　わざと手の力を緩めた銀太を胡桃は睨にらみつけた。

「怖くない。全然、怖くないし」

「なんでだよ？　こっから落ちたら死ぬかも、だぜ？」

　高く跳ねながら銀太は首を傾かしげて胡桃の強い視線をチラリと見る。

　だって、と銀太を見上げながら胡桃は続けた。

「銀太はそんなことせえへん。もうわかってん。銀太、悪いやつちゃうって。意い地じ悪わるだけで死なすようなマネはせえへん」

　その言葉を銀太はどう捉えたのだろうか。沈ちん黙もくしてからいくらか低い声で言った。

「胡桃、おいらはあやかしだ。あやかしってのは人を殺すことをなんとも思わねえ連中だ。そのあやかしを簡単に信用すんじゃねえ。痛い目に遭あうぞ」

「でもな、銀太は大丈夫や」

「だからなんの根こん拠きよだよ。根拠のねえ信頼をすんじゃねえよ。おいらだってこのまんま胡桃を喰くっちまうかもしれねえだろうが？」

　いくらかイラッとした声を上げた銀太に、胡桃は毅き然ぜんとした眼まな差ざしを向けた。

「だって銀太な、あたしに振動がこんようにすっごい気い遣ってくれてる。さっきも守ってくれてる時に、力加減めっちゃしてくれてた。そうやって相手のことをちゃんと考えてる人はな、人やろうがあやかしやろうが、あたしは信用する」

　うっ、と銀太の息が詰つまった。それから戸と惑まどったように目を泳がせる。

「……おまえ、細くて小さいし、壊こわれそうだから怖こええんだよ。そっと抱いていないと潰つぶしそうでよ……。ちっ、参まいったなぁ」

　銀太は舌打ちしてむうっと口を閉じた。横顔が不ふ機き嫌げんになる。

　何か怒らせてしまったのかと胡桃が不安に肩をすくめるのと銀太の手にいくらか力が込められるのは同時だった。




　町まち屋や風ふうの家の前まで戻ってきて、銀太の腕から降りた胡桃は柊夜に問いかけた。

「結局、どうなったん？　有馬先生が犯人やったん？」

　うん、と頷いた柊夜が襟元を整える。鯉は羽織の裏に戻ったようだ。

「あれは有馬先生にあやかしが取り憑いて起こした事件だったんだ」

「じゃあ先生は無実なん？」

「いいや」と首を振った柊夜が僅わずかに表情を曇くもらせる。

「先生の抱いている欲望を一番醜みにくい形であやかしが表現した、それがあの事件だ。だから高たか城ぎさんを窓から突き落としたのは、有馬先生の欲望の一つ。それを先生が願ったからだ」

「なんで……先生がそんなことを……」

　信じられなくて、それに怖くて、胡桃は体が勝手に震ふるえてくるのを抑えられない。

　望の愛あを突き落としたいと、そんな恐ろしいことを心で思いながら今まで普通に接してきていたなんて。醜くどす黒い闇を胸の中に棲すみつかせながら、平気で笑って親切に振る舞える人の在ありようが胡桃をおびえさせる。

　先に中に入っていた銀太が戻ってきて低い扉とびらから顔を出した。

「おい柊夜、胡桃と一緒に店に戻れって。庵あん主しゆ様さまが呼んでいる」

「え？　五條さんも一緒に？」

　振り返る柊夜は、なぜ？　と言わんばかりの驚おどろきの声を上げたが、銀太はこともなげに「ああ、そうだ」と頷くと、急せかすために扉を軽く叩たたいた。

　どうして、と呟きながらも胡桃の横に足を進めると、まだ小さく震えている胡桃の肩に手を回した。

「庵主様が呼んでいるから、中に入ろう。まぁどちらにしろ、もう少し落ち着いてから家まで送るよ」

　肩に温ぬくもりが広がる。

　背はそれほど高くないのに柊夜の手は意外と大きかった。




　屋内の石いし畳だたみを通って奥の突き当たりまで進む。ガラスのはめ込まれた扉を開く柊夜の背中を見ていると胡桃は落ち着きを取り戻してきていた。

（先生が犯人なんやったら、ちゃんとせんとアカンやんか！　なんで他の人に罪つみをなすりつけようとしてたんや！　なんで普通に授業してたんや！）

　あやかしに操あやつられたから？　だったら仕方ないというのか？

　どんな判断をすればいいのか胡桃には皆かい目もく見当がつかないけれど、もっと柊夜から話を聞きたいと思っていた。

　店に入るとランプの穏おだやかな色に包まれてなぜかホッとする。

　古い道具とお香こうの混じり合った香りも気持ちを落ち着かせる。

　相変わらず『庵主様』と呼ばれるユズリハは、小こ上あがりの上でだらりと脇きよう息そくにもたれながら座って黒猫を撫なでていた。

「胡桃、よう戻ったのう」

　なんと答えていいのかわからない胡桃は、ペコリと頭だけ下げる。ユズリハはすぐに折れそうな手を差し出した。

「柊夜、出しや」

　白く細長い指先でくいと手招きをすると、柊夜は草ぞう履りを脱ぬいでユズリハの側に膝ひざをつき、袂から小壺を取り出して手渡した。

「ほう……」

　しげしげと壺を透すかすように見つめてからユズリハは唇を薄く横へ引くと妖艶に微笑んだ。

「これは沼の主ぬしぞ。よう捕とらえたのう。住んでいた沼が埋うめられてからほんの百年ほどなのに、こんなに邪じや気きを溜ためるなんて……よほど浮き世を恨うらんでいたのかのう」

　ふふふ、と笑って小壺を柊夜に返しながら背後にある棚たなを指さす。

「奥の棚の棗なつめが良いのう。そこへ封印しやれ」

「あの金きん蒔まき絵えの棗ですね」

「瀬せ戸との茶入れでも良いが、沼の主なれば雁かりの蒔絵が似合いであろうよ」

　そう告げたユズリハから視線を胡桃に走らせた柊夜は、戸惑いと不服の色の交じった声こわ音ねでユズリハに問うた。

「ですが庵主様、彼女がまだ……」

「かまわぬ、気にするでない」

「しかし、この店に無関係の──」

　強く異を唱えようとした柊夜をユズリハはすかさず止めた。

「かまわぬ、とわらわが申しておる。さあ早はよう封印しやれ」

「……わかりました」

　渋しぶ々しぶと立ち上がってユズリハの指し示した棚から容いれ物ものらしきものを取り出してきた柊夜は、小壺をその隣に並べる。

　黒に金で渡り鳥の絵が描かれた小さな容れ物。

　二つを並べて柊夜はおもむろに両方の蓋を開けた。

　胡桃は棗と呼ばれた品物がなんの用途に使うのかは知らなかったが、手のひらサイズの黒くろ漆うるしで仕上げられた容れ物はとても美しくて品があることはわかった。




「ゆんでにあるは入るべき器。我が息吹が誘いざなえり。疾とく遷うつり魂たませよ誘うままに」




　朗ろう々ろうと唱える柊夜の口元を見つめていた。

　何か黒っぽい煙けむりが小壺からゆらりと立ちのぼったと思った瞬間に、ひゅん、と新たに出してきた棗へとその煙は一気に吸い込まれた。




「言ことの葉はを以もつて封となす。我が戒いましめは求める時が至いたるまで。封印！」




　凜りんと言い放つや棗の蓋を素早く閉じた柊夜は、深く息を吐はき出してからユズリハへと顔を向けた。

「ご苦労じゃ。その棗は右の棚の奥に並べて置きや。これほどに強い邪気、欲しがる者は多かろう。すぐに売れようなぁ」

「はい」

　畏かしこまって頭をさげた柊夜が、その小さな容れ物を指示された通り、たくさんの物で溢れかえる棚に置く。

　まさか、と胡桃は驚く。

「これ……売り物になるん？」

　隣に立っている銀太に問いかけると、ん？　と銀太は不思議そうに言った。

「売り物に決まってんだろ？　ここは骨こつ董とう屋やだぜ？　売り物じゃねえものは並べねえっての。今日の仕入れたあれは結構な値がつくぞ。中身も棗も上物だからな」

「でも……あれ、先生に取り憑いてた何かが入ってるんやろ？　そんなん売ったら大変なことになるんちゃうん!?」

　思わず声が大きくなってしまった胡桃は慌てて口を閉じる。

　くつくつとユズリハが喉の奥で笑い、柊夜は溜ため息いきをこぼした。

（なに？　なんやの？　何かおかしいこと言うたんか？）

　戸惑う胡桃を見み遣やってから、ユズリハはついと細い指を柊夜が棚に置こうとしている棗へと向けた。

「胡桃、これは茶道具の一つでな、棗という漆しつ器きじゃ。この中に抹まつ茶ちやを入れて客人の前に運び出す道具じゃ。見や、この漆うるしのつややかな塗りと蒔絵の金との取り合わせの妙みようを。美しいとは思わぬか？」

　言われて棚に並べられた棗を見る。

　価値は全くわからないが、確かに黒の漆器の中に月と渡り鳥とすすきが金で描かれたその棗は、凜とした佇たたずまいを持ちとても繊細で美しかった。

「……綺麗、です」

「そうであろう？」

　満足そうに一つ頷いてから、ユズリハは緩やかに姿勢を変える。側にある香こう炉ろから独特の甘い香りが漂ただよい、その濃さを増す。

「美しき物の中で眠れば、荒ぶる気持ちも穏やかにもなろう。そうした相応ふさわしき器を用意してやるのがわれらの務つとめでもあるのじゃ」

　つまり害を為なすあやかしを、器に入れて鎮しずめるということだろうか？

　理解のできていない胡桃は何も返事ができなかったが、ユズリハは胡桃の戸惑う態度に頓とん着ちやくせずに、奥に向けて手元の金色の鈴をチリンチリンチリンと三回鳴らした。

　パタパタと軽快な音をさせて、奥から着物姿のおかっぱ頭の小さな女の子が顔を出してユズリハの前に立つ。

「あんしゅさま、ごようですか？」

　あどけない声。歳の頃なら五、六歳だろうか。赤い着物は、子供用の着物の証あかしである肩上げがされていてとても可か愛わいらしい。

「茶を客人にふるまえ」

「あい、わかりました」

　愛らしい返事をしてまたパタパタと奥へと駆けて行く。その様子を見ていた胡桃をチラリと見やってからユズリハが柊夜に声をかけた。

「柊夜、座らせておあげよ。話をするのに立ったままだなどと、おまえは気が回らぬのう」

「しかし関係のない人間がこれ以上深入りするのはよくありません」

　硬い声の柊夜にユズリハは口角を引き上げた。

「柊夜の目は節ふし穴あなじゃのう。あの娘が顚てん末まつも聞かずに帰るような娘に見えるのかえ？」

　手にしているふわふわのついた猫じゃらしでツイと銀太の隣の胡桃を指し示すと、つられるように顔を向けた柊夜がクッと眉を寄せた。

　自分で見ることはできないので胡桃にはわからなかったが、その顔には『説明、断固要求！』とでも書かれていたことだろう。

　大体、あやかしの封印だの、先生に取り憑いているだのと不思議なことを散々見せつけられて、このまま「はい、さようなら」と帰るほど聞き分けのいい胡桃ではない。

　眉を寄せた柊夜が目を閉じてから、何かを諦あきらめたように首を横に振り、大きく立派な木の衝つい立たてを指さした。

「五條さん、こちらへどうぞ」

　促うながされて木の衝立の後ろを見ると、そこにはまだ新しいソファーとローテーブルが置かれており、ちょっとした応接の場になっていた。

　胡桃には全くわからないが衝立は立派なものだろう。

　年輪が綺麗な模様となった重厚な一枚板の木材は年月を経へて飴あめ色いろに輝かがやいているから、きっと毎日磨みがいて手入れでもしているのだろう。それなのに応接に使うであろうソファーとローテーブルはやたらと現代的だ。

　薄茶色の皮張りソファーはどう見ても合ごう皮ひ、いや、ビニール製にしか見えず、まるで病院の待合室のようだし、ローテーブルは天板がガラスのスチール製で、どこぞの事務所の安っぽい雰囲気が漂っており、そこだけやけに異質に見せていた。

　古びた不可思議な雰囲気を持つ店にはあまりにも不ふ釣つり合いで、思わず見たままに突っ込んでしまう。

「なんか、めっちゃ不似合いやね、この家具だけ。正直センス悪いんちゃう？　浮いてるし安っぽいもん。量販店か通販の、それも売れ残って誰も買わへんもんのレベルやわ。悪いこと言わへんし買い換えた方がええと思うよ」

　途と端たんに銀太が後ろで笑い、まだソファーに座っていない胡桃の背中を叩いた。

「そうだろう、そうだろう。これ、合ってねえよな。ズバッと言ったのは胡桃が初めてだぜ。いいなあ、その遠慮知らずの性格」

「遠慮知らずて……。遠慮くらい知ってるわ、失礼な。忠ちゆう告こくやん、忠告。だってあんまりにも安くさいしセンス悪いと思うわ、これ。今まで誰も突っ込まへんかったん？」

「そうなんだよな、この柊夜が選んだダメセット。みんな気になってんだけど、誰も気を遣って言わなかったのに、胡桃、ほんと最高だな」

　それを聞いて「げっ」と慌てた。

（そ、そうか……これ、柊夜が選んだんか。しまった、失言やったか……）

　ちらりとこちらを見ている柊夜を見れば、にっこりと極上の笑顔を向けている。

（ひょえぇぇぇ！　目が笑ってない！）

　あれは怒ってる人の笑顔や、と呟いて肩をすぼめながらソファーに座り、大きい声で独り言を言った。

「えっと……うわあ、よう見たら感じええし、座り心地もええソファーやなぁ……これ最高やわぁ……なんて」

　最後は声が小さくなってしまった。

　ちらっと柊夜を上目遣いで見てみると、さらににっこりが深まっている。その上、全身から重力を無視したような威い圧あつ感かんを放っている。

（ひ、ひえぇぇぇ！　逆効果!?）

　心なしか冷気が吹き付けてくるようだ。

　氷ひよう河が期きも真まっ青さおの氷ひよう点てん下かの冷気に胡桃の顔から血の気が引いていく。

（この人めっちゃ怖いねんけどぉぉぉ！　毒にも薬にもならない昼間の柊夜はどこやぁ！）

　キュッと肩をすぼめながら小さくなって畏かしこまる。

　銀太がこっそりと笑っていることに気がつかない胡桃は、いたたまれない空気に息が詰まりそうになる。

　そこへ奥からお茶を運んできた女の子はまさしく天の恵み。地に落ちた胡桃の立ち位置を回復すべく、にっこりと微笑んで礼を言おうとしたのだが……

「ありがとう、座ざ敷しきわらし」

　先に告げた柊夜の言葉に、胡桃は礼の言葉より驚きの声を上げた。

「ざしき、わらしぃ!?」

　胡桃の声にビクリとした女の子は、それでも盆ぼんを落とさないように小さな手をギュッときつく握りしめ、それから盆ごとローテーブルに載せると、ペコリと可愛らしく頭を下げた。

「どうぞ……です」

　くるんと素早く背を向け奥へと走りながら戻って行く少女のゆらゆらと揺れる黄色の帯を呆然と見送る。

（ざ、座敷わらしって！）

　さすがにそれくらいは名前を知っている。けれど名前だけで、何をするあやかしなのかまでは知らない。いや、だいたい……と考える。

（実在すんのや、座敷わらしって……）

　驚きのあまりあんぐりと口が開いていたようだ。

「五條さん、口が開きすぎ。あの子は座敷わらしでリンって言うんだ」

　言いながら柊夜が向かいに座る。その隣に銀太もドサッと乱らん雑ざつに腰を下ろした。

「気分はさっきより落ち着いたみたいだね。まあ別の意味で落ち着かないみたいだけど」

　柊夜は座敷わらしの置いていったお茶を「どうぞ」と手渡してくれた。

　丸みのある蓋付きの湯飲みは温かくて指先がジンジンとしてきてしまう。別に外も寒くなかったし、店の中も快適な温度なのに、指先がこんなに冷えていたとは自分でも驚いた。

「どうぞ飲んでやってよ」

　促されて蓋を開けた途と端たんに良い香りに包まれて胡桃はうっとりとする。

「なに……これ？　お茶の香り？」

「そう、花はな茶ちやだよ」

「花茶？　初めて聞く」

「そうだね、この邸やしきの裏でだけ採れる特別な花で作っているんだ。……特別なお客様にしか出さないお茶だよ」

　そう説明されて胡桃は自分が特別なお客様として扱あつかわれたことがくすぐったくて、胸の奥がむずむずと落ち着かない気分になってしまう。

　相変わらず色っぽい柊夜がこちらを見つめながらお茶を飲むのを待っている。

　やけに綺麗な瞳に見つめられて顔が熱くなる。

（なんでや？　なんでお茶を飲むのをそんな期待に満ちた目で見るんや？）

　気になりながら、一口お茶を飲む。そして驚いた。

　──美お味いしい！

　お世辞抜きでめちゃくちゃ美味しいお茶だった。

　甘い花の香りなのにすっきりとした爽さわやかな味。まるで心まで染み込むようで……

　驚いた胡桃はガバッと顔を上げて飛びつくように言った。

「何これ！　めっちゃ美味しい！　人生で最高のお茶やわ。信じられへんほど美味しい！」

　手放しで褒ほめる胡桃に、柊夜は背後へ顔を向けると優しい目をして笑った。

「だって、よかったねリン」

「あい！」

　気づいていなかったが、奥へと繫つながる入口に半分だけ顔を出してさっきの座敷わらしがこっそり覗いていたのだ。その座敷わらしのリンちゃん、嬉しそうに返事をすると奥へとパタパタパタと弾はずむように駆けて行った。

「それ、リンが作ったお茶なんだ。昨年までは俺が作っていたんだけど、リンが教えて欲しいって言うから、初めて作ったんだよ。特別なお客様用だから、人に出したのは初めてなんだ」

　そう言う柊夜の目はとても柔らかい。

　リンは胡桃の反応が気になってずっと覗いていたんやね、と納得して、それからもう一口お茶を飲んだ。

（てか、そんな風にも笑えるんや……）

　なぜだろう。リンに向けた優しげで柔らかな柊夜の笑みを見て、ちょっと悔くやしいような寂さびしいような気持ちにさせられる。しかしそんな胡桃の気持ちなど気がつきもしない柊夜が声をかけた。

「それで……話の続き、した方がいいよね」

　自分も湯飲みの蓋を開けながら柊夜はすいと視線を足元に落とす。

（話の続き……）

　先程の事件のあらまし──なぜ有馬先生があんなことをしでかしたのかを。

「多分、先生は高城さんに対して何か特別な感情があったんじゃないかと思う」

「特別な感情？」

「別の言い方をすれば、執しゆう着ちやくってことだね。あやかしは取り憑いた人の奥底にある負の感情を増ぞう幅ふくするんだ。執着する相手がいれば、その相手をつけ回したり時には傷つけたり。相手がいなければ無差別の破は壊かい衝しよう動どう、つまり通り魔や放火、そんな行動に走らせる」

　お茶を口に運んで言葉を切った柊夜が一つまばたきをする。それがやけに綺麗でまるでスローモーションのように見えた。

「衝動的にさせるのはあやかしだけど、そうしたいって意識下で望んでいるのは、本人の意志なんだ。だから先生は高城さんを呼び出して突き落とした」

「……先生は……それ覚えてるん？　事件を起こしたこと、自覚してるん？」

　喉に声が引っかかって上う手まく話せない。きっと口元も強こわばってしまっているだろう。それでも聞きたい。

　事件のあらましを覚えているというのなら、ちゃんと罪を犯おかした責任を取るべきだ。それが重傷を負った望愛へのけじめだ。いや、覚えていないとしても、それを望んだのは先生。罪を償つぐなう責任があるはずだ。

「自覚はあるはずだよ。なぜそんなことをしたかわからないって、みんな言うんだけど、事件はその人がそうしたいって望んだ結果で、やったことは全部覚えている」

　ということは、さっき柊夜に抱きしめられたことも覚えているってことなのか？

（ぬふぉぉぉぉ──っ！）

　深刻な場面にもかかわらず、思わず鼻息が荒くなり、美少女の鼻の穴が膨ふくらむ。

　自分を落ち着かせるために、胡桃はギュッと手のひらを握り合わせる。

「先生は高城さんを怪け我がさせたその後も──」

「知らんふりして授業をしてたんや……」

「そうだね。……そうして俺に罪を被せようとしていた。警察の事情聴ちよう取しゆに立ち会いながら、俺を庇かばうふりをして何度も『素す直なおに早く言った方がいい』なんて促されたよ」

「……っ！」

　言葉を失う。

（先生……あんた……卑ひ怯きようや！　卑怯過ぎる！）

　呆然とする胡桃に柊夜は首を振る。

「俺ができるのはここまで。これ以上は関わるのは許ゆるされない。あとは罪を自覚して自首するか、もしくは隠し通そうとするかは本人次第。証しよう拠こもない以上、何もできない」

「そんな……」

　しかし柊夜の言う通りだ。証拠もないのに犯人だと言っても無む駄だだ。

　それなら得意の手紙攻撃で脅おどしをかけるというのはどうだろうか、と考えている胡桃に柊夜が少し低い声で窘たしなめた。

「だめだよ、五條さん。何か考えているみたいだけど──」

　顔を上げた胡桃に柊夜は怖いほど眼差しを強めた。

「あやかしは取り除いたけれど、まだ心の安定は戻っていないはずなんだ。人を傷つけたい衝動は残っている。もしもの時は次の犠ぎ牲せいが君になる恐れだってある。迂う闊かつに動くのは危険だ」

「だからってなんもせんなんて許せへん！」

「……少し……もう少しだけ待って。どうしても自首をしなければ……俺が働きかけるから……だから五條さんは動かないでくれないかな？」

　すごく言葉を選んで話しているのがわかった。

　銀太が驚きの目で柊夜を見ているし、当の柊夜は苦しそうに唇を嚙かみ締めている。

　それだけで胡桃はなんとなく理解した。

　──本来は、その後に関わるのはタブーなのかもしれない、と。

　さっきも言っていた。

『これ以上関わるのは許されない』

　それは関わりたくないとか、やりたくないとか、そんな能動的なことではなくて、『関わってはいけない』という決まりのようなものなのかもしれない。

　それでも動こうと言ってくれた柊夜の言葉に胡桃は一度目を閉じた。

「あたしは……」

　胡桃はキッと顔を上げる。

「あたしは柊夜の置かれている状況はなんにも知らん。ようわからんから無理なことは無理って言うて？　望愛ちゃんのこと傷つけた先生が許せへんのはあたしの気持ちや。それを柊夜がかぶることはない。誰かに代わってやってもらうほど、あたしの気持ちは安くない。無理をしてもらっても嬉しくない」

　迷いのない胡桃の声に、柊夜は小さく息を吞のみ込み絶ぜつ句くしてしまった。

　シン、と部屋が静まる。

　そのうち、クククク、と小上がりに座るユズリハが喉の奥で笑いをこぼした。

「よいのう。胡桃は小気味よいのう」

　手元の長なが火ひ鉢ばちの中に挿さしてある細長い火ひ箸ばしを引き抜くと、柊夜へと差し向けて笑った。

「柊夜よ、そろそろ胡桃にお引き取り願え」

　クイッと火箸の先を外に向ける。

　しどけない姿で厳げん然ぜんと告げるユズリハの言葉には、従わせて当然の響きがあった。

　いきなりの帰れ命令に驚く胡桃に対して、柊夜は「わかりました」と淡たん々たんと頭を下げる。

「もう遅いからこれで」

「おう、おいらが送ってってやる。ひとっ跳びだ」

　嬉しそうにニカッと笑う銀太が胡桃の肩に手をかけた。

「そうじゃ、柊夜。待ちや」

　思い出したようにユズリハが柊夜を呼び止め、長火鉢に付いている引き出しの中から小さな何かを差し出すと、楽しそうに目を細めて笑った。

「これを渡すか渡さぬかは、己で決めよ」

「庵主様……」

　柊夜の広げた手のひらにぽとんと差し出した小さな何かを落とすと、ユズリハはもう何も興味がないとばかりに顔を背け、細い指先で変わらず眠る猫の背を撫で始める。

「行きや」

　そっぽ向いたまま放たれた言葉に、胡桃は追い出されるような気持ちになり、項うな垂だれながら銀太に促されてガラス戸に手をかけた。

　店から足を踏み出す時、一度だけ振り返ったが、柊夜は品物の中で立ちすくみ、ただ自分の足元をじっと見つめているだけだった。

　石畳を歩く。足元のほんのりとした灯りが今度は外へと誘う。

　突然、突き放されたような気持ちで胸が塞がれシクシクと痛む。

　小さな木の潜くぐり戸が見えてきた。

　これをくぐって出てしまえば、今夜の不可思議な体験が全て泡あわのように消え失せてしまうのではないかと、そんな考えがよぎる。

　ここで起きたこと、今夜見たこと、全てが幻まぼろしで、気がつけば布ふ団とんの中で目が覚めたところじゃないかと胡桃は恐れる。

（そんなん……いやや。柊夜の今夜の姿も……不思議な店も、銀太のことも……幻やったとか、そんなん……絶対いやや）

　考えていても容よう赦しやなく出口は近づいてくる。ほわりと灯りを放つ提ちよう灯ちんを手にした朧おぼろが狐きつね面めんの奥からこちらを見ていた。

　なぜだか泣きたい気持ちになった。胸がざわめいて仕方がない。

　出たくない、忘れたくない、もっと、もっと一緒にいたいと。

　銀太の手が潜り戸を開ける。暗い外の世界が、小さく切り取られた扉の向こうで待ちかまえているようだった。

「ほら、行くぞ」

　先に出た銀太が躊ちゆう躇ちよする胡桃へと手を差し出して、胡桃の細い手首をつかんだ。

　あ、と思った時にはもう外へと引っ張り出されていた。

（これで、もう終わり……？）

　ふいに体の中に冷たい風が吹き抜けた感じがして胡桃は小さく震える。その震えた腕を、いきなり背後からつかまれた。

　驚いて振り返ると、柊夜が胡桃の腕をつかんで立っていた。

　右手を銀太、左手を柊夜につかまれて、まるで幼よう稚ち園えんのお散歩にでもいくような並びだ。

　柊夜は胡桃ではなく、銀太へと視線を向けている。

「銀太、俺が送って行く」

　その言葉に銀太は目を大きく開き、それからゆっくりと細めた。

「……庵主様の命令か？」

「いや……まあ、でもそれに近いな」

　返事を聞いてしばし沈黙を落としていた銀太は、んじゃあ、と言ってから踵きびすを返した。

「おいらは店の方へ戻ってる。今から書きものでもすらぁな」

　銀太の大きな手が離れて胡桃は急に寂しくなってしまい、潜り戸に入ろうと腰を屈かがめている銀太を呼び止めた。

「銀太！　また会える？」

　胡桃の声に振り返った銀太は、何度かまばたきをくり返して、それからニヤリと笑った。

「じゃあな、胡桃」

　もう一度笑ってひらりと手を振ると潜り戸の中へするりと入って行ってしまった。

　返事は、多分『否いな』なのかもしれない。

「じゃあ、行こうか」

　柊夜の促す声に胡桃はギュッとスカートを握りしめた。
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　銀太が店に戻ると座敷わらしのリンがせっせと茶器を片づけているところだった。

「なあ庵主様、いいのかよ」

　店の奥の小上がりにドカッと腰かけながら銀太はユズリハに問いかける。

「封印の時、わざと胡桃に見せただろ、あれ。それにさっき柊夜に渡したやつ、胡桃にやるつもりなのかよ」

　続けた声は少し不安を含んでいる。

　相変わらず脇息にもたれて猫を撫でているユズリハは、顔を上げると銀太に向けてゆっくり口元に笑みをはいた。

「渡すか渡さぬかは柊夜が己で決めることじゃ。案ずるな銀太よ。柊夜が自みずから選ぼうとしている道がいかなものでもわれらは見守るだけでよい」

「それでもよぅ、誰かと関わって柊夜が傷つくなんてのは勘かん弁べんだぜ？　胡桃は悪いヤツじゃねえけど……いや、おいらはむしろいいヤツだと思ってるし、悪くないってか、か、可愛いし、おいらとまた会いたいらしいし？　いや、べ、別に変な意味はねえぞ？」

　勝手にベラベラと話す銀太は、一度小さく舌打ちしてから声を落とした。

「それでもおいらは柊夜の気持ちがよう……」

「銀太、人間とは縁えにしを結びながら生きゆくものぞ。海より深く石より硬い縁となるか、羽根より軽く薄はく氷ひようよりも脆もろくなるかは、それを結ぶ者同士にしかわからぬのじゃ」

　人はのう、とどこか遠くを見遣るように虚こ空くうを見つめながらユズリハは続ける。

「一人で生きることは難しい生き物ぞ。そろそろ柊夜もそれを知るべきじゃ」

　艶やかに「ふふふ」と笑みをこぼしながら瞼を閉ざすと、この話はここでおしまいとの合図。

　しばらく己の指先を見つめていた銀太だったが、黙ったまま立ち上がると暖簾のれんをくぐって店の奥へと入って行った。





[image: ]






　生なま温ぬるい昼の温もりは冷えた風にかき消されて少しひんやりとしている夜。胡桃はさっきまでの不思議な店のランプを思う。

　柔らかで暖かいオレンジの光、あの中でもっとじんわりと暖まっていたかった。

　前を歩く柊夜の背中を見つめながらこっそりと溜息を洩らす。

（着物姿の男の人って、なんや色っぽいなぁ）

　着流しに羽織を着こなし、黒い足た袋びに草履。その姿はなまめかしく夜道に映はえる。

　少し俯うつむく柊夜の、僅かに覗くうなじはやけに色気があり、胡桃は目が離せないでいた。

（こんな綺麗な人……見たことない……）

　少し速い鼓こ動どうを押し隠しつつ、そんなことを考えながら後ろをついて歩いていた胡桃は、ふいに柊夜が立ち止まって振り返ったから大おお仰ぎようなほどビクリと肩を揺らした。

　びっくりしたように目を丸くして立ち止まった胡桃に柊夜は苦笑する。

「怖い……だろ？　俺。いや、気持ち悪いか」

　投げ捨てるような言い方に胡桃は首を傾げて眉を寄せた。

「何が怖いって？」

「あやかしとか、そんなの扱うなんて気味悪いだろう？　しかもあんなやりようでやつらを誘い込むなんて、まるで娼しよう婦ふと同じだ。……とにかく今夜のことは忘れて欲しい。そして俺とはもう関わらない方がいい」

　まるで胡桃を拒絶するような言葉に身動きを止める。はっきりと線引きをしようとする言葉に思ったよりもショックを受けた。

　ただ──。そんな残ざん酷こくな言葉を言ったくせに、柊夜の方が傷ついた表情をしている。視線を斜め下に投げたままこちらを見ようともしない。

　だから胡桃は思う。

　関わらないで欲しいと、柊夜が拒絶をしているのは胡桃に対してではない気がする。

　防御壁を作るようなこんな拒絶の気持ちは、胡桃にもわかる気がした。

　グッと顔を上げると、項垂れる柊夜を射い抜ぬくように真まっ直すぐに見つめた。眼差しに何一つ迷いがないことを知らしめるために。

「怖くない、あたしは全然怖くない。どんな方法やったとしても、柊夜が人に害なすあやかしを封じたところを見て、知った。それをあたしは怖がったり軽けい蔑べつしたりなんかせえへん。それに忘れることなんかできへん！」

　言い切った胡桃に柊夜は顔を上げたが、何も言えないまま黙っている。

　眼鏡の奥の眼差しが不安に揺れているのは胡桃の気のせいではないだろう。

　多分、こうして普通でないことを知られ、気味悪がられたり、人に言いふらされて異い端たん視しされたりすることを恐れているんじゃないかと胡桃は想像する。

　胡桃自身、異端視された経験があるから、あの弾き出される独特の痛みを知っている。だからこそ柊夜の恐れがわかる。

「あたしはちゃんと覚えとくよ。柊夜がやってくれたことも銀太のことも、全部、ずっと忘れへん。忘れたくない。それに今も……」

　言葉を切ると一つ大きく息を吸い込んでから叫んだ。

「こんな状況になっとって、忘れられるわけあらへんわぁ！」

　叫んで両手を広げて自分の周囲を指し示した。

　そこには小さいのからそこそこ大きいのまで、百ひやつ鬼き夜や行こうとはこのことかと言わんばかりにぞろぞろと得体の知れぬモノが群むらがっていた。

「さっきから黙っとったけど、何よ、これ！　アイドルか？　あんたはあやかしたちのアイドルなんか！　間違って踏みそうになるやんか」

　迷惑感満まん載さいで文もん句くを言う胡桃に柊夜はプッと吹き出した。

「笑いごとちゃうで！　こんなにおんねんや、あやかしって」

「ごめん、そうなんだよな。俺が夜に出歩くと必ずこうなってしまうんだよ。まあ気にしなくていいから」

「なるなる！　めっちゃ気になるわ！　こんな囲まれて気にならへん方が、どないかしてるわ！」

「そりゃそうか。ごめん、じゃあ早く家まで送るよ」

　ふわりと笑みを浮かべた柊夜の目元がいくらか和やわらいでいるように感じた。

　歩き始めた柊夜に、金魚のフンよろしくゾロゾロと何やらわからぬモノたちが付き従う。

　猫だか狐だか犬だか判然としないもの、果てはサンショウウオだか魚だか道路には場違いな姿のモノまで。どうやら害はないようだが、いかんせん歩きにくくて仕方がない。

「これ、やっぱりついてくるんや……。もう、しゃあないなあ。てか、今までこんなにいてたのに、なんで気がつかへんかったんやろう。今やもう歩くのさえ困難やねんけど」

「ああ、それは俺や銀太と接しているからだよ。俺たちの側にいる時はあやかしがはっきりと見えるんだ。だから……もう俺たちと関わらなければいい。そうすれば見えなくなるから」

「見えるの、別にイヤやな──っ!?」

　歩き始めた胡桃は、角を曲がった途端、そいつを見つけて言葉を途切れさせた。

　そこには人が乗れそうなほど大きな大きなカエルが、これ以上ないほどの存在感を主張しながらヌラリとした輝きを放って鎮ちん座ざしていた。
















「しゅ、柊夜……あれ……」

「ああ、大きい蝦がま蟇がえるが出てきたね。道が通れないからどいてもらうように言ってくるよ」

　スタスタと蝦蟇へと歩み寄る柊夜の背中を見送った胡桃は、勢い良くグルンと背を向けると全速力で駆け出した。

「あかん────！　いややぁぁぁぁぁぁ！」

「あっ五條さん！」

　柊夜が振り返って手を伸ばしたが、その手が届かないまま、胡桃はその場に倒れ込んだ。

　ズザザザっと結構な音をさせながら転んだ胡桃は、ダメージが大きくてしばし倒れ臥ふしたまま硬直してしまう。そこに歩み寄った柊夜が溜息をこぼした。

「危ないって言い損そこねた、ごめん」

　呆然としながら顔を上げた胡桃に、柊夜は申し訳ないと眉を下げる。

「俺から離れるとあやかしに狙ねらわれるから、気をつけて」

　ブルブルと胡桃は震える。

　そう、駆け出した途端に無数の小さなあやかしたちが、足をつかんできたから見事にこけてしまったのだ。

「そんなん……」

　口の中で呟いてから、転がったままでキッと柊夜を睨み上げた。

「そんなん、最初に言うといてぇやぁ！」

「まさか五條さんが逆走するなんて予想外だったから……」

　柊夜の声がどこか重たいことに、小さな不安が走る。

　胸の奥にチクリとささった不安を追い払うようにわざと勢い良く言った。

「落ち着いてる場合ちゃうで！　まだ足に絡からみついてるあやかしたちをなんとかして！」

　そうだね、と言うなり柊夜は眼鏡を外して周囲に艶えん然ぜんと笑顔を振り撒まく。

　その途端に「キュウゥゥゥ」と奇妙な声を上げながらバタバタと小さいあやかしが倒れ、さらにその眼差しを大きなカエル、蝦蟇に向けると、ぐらりと傾いてそのまま横倒しになった。

「効果絶大や……」

　改めて柊夜のお色気攻撃に啞あ然ぜんとして、それから立ち上がると、パタパタと服についた汚れをはたきながら胡桃は感心する。

「すごいなぁ、その力！　あたしでも倒れそうやわ。ほんで助けてくれてありがとう……って、あれ？　元々はあんたのせいか？　ん？」

　首を傾げた胡桃の手首を、いきなり柊夜はつかみあげるとサッと表情を曇らせた。

　突然のことに胡桃は驚いて動きを止める。

　つかまれたのは手首だけなのに、呪じゆ縛ばくされたように身動きができなくなる。何かを考え込むようにじっと手のひらを見つめられて、トクン、と胸が大きく弾んだ。

　柊夜の手はいくらかひやりとしているのに、握られた手首から体温が上昇するのがわかる。頰ほおまで熱くなっている。

　小さな風に柊夜の髪がサラリと揺れた。

　それだけでドキリとするほど夜の柊夜は魅力的で色気があり、外灯の灯りと住宅街の門灯の淡あわい光の中、着物姿の彼だけが輝いている。

（柊夜の色気はあやかし限定のはずやのに、なんでこんなにドキドキしてしまうんや？　おかしい！）

　やがて切れ長の綺麗な瞳を細めた柊夜が、悔くやんだように告げた。

「怪我を……させてしまったね……」

　握られている手を見れば、少しだけ擦すりむいて血が滲にじんでいる。

　ほんの僅かな怪我なのに、柊夜はまるで重大な過失を犯してしまったかのような後悔の色を見せた。

　胡桃の手を放した柊夜は懐ふところに手を差し込むと、大きめのビー玉ほどの鈴を取り出し、胡桃へと差し出した。




[image: ]




「……これを渡しておく」

　なんだろう、と思いながら両手で鈴を受け取った胡桃に柊夜が説明をしてくれた。

「あやかしや霊れい障しようから守ってくれる鈴だよ」

「霊障？」

「あやかしが放つ悪い気、とでもいうのかな。あやかしは──」

　そこで一度言葉を途切らせた柊夜の声が硬くなる。

「俺も含めて、あやかしは人間にとっては良くない負ふの気を放つ。近くに居続けると影響を受けて体調を崩したり、負の感情に囚とらわれたりと色々な障害が起きるんだ。今のように狙われて怪我をさせられることもある。それをまとめて霊障って呼んでいるんだ」

「俺もって……柊夜は人間なんやろ？」

「……もちろん。ただ側にいる人間に負の影響を与えるのは確かなんだ。怪我をさせたのも、そのせいかもしれない……」

　自分を責めるような柊夜の言葉に、勝手に走り出して転んだのは自己責任だと胡桃は言いたかったが、すぐに柊夜が話を続けたのでタイミングを逃のがしてしまった。

「今夜あやかしに直接触れてしまったから、もしかしたら数日は何か障さわりがあるかもしれない。念のためにその鈴を渡しておくよ」

　胡桃は手の中の鈴に視線を落とした。

　小振りの丸い銀色の鈴に紫むらさきの組くみ紐ひもが結わえられ、キーホルダーとして使えるようになっている。

　鈴自体は年代を経ているものに見えるが、銀色に曇りは一切なく組紐は新品に見えた。

　丸みがどこか優しくて可愛らしい。揺ゆすってみると、中に入っている何かが、ころんころんと転がったが、音は出なかった。

「音がせえへんけど可愛いね」

「それは奈な良らの吉よし野のにある、とある神社の破は魔ま鈴すずなんだよ。大おお峰みねという修しゆ験げんの山が近くにあって、その力も取り込んでいるとても霊れい験げんの強い物だから、肌身離さず持っているといいよ」

「ええの？　あたしが預かっても。これもあの店の商品ちゃうの？」

「庵主様が五條さんにって渡してくれたんだ。今夜の影響は二、三日で消えるはずだから、いらなくなったら返してくれたらいいよ」

「でも、これを持ってたら柊夜や銀太の側にいても大丈夫なんやんね？　ずっと持ってたら柊夜たちとまた一緒にいられるんやんね？」

「確かにそれがあれば俺や銀太の側にいても大丈夫だけど……俺たちに関わるとこうして危険に巻き込まれる可能性があるんだ。だから一緒にいようなんて思わない方がいい」

　そこで口を閉じると、柊夜は視線をゆるりと足元に落とした。

　告げる声は突き放しているようでもあり、諦めているようでもあり、戸惑っているようでもあり、なぜだかそれが月つき瀬せ柊夜という人の根こん幹かんから出ている声だと感じた。

　柊夜の声が胡桃の感情を揺さぶる。

　こうして話をしたのは確かに今日が初めてだけれど、彼の奥底にあるものが知りたい。

　その思いは、きっとクラスで柊夜の存在を意識した時から芽め生ばえていた気がする。

　この鈴がいつか柊夜のことを知る道しるべとなるかもしれない。

　キュッと手の中の鈴を握りしめると胡桃は笑顔を浮かべた。

「じゃあずっと持っててもいい？　銀太にもまた会いたいし、柊夜とももっと話したい。肌身離さず付けるようにする」

　胡桃の返事に目を開いた柊夜は、半はん拍ぱく置いてから目を逸そらした。

　拒絶されたのかと不安になる。目を逸らしたのは困ったからなのだろうか？

　柊夜の態度の意味がわからずに、胡桃は慌てて言い募つのった。

「と、とにかく、これを持ってたら、もうあんな恐ろしいイヤなヤツには遭わへんってことやんね？」

　表情を隠すように、柊夜は前髪を搔き上げた。

「俺にさえ近づかなければ、もうあやかしに遭うことはないから安心していいよ。今後俺と関わらなければ、また元の日常に戻れるから、今日のことはこれで終わりにしよう。鈴は好きな時に返して」

　優しい声音に柔らかい微笑みを見せる柊夜。

　けれど、それは色も温度もない冷えたものに感じた。

　笑みを浮かべながら距離を明確にしようとする柊夜の言葉に、胡桃は小さく息を吞んで、それからそっと瞼を伏せる。

　距離を縮ちぢめることを拒もうとする柊夜の心が垣かい間ま見えてしまう。どんな言葉を渡せば、この見えない壁を越えることができるのか、今の胡桃にはわからない。

　背を向けて歩き始めた柊夜の背中が、やけに遠く感じてしまい、胡桃の心は震えた。
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　ガラッと教室の扉とびらを開くと今け朝さもすでに柊しゆう夜やが座っていた。

　あれから一週間。

　事件の余よ韻いんがまだ濃厚に残っている学校は、憶おく測そくと噂うわさで満ちあふれている。

　朝の真っ白な光の中で、いくつもの固まりを作りみんなおしゃべりに夢中だ。その中のどこにも属さない柊夜は一人静かに本を読んでいた。




　毎日パンを買いに行く購買のおばちゃんと、ほぼ日課になっている昼休みの図書室通いのおかげで、図書室の先生が柊夜のアリバイを証しよう明めいしてくれており、疑うたがいは完全に晴れている。




　それでも一度呼び出しがあったことを知られているからか、なんとなく柊夜の周囲には微び妙みような空気が漂ただよい、一人ぽつねんと本を広げる柊夜だけがやけに浮いて見える。

　明るい陽ひ射ざしの中で見る柊夜は、やはり地味だ。

　寝ね癖ぐせのついた髪、黒くろ縁ぶち眼鏡めがね、ほとんど誰とも口をきくこともない存在感の薄さ。

（黙だまって座ってたら誰かの影かと間違うわ、絶対）

　夜に見たような艶あでやかさも華はなやかさもなくて、集団に紛まぎれてしまえば埋うもれてしまう没ぼつ個性。人じん畜ちく無む害がいな雰ふん囲い気きをまとっていて、あの色気や艶つやはどこを探しても見当たらない。

　あの日見た柊夜も、銀ぎん太たや不思議なお店のことも、全てが夢のように思えてくる。

　柊夜は「これで終わりにしよう」と告げた通り、胡桃くるみと関わる気はないようで、この一週間、話しかけようとしてもスルリとかわして逃げてしまう。

（うやむやにする気やな。そうはさせへんからな）

　そう意気込み、ひとけのない時を見計らって柊夜をつかまえようとするが、察さつ知ちされているのか易やす々やすと逃げられてしまう。柊夜には何かレーダーでも付いているのかと疑ってしまいたくなる逃げっぷりだ。

　いい加減、逃げ続ける柊夜に業ごうを煮にやした胡桃は、一つ息を深く吸い込んで教室に入ると、ツカツカと迷いなく柊夜の方へと向かった。

「おはようございます、月つき瀬せ君。お話があるのですが、少しお時間よろしいですか？」

　柊夜の机の前で立ち止まり挨あい拶さつをした胡桃に、冴さえない黒縁眼鏡をちょっと押し上げつつ顔を上げた柊夜は戸と惑まどっている。

　男子に話しかけるだけで噂になってしまう胡桃だ。

　それが地味男子、しかもノリとはいえ一度告白してフラれた相手なのだから、教室で話しかけると面倒なことになるのは火を見るより明らか。

　それ故ゆえ、教室では柊夜に話しかけなかった。

　しかし今日はもう我が慢まんの限界。教室で声をかければ、さすがに無視もできないだろうと、胡桃は考えたのだ。

「えっと……ごめん、今は忙いそがしいから」

　早さつ速そく逃げようと席を立ちかける柊夜の動きを遮さえぎるように、持っていたカバンをドスンと彼の机の上に載せ、麗うららかな朝あさ陽ひに似合いの綺き麗れいな笑顔で微笑ほほえんだ。

「お話があると言っているのが聞こえませんでしたか？」

　若じやつ干かん脅おどし気味の胡桃の言葉に、一度顔を伏ふせた柊夜は、観かん念ねんしたのか「わかった」と頷うなずいて立ち上がった。

　学内でも有名な美少女と、学内一存在感のない根ね暗くら男子が連れ立って教室を出て行く姿に、一瞬教室内がシンとする。

　囁ささやき声が背中に聞こえる。

「胡桃ちゃん、どうしちゃったの？」とか「なんで根暗と二人で？」なんて声は、隠すつもりもないのか、ヒソヒソしているくせにちゃんと胡桃の耳に届いた。

　柊夜に告白したことを知っている女子に至いたっては、「フラれたはずなのに、もしかして付き合ってるの？」なんて言い合っているのかもしれない。

　戻ってきた時には質問責めにされそうな、そわそわとした空気を背中に感じる。

　終わってしまった重大事件より、恋愛ゴシップの方が格上なのだろう。

　たくさんの生徒が登校してきていて活気に満ちている廊ろう下かでは、あちらこちらで「おはよー」だの「ういっす」だの「課題見せて」だのと色んな声が飛び交っていた。

　ざわめく廊下は柊夜には似合わない。

　昼の柊夜はまさに昼ひる行あん灯どん。どこか薄ぼんやりとして覇は気きもなく、一向に冴えない地味な一男子生徒でしかない。




　この一週間、柊夜のことを考えない日はなかった。

　どうしているんだろう、何をしているんだろう。今頃はあの店で着物姿でいるんだろうかと、色々と思い浮かべては勝手に胸がキュウッと締めつけられて、自然と手に汗が浮いていた。

　自宅学習の課題を進めながら、気がつけばノートに柊夜の名前を書いていたりして、我ながらイタイことをしていると苦笑したり、彼が引こうとしている心の境界線を考えてみたり、胡桃はずっと柊夜のことばかりを考えて過ごしていた。




　校舎の一番端はしにある、生徒がほとんど利用しない階段の踊おどり場ばまで柊夜を連れ出し、向きあうや、胡桃は得意のうるうるの瞳で見上げた。

「月瀬君、私のこと……避さけるのをやめてくれませんか？　とても悲しいのですが……」

　胸の前で両手を祈るように握り合わせ、悲しそうな表情をしてみせる。

　胡桃の必殺技。美少女の懇こん願がんポーズは、男女問わず効果抜群なのだ。

　さしもの柊夜も慌あわてたようで、言い訳を始めた。

「いや、その、避けるというか……話すことがないだけで、避けているわけじゃ……」

「まあ、では私の誤解だったのですね！　良かったです」

　すかさず有無を言わせぬ勢いで言い募つのり、あざといほど嬉うれしそうに笑った胡桃に、柊夜は複雑な顔をして、「いや、ええっと……」と言い淀よどむ。

　そこに胸ポケットからにょっきりと顔を出したクマのぬいぐるみが割って入った。

「おう、胡桃。おいらも柊夜に逃げ回るなって言ってたんだぜ？」

「あっ、銀太！　……ってやっぱり逃げてたんやな」

　顔を出したクマ姿の銀太に、つい素の話し方になってしまい、急いで口元を押さえる。

　それからまた柊夜へと問いかけた。

「ずっとお聞きしたかったのですが、有あり馬ま先生はあれから学校に来ていませんよね？　どうしたのでしょうか。月瀬君は何かご存知ですか？」

　あの事件以来、有馬先生は学校に出てきておらず、代わりに教頭がホームルームに来るようになっていた。

　柊夜に何かを引きずり出されて倒れたところを見ているだけに、どうなったのかが気になっているのだと、胡桃は訴うつたえた。

　けれど本当のところは柊夜に話しかけるきっかけが欲しかっただけ。

　あの日の別れ際に渡された、突き放すような言葉を胡桃は受け入れる気などなかったから、理由をつけて柊夜と話そうと思ったのが本音だ。

　問いかけた胡桃に、柊夜は深い溜ため息いきをこぼしてから首を横に振る。

「あのさ……俺、言ったと思うんだけど。もう関わらないでって、言ったよね？」

「あら、そうでしたか？　それよりも有馬先生がとても気になるのです。あの時倒れて、まさか大変なことになっているのではと、私はとても不安でならないのです」

「サラッと流さないでくれるかな？　俺の話、聞いてた？」

　柊夜の言葉に小首を傾かしげた胡桃はまるで無む垢くな天使のよう。

　ふわりと柔やわらかそうな髪が朝の光の中で揺れる。それからとてもとても困こまっていますという表情をしてみせる。

「まあ細かいことは良いではないですか。何か知っているのでしたら教えていただきたいのです」

「結構グイグイくるよねぇ、それに人の話を全然聞いてない」

「あの、それで結局どうなのでしょうか？」

　胸の前で両手をキュッと握り合わせて上目遣いで柊夜を見上げる。

　そんな胡桃に柊夜は一拍沈ちん黙もくを置いてから溜息をつき、スッと眼鏡の奥で目を細めた。

「五ご條じようさんさぁ……」

　溜息と共に呆あきれた声をこぼした柊夜が片手を伸ばして胡桃の背後の壁かべに手をついたから、胡桃は動きを止める。いや、呼吸も止まっているかもしれない。

　上から見下ろしてくる柊夜。

　さほど背は高い方ではないのに、それでも背の差は厳げん然ぜんとしていて柊夜が男子なのだと強く意識してしまう。

「ねえ、五條さんはバカなの？　理解って言葉知ってる？」

「な……なな何が……ででです、か？」

　かろうじて答えたが、完全にしどろもどろになっている。

（だって、これっていわゆる『壁ドン』ってやつちゃうの──っ!?）

　言葉では知っていたが、いざ実際にやられてみるとめちゃくちゃ心臓に悪い。

　倒れそうなほど緊張してしまう。

　とにかく近い！　冗じよう談だんじゃないほど近い！

（近い、近い、近いからぁぁ！）

　華きや奢しやな柊夜の長い腕が、顔のすぐ横にあることを変に意識してしまい、顔が完全に強こわばっているはず。コクリと息を吞のみ込む音が妙に大きく聞こえる。

「ほら……怖いんだろう？　昼の力のない俺でも怖いのに、あやかしに遭あったらどうするつもり？　関われば危険に巻き込まれることもあるって、そんなことも理解できないの？」

　おい柊夜、と銀太の窘たしなめる声はやけに遠く感じる。

　緊張で喉のどが張りつく。

「こ、怖いなんて……」

「そんなにおびえているくせに、怖くないなんて言っても説得力ないから」

（いやいや、おびえてるんちゃうし。こんな至近距離で見下ろされたら、誰かて顔が強ばるっちゅうねん！）

　言ってやりたいのに、ドキドキドキドキと耳の奥でドラムロールのように心音が響ひびくばかりで、何も言い返せない。

　黙る胡桃の様子を勘かん違ちがいでもしたのか、柊夜はスッと顔を寄せると耳元で低く告げた。

「それとも、あやかしでもけしかけたらもう近寄らないの？　もっと怖い思いをしたいのならお望み通り、本気で怖がらせてあげるけど？」

　長めの前髪と眼鏡のせいで表情はよく見えないが、顔を戻した柊夜の口元には意地悪そうな笑みが浮かんでいる。さあどうだ、と言わんばかりに胡桃の反応を見ている。

　挑発的な脅しの言葉に、胡桃の中で逆に火がついた。

　頭の中ではカーンと高らかにゴングが鳴り響く。

　グッと眼まな差ざしを強めると、胡桃は不ふ敵てきな笑みを見せて柊夜の胸元を指さした。

「ふんっ、そんなことで引くと思ったら大間違いや」

「……え？」

　いきなり関西弁になった胡桃の、予想外な強気の勢いに気け圧おされた柊夜が腕を引いて体を起こす。

「自じ慢まんじゃないけど、あたしは決めたことは押し通すタイプやねん。自分の欲には徹てつ底てい的てきに貪どん欲よくなんや」

「……本当に自慢じゃないね」

「だから自慢じゃないって言ゆうてるやん。つまりや、柊夜がそんなこと言うてても、あたしは柊夜たちのことをもっと知りたいと思ってる。甘く見てたらアカンで？」

「ちょ……え？」

「そんな脅しに屈くつしたりせえへんわ。忘れへん、ずっと覚えとくって言うたやろ？　死んでも覚えとくし呪のろってでもまとわりついたるから覚かく悟ごしいや！　突き放すつもりやったら甘いわ。グイグイガツガツいったるからな、覚えとき」

　ふん、と鼻息荒く吐はき出してから、ハッと我に返って慌てて周囲を見回す。

　幸いにもひとけはなく、廊下にも誰もいない。

　本性丸出しの言葉は聞かれていなかったようで、ほっと安あん堵どの吐と息いきをつく。

　少し離れた教室の方からは、男子同士がふざけあう笑い交じりの言い合いが響いてくる。

　今、この時だと胡桃は思っていた。

　ここで踏み込まなければいけない、引いてしまってはいけないのだと頭の片かた隅すみで何かが警けい鐘しようを鳴らしてくる。

　ここで引いてしまったら、以前のように本当に無関係となるだろう。

　でも……このまま関係のないものにはしたくない。

　なぜだかわからないけれど柊夜と知り合ったことは、絶対に無にしてはいけないと突き上げられるほどに強く感じている。

　だから胡桃は、柊夜の作ろうとする壁を無理やりにでもよじ登る気構えでいた。

　迷いのない目で柊夜を強く見つめるのと同時に予鈴が鳴った。

「ああ、もう時間切れや。有馬先生のこと教えてくれるまで毎日でも呼び出すから本気で覚悟しぃ──ておいてくださいね、月瀬君」

　生徒が一人階段を駆け上がってきたのを素早く察知した胡桃は、最後だけお嬢じようキャラに戻してニッコリと天使の笑みを見せると、啞あ然ぜんとしたままの柊夜に軽く会え釈しやくして教室へと向かった。




「……何、あれ……」

　残されて呆ぼう然ぜんとする柊夜にポケットから顔を覗かせている銀太が笑った。

「さすがは胡桃だなぁ。反応が斜ななめ上過ぎるだろうが。死んでも覚えてるって、アホだなあいつ」

「予想範はん疇ちゆうから外れすぎ……」

「まあ、あれが胡桃仕様なんだろ、あやかしもビックリってやつだな」

「呆れた。本気でバカじゃないのか？　あやかしが怖いくせに、どうしてそんなに関わろうとするんだよ。不ふ愉ゆ快かいだ」

「不愉快って、じゃあ柊夜はなんで笑ってんだよ」

「はぁ？　何を言ってるんだよ？　笑ってないし」

「いいや、笑ってる。不愉快とか言って、案外嬉しいんじゃねえの？」

「本気で迷めい惑わくだし、笑ってないし」

「いや、ぜってえ笑ってる」

「笑ってない」

　そんな押し問答が、予鈴が鳴り終わるまで続いた。




　それから四日後。

　宣言通りに毎日呼び出しをかける胡桃に対して、日直だの委員だのとのらりくらりとかわす柊夜だったが、その度に「胡桃と話してやれよ」と銀太に取りなされる始末。

　そうやってこの三日間、校舎の片隅の階段で向きあう二人（プラス一匹）だった。

　三日間でいくらか柊夜の頑かたくなな態度は和やわらいだように感じられる。

　他の人の目がなくなり二人きりになると、表情がいくらか柔らかいものになる。

　今朝も向きあう柊夜の雰囲気は穏おだやかに見えるが、それとは逆に胡桃の表情はやけに硬かった。

「また懲こりもせずに呼び出しなんかして、みんなに噂されてもいいの？　こんな俺と噂になっても、五條さんは不本意じゃないの？」

　クスッと笑う柊夜をジロリと睨にらみつけながら、胡桃は小さな紙袋をグイと差し出した。

　傍はたから見れば手作りクッキーでも意中の相手に渡しているように見えるかもしれない。が、まさかそんなしおらしいことを胡桃がするはずもない。

　キョロキョロと辺りを見回して階段にも廊下にも誰もいないのを確認するとグイグイと紙袋を押しつけながら押し殺した小声で叫んだ。

「知ってたんやろう！　これにアレが入ってるって知ってて渡したんやろうぅ！」

「は？　なんのこと？」
















　いきなりの胡桃の剣幕に驚いて柊夜は差し出されている紙袋を受け取るとガサガサと中を確認して小首を傾げた。

　中に入っているのは口をきつく結んだ小さいコンビニのビニール袋。

「何、これ。ゴミ？」

「ゴミちゃうわぁ！」

　胡桃は盛大に叫ぶ。紙袋を覗のぞき込み柊夜はもう一度問いかけた。

「ゴミじゃないの？」

　中に入っている口を結んだコンビニのビニール袋は確かにゴミにしか見えない。

　だからそう問うた柊夜に罪はないけれど、胡桃はギロリと睨みつけた。

「だからゴミちゃうわ！　な、中に……恐ろしいもんが入ってるんや……」

「ん？　これ？」

　ガサガサとビニールを開けて中身を取り出した柊夜の胸ポケットから、「何事だ？」と言いながら銀太が顔を覗かせた。

　学校では出てこないように言われている銀太も気になったようだ。

「破は魔ま鈴すずだよね、これ。これが何か？」

　中には紫むらさきの紐ひもを結んだ銀色の破魔鈴が入っているだけで、他には何も入っていない。

「何か？　じゃないわあ！　こんなもん、早く引き取って！」

「え……でもこれは……」

「でももへったくれもあらへん！」

　銀太が「ケンカか？」と言いたそうな顔で二人を交互に見み遣やる。

　胡桃は柊夜を再び睨みつけて押し殺した声で叫んだ。

「こんなん渡すやなんてヒドイわ！　もう早く引き取って。こんなん持っとくのなんか絶対にムリ！」

　もう見たくもないとばかりに胡桃は顔を背そむける。

　言葉を失って驚いている柊夜は、しばらく沈黙した後に「わかった」と思いの外沈しずんだ声を出して目を伏せた。

「とにかくお引き取り願いますから」

「おい、胡桃。急になんだよ？　それはよぅ、す──っげぇ貴重な鈴で……おお？」

　銀太が口を出しかけた瞬間、いきなり白い小鳥が目の前に飛び込んできて、クルリと一回りすると柊夜の手のひらの上にとまる。

「んなっ、鳥？」

　どこからか乱入してきたのか、突然現れた鳥に驚く胡桃の前で、小さな白い鳥はふわりと形を崩してただの紙切れに変わった。

「ええ？　紙!?」

　いちいち驚く胡桃をチラリと見遣ってから柊夜は手の上の紙に目を落とすと、すぐに緊張を走らせた。

「庵あん主しゆ様からの連絡だ」

　その紙を胸元のポケットにいる銀太にも見せようとするのを、胡桃も無理やり顔を突っ込んで一緒に覗き込んだが、紙には流りゆう麗れいで見事な文字がさらさらと筆で記されており、胡桃には一文字も読むことができなかった。

　柊夜の表情が硬くなる。周囲の空気が一瞬でピンと張り詰めたものに変わり、胡桃はドキリとする。

　嫌いやな予感がする。きっと悪い報しらせだと、本能が察知する。

　トーンを落とした柊夜の声が、耳の中に落ちてきた。

「有馬先生だ……」

　そのひと言にビクリとする。

　もう予感じゃない、確信だ。

　あの事件の日以来、来ていない有馬先生。

　みんなは「まさか心労？」「あのメタボが？」などとふざけていたけれど、胡桃は嫌な予感がしていた。だからこそ柊夜との話すきっかけとはいえ、気になっていたのだが……。

　考え込むように言葉を途切らせた柊夜におずおずと尋たずねた。

「な……何が起きたん？　有馬先生に何か……あったん？　さっきの鳥は？」

「今のは庵主様からの報せだよ。さっき急に封印した棗なつめが壊こわれたって。……きっとまた有馬先生に取とり憑ついている。というよりも、先生があやかしの力を欲して呼んだんだろう」

　え、と言ったまま立ちすくんでしまう。

　嫌な予感が体の中を埋めていく。不安が大きすぎて体が冷えていくのがわかる。息ができなくてぐらりと自分の体が傾かしぐのを感じたが、素早く柊夜が腕をつかんで支えてくれた。

「大丈夫？」

　聞かれてもとっさに返事ができなかったのは、腕をつかんでいる柊夜の手のひらの感覚に、不覚にも動どう揺ようしてしまったからだ。

　こんな非常事態の時にさえ、腕をつかまれたくらいで動揺する自分の心臓が憎らしい。

　そう……まさに非常事態だ！　それを思い返して胡桃は名を呼んだ。

「望の愛あちゃん……！」

　もしかして、と嫌な予感が告げている。

　──有馬先生は望愛のいる病院に行ったんじゃないかと。

　そう考えると、いてもたってもいられなくて、胡桃は急いで昇降口へと向かって駆かけ出そうとした。

「五條さん！」

　つかまれていた腕を引かれて胡桃は、泣きそうになりながら振り返る。

「望愛ちゃんの病院に行く！　柊夜も一緒に──」

「危険過ぎる、行くのはダメだ」

　胡桃の言葉を遮さえぎった柊夜が強い口調で引き留めた。

「なんで？　もしかしたら望愛ちゃんとこに先生行ったかもしれへんやん。望愛ちゃんが危ないかもしれへん。助けに行かな！」

「行ったところで何もできないだろう？　俺だって昼間はなんの力もないんだ。ただ危険に飛び込むだけになる」

「……なっ、そんな……でも、じゃあこのまま望愛ちゃんを見捨てろっていうの？」

「見捨てるとか……そんなことじゃない」

　唇を嚙かみ締めた柊夜の握にぎり拳こぶしが小さく震ふるえている。けれど胡桃はそんな柊夜に気づかずに、カッとなって言い募った。

「なんにもできへんからって諦あきらめるのは逃げてることと一緒や！　今行かへんかったら一生後こう悔かいする！　しなかったことを後悔し続けて生きていくなんて真まっ平ぴらごめんや。それに助けられるかもしれへんやんか！」

「何もできなければ危険に飛び込むだけだろう？　自分を犠ぎ牲せいにしてまで駆けつける必要があるっていうの？」

「そ……そんなん……必要とかって……」

　もどかしさと怒りと悲しみと悔くやしさと、そんな感情が全部ない交まぜになって今にも心が爆発しそうだった。せり上がる涙はどうしようもなくて、唇をきつく嚙み締めたけれど溢あふれ出す。

　確かに望愛と一緒にいるのは打算まみれかもしれない。

　それでも、それでもやっぱり友達で、危険を見過ごすことなんてできない、絶対に。

「あたしは確かに上辺だけの付き合いしかしてへんけど、だからって見て見ぬふりをするのとは話が違う。それに望愛ちゃんだけちゃう。これが柊夜やったとしても自分の危険とかそんなん考えんと駆けつける。絶対に駆けつけるから覚悟しとき！」

　投げつけるように言ってから柊夜に背を向けると、胡桃は振り返らずに走り出した。

　背中を押し出すようにチャイムが鳴り響き、ざわめく廊下から生徒たちが散っていく。

　逆走する胡桃に驚く誰かの目も気にしないで駆ける。

　こうしている間にも望愛はもしかしたらと、そう思うと気持ちばかりが急せいてどうしようもなかった。

　後ろで「五條さん！」と柊夜の呼び止める声がしたけれど、かまわずに靴くつ箱ばこから勢い良く靴を取り出した。

　もどかしい。靴を履はき替えるのももどかしい。

（柊夜のアホ、ボケ、カス！　あんたなんかバナナの皮で滑すべって転んでしまえ──！）

　盛大に心の中で悪態をつきながら靴を履き替えると校舎を飛び出した。

　そこにちょうど科学の越こし野の先生が通りかかり、胡桃が脱走しようとしていると勘違いしたのか、「待て、五條、どこへ行く！」とスリッパのまま胡桃を追いかけて駆け出した。
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　昇降口まで胡桃を追いかけてきて取り残された柊夜は「五條さん……」と小さな呟きをこぼし、それに呼応するように胸元から銀太が顔を覗かせながら聞いてきた。

「おめえは行かねえのか、柊夜？」

「……店の利り益えきにならないことには手を出さない」

「捕つかまえりゃ利益になるんじゃねえの？」

　その言葉にフルフルと頭を振った。

「一度封印を解かれた相手をもう一度封印することはできない。あとは消しよう滅めつさせるのみだ。もう売り物にはできない」

「……ふ～ん。じゃあ柊夜はこのまま胡桃を見捨てるんだな」

「見捨てるとか、そんなんじゃない。どうせ昼の俺は無力だ。行ったところで何もできない。一応、破魔鈴は彼女のポケットに入れたから」

「だからって放っておくのかよ？」

「俺は……店の利益でしか動かない。人助けが仕事じゃないし……何もできない俺に、どうしろっていうんだよ？」

「胡桃は危険なのが柊夜でも駆けつけるって言ってくれてんだぜ？　それにケガしたクラスの女も見捨てんのかよ」

　銀太のひと言に柊夜はどこか痛んだように眉まゆを寄せる。

　しばらく重たい空気のまま沈黙して、それから押し出すようにこぼした。

「……仕方ないだろう。もう話しかけるなよ」

　諦めの溜息と共に、柊夜は並んだ靴箱にもたれかかった。

　──仕方ない。何度この言葉を自分に言い聞かせ吞み込んだことだろう。

　人と関わりを避けざるを得ないこの体質も、夜の仕事も、あやかしを惹ひきつける自分も、全部仕方のないことじゃないか。

　どうしようもないことを回かい避ひすることの何がいけない？

　諦めるべきことを諦めて生きることの何が間違いだ？

　この世には諦めなければいけないこと、手放さなければいけないことがたくさんあるのに……。

　この手で全てを救えるわけじゃない。時には見過ごさざるを得ないことも、今までにも少なからずあったけれど、どうして今、こんなにも心が痛むのか。

「間違いなんかじゃ……」

　ないだろう、と呟いた柊夜の声に銀太は何も言い返さない。ただ胡桃の去って行った昇降口を黒いビーズの瞳でじっと見つめているだけ。そのことも柊夜の心を乱す。

　握りしめた拳で思い切り強く靴箱を叩たたく。

　ガンッと大きな音がしたけれど、ホームルームの始まっている校舎ではそれを聞く人は誰もおらず、虚むなしく耳に響いただけだった。

　間違いなんかじゃない、もう一度心の中で呟く。

　自分は間違っていないとそう言い聞かせているのに、胸の奥がキリキリと痛む。

　乱暴にぶつけられた胡桃の感情に切りつけられて血が流れ出るようだ。




『──なんにもできへんからって諦めるのは逃げてることと一緒や！』




　強く言い切った胡桃の言葉が胸の奥に鋭するどく突き刺さっている。

（どうして彼女は……こんなに踏み込んでくるんだ）

　関わるなと突き放しても踏み込んできて、無視しようとしても、グイグイと予想できない勢いで押し切ろうとする。こんな自分を知りたいと、迷わず告げてくれる真っ直ぐさ。

　それが不快ではなかったことに自分自身で驚いた。

　むしろ我知らず一緒にいると気持ちが和やわらいで、ずっと忘れていた想いが甦よみがえりそうになっていた。

　それなのに……突然、鈴を突き返されて想像以上に心が痛んだ。

　鈴はいつでも返せばいいと、そう言ったのは自分で、関わりを持たないでいようと思っていたのも自分なのに……。

　頭の中にまざまざと甦るのは、目の前で嬉しそうに笑う胡桃の笑顔と、涙をこぼしながら睨みつける強く迷いのない大きな瞳。

　今にも折れそうに細くて、腕の中に閉じこめてしまえそうなほど小さいのに、まるで大きな波のように心の中を翻ほん弄ろうしてくる。

　──だから人となど関わり合いたくないのに。

　誰とも関わらずに一人で生きていけたらこんな思いなどしないのに。

　こんなに……心乱されることなどないのに……。

（何が俺の危険にも駆けつけるだ！　そんなこと俺は望んだりしない。彼女が傷つけられることなど……俺が望むわけないのに！）

「……柊夜、おいらは胡桃を追う」

　胸のポケットから銀太が飛び降りて靴箱の前に立つ。

　小さなクマのぬいぐるみは二本足で立ち、精一杯首を上げて柊夜を見つめる。

「行ったところで銀太だって封印からは抜け出せない」

　それでも、と銀太は強い口調で告げた。

「おいらは胡桃を守りたいんだ。あいつは真まっ向こうからぶつかって踏み込んで受け入れようとしてくれる。人間の感情なんかわからねえけどな、ただ胡桃を失いたくないってのがおいらの気持ちだってことは、はっきりとわかる。だからおいらは追う。おまえはどうなんだ、柊夜？」

　つぶらなビーズの目に射抜かれて柊夜は息を吞む。

　おまえの気持ちはどうなんだ、と黒いつややかなビーズが容よう赦しやない力で柊夜に問いかけていた。
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　まだ始まったばかりの総合病院は、それでも人で溢れかえっていて、焦あせる胡桃はどこに向かえばいいのかわからずに戸惑う。けれど、越野先生が受付案内所で問い合わせてくれて望愛の病室がわかった。

「五階の東棟、五一五号室だ」

　エレベーターを待つ時間ももどかしくてイライラしてしまう原因には、望愛の心配と柊夜の煮え切らない態度が含まれている。

　ようやく開いたエレベーターに越野先生と一緒に駆け込んだ。




　学校から胡桃を追いかけてきた越野先生は、望愛に危険が迫せまっていると告げる胡桃の、確証のない訴えを、驚いたことにすんなり聞き入れてくれた。そしてすぐにタクシーを拾い、学校にも連絡を入れてくれた。

　静かに走り出すタクシーに乗り込んでからも焦りの隠せない胡桃に、越野先生は優しく問いかけてきた。

「五條は何かを知っているんだな？　何があった？　もしくは何が起きようとしている？　それは有馬先生と関わりがあるのか？」

　越野先生の言葉に胡桃は驚く。

　どうして有馬先生が、と問い返した胡桃に越野先生は、いくらか迷ってから口を開いた。

「事件のあった夜、学校に残っていた我々は有馬先生の悲鳴を聞いたんだ。それも事故のあった教室から。駆けつけると有馬先生が茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでいて、立ち上がるなりフラフラと歩き出しそのまま学校から出て行ってしまい、その後行方ゆくえがわかっていないんだ。今回の事件に何か関わっているんじゃないかと我々も心配している。校長の采さい配はいでこのことは内密にされていて警察にも届けてはいないが……五條は何かを知っているんだな？」

　どう答えていいのかわからなくてしばらく沈黙していると、越野先生はどう受け取ったのか大きく息を吐き出した。

「まあいいよ。君たちの年齢だと大人、とりわけ教師には何も言いたくないものだろう。私にも覚えがある。いいさ、五條は高たか城ぎに何かあったと感じたんだろう？　それを信用するさ」

　困ったように笑う越野先生は、思いの外若くて整った顔をしていた。

（人気あるの、わかるわ）

　今まで自分のキャラ作りを優先してきた胡桃は、男子や先生のことなど、ほとんど気にかけたことがなかったから、改めて越野先生が女子に人気があるのを納得した。

　それきり会話は途切れる。

　エンジン音の静かなタクシーの窓から見上げた空が、やけに綺麗過ぎて不安を煽あおられた。




　チンと軽い音をさせて五階に到着したエレベーターの扉が開く。

　急ぎ足で駆けつけた望愛の病室の扉を、先に開けたのは越野先生だった。

　ガラリと大きめの引き戸を開けて入った越野先生の背中越しに中を覗いた胡桃は絶句する。

　消毒液の臭においが満ちた病室の中の様子に足がすくんだ。

　扉の音に気がついてベッドの脇わきで振り返ったのは有馬先生。

　抱き上げようとしている手には意識を失ったままの望愛。

　無理やり抜き取られた点てん滴てきの先からこぼれ落ちる液体。

　風をはらんで膨ふくらんだカーテン。

　どれもが切り取られた写真の中のように、静止して見えた。




　半拍、空白が落ちてから越野先生が叫んだ。

「有馬先生、何を……何をしているのですか！」

　振り返ったままの有馬先生がすうっと目を細めた。

「来るな」

　唸うなる声は低く濁にごり、威い嚇かくをする目つきで越野先生を睨む。

　その目は人ならざるモノの眼差しをしていた。

　吊つり上がった眦まなじり、濁りの混じる餓うえたような瞳、閉じもせずに開いたままの唇から洩もれるのは荒い息。

　あまりにも醜みにくい空気に満ちた姿に絶句する。

「高城をどうするつもりですか！　先生、落ち着いてください」

　越野先生の声が響くが、胡桃の耳はそれを捉とらえない。ただ有馬先生の周囲を煙けむりのように渦うず巻まいている真っ黒な醜い何かが恐ろしかった。

　グルグルとまるで先生を縛しばり上げるように黒い煙が巻きついている。

　それは先生の胸辺りから湧わき出ているように見えた。

（これが……瘴しよう気き、というもの？）

　あやかしが放つ瘴気が、こんなにどす黒くて禍まが々まがしいものだなんて知らなかった。足の先から寒気が這はい上り凍こおり付きそうだ。

　越野先生には見えていないのか、「やめてください」と叫びながらベッドに駆け寄り有馬先生の肩に手を掛ける。その途と端たんに思い切り突き飛ばされ、越野先生は扉の方まで吹っ飛んだ。

「先生!!」

　駆け寄って越野先生を助け起こしたが、腕を強打したのか痛そうに呻うめきながら飛ばされてしまった眼鏡を拾い上げ、もう一度叫んだ。

「有馬先生、血迷われているのですか？　高城から離れてください！」

　有馬先生は望愛を抱き上げるとガッと眦を吊り上げて悪あつ鬼きの形ぎよう相そうになる。

「てめえになんぞ高城は渡さない、他の誰かに穢けがされるくらいなら俺が殺してやる！　清きよらかな乙女おとめのままの高城と一緒に死ぬんだ。ああ、俺の腕の中で息いき絶たえる高城。なんて美しいことだろう。血ち塗まみれになって苦しんで、そして俺だけのものになる……！」

「なっ……高城を放せ！」

　ニタリと笑いながらゆっくりと窓際へと進む有馬先生には、越野先生の声など聞こえていないようだ。

　有馬先生の尋じん常じようならざる様子に胡桃は息もできない。

　もうどう見てもまともではない。

　これが人ならざるモノに支配された姿というのならば、醜過ぎて正視することができない。

　あまりの恐ろしさに血の気が引いていく。

（……こんな……おぞましくて恐ろしいモノと……）

　柊夜はいつも対たい峙じしているのだろうか？　誰にも知られず、一人で向きあっているのだろうか。危険だと引き留めた柊夜の声が今頃になって甦る。

「高城を放せ、やめろ！」

　強く言い放ちながら越野先生が飛びかかる。すると、有馬先生を取り巻いていた黒い靄もやが、いきなり鞭むちのように振り上がり越野先生を激しく打うち据すえる。

　吹き飛ばされ壁に強く叩きつけられた越野先生が、そのままぐったりと意識を失う。

「越野先生──っ！」

　叫んで駆け寄る胡桃にゆらりと視線を動かした有馬先生が、口元を引きつらせた。

「五條ぉぉぉ、おまえもこんなヤツを庇かばうのかぁぁ？」

　低い声はまるで獣けもののよう。

　明らかな敵意と醜い眼差しに縫ぬい止められたように身動きができない。

　その胡桃に向けて、黒い瘴気の鞭が振り下ろされた。

　バーンと大きな衝しよう撃げき音おんがした。

　胡桃はとっさに目を閉じて襲ってくる衝撃に耐たえる為に唇を嚙み締めたが、一向に痛みがこない。恐る恐る目を開けると、胡桃の周囲に白い光の膜まくができていた。

「────なっ？」

　驚いたのは胡桃だけではない。鞭を振るった有馬先生も目を見ひらいて絶句している。

「おまえ……何を持っている。服の中にある、それはなんだ？」

「ふ、服？」

　慌ててポケットに手を入れると、指先にある物がぶつかった。

（……これ！）

　指先でつまんで取り出し、水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうのように掲かかげて有馬先生へと差し向ける。

　それは、さっき柊夜に押しつけたはずの『破魔鈴』だった。

　返したはずなのになぜポケットに入っているのか不思議だったけれど、もしかしたら駆け出した時に柊夜がポケットに押し込んでくれたのかもしれない。

　とにかく今はこれが身を守ってくれているのがわかったから、諸もろ々もろのことを頭から押しやり、それでもなるべく触れる表面積を減らそうと指先で紐をつまみながら掲げてみせた。

「ううっ、なぜそんなものを……」

　明らかに狼狽うろたえる有馬先生へと一歩ずつ近寄る。

　このままこの鈴で取り憑いているものを追いやれるかもしれない。

　そう思いながらジリジリと近寄る胡桃に、顔を歪ゆがめた有馬先生が望愛を腕に抱いたまま突然体当たりしてきた。

「きゃあっ！」

　不意打ちで強い衝撃を受けた胡桃は盛大に壁まで跳ね飛ばされ、こめかみを激しくぶつけて倒れる。

　鋭い痛みがこめかみに走り、思わず緩ゆるんだ手から破魔鈴が転がって遠く離れてしまった。

（し、しまった！　本体には効かへんのか？）

　あやかしには効果があるようだが、有馬先生は人間だから鈴の効果がないのだろう。

　肉にく弾だん戦せんでこられると破魔の効果は虚むなしく、簡単に吹き飛ばされてしまった。

　浅はかな自分を恨うらむ。用途も効果もわからないままに行動してしまった自分に後悔する。

　昔から後先を考えずに行動してしまうのが欠点だと言われていた。小学生の頃から、いつだって通知表のひと言欄らんに、「もう少し考えてから動きましょう」と書かれていたのに。

（って、今思い出してる場合ちゃうわ）

　ガンガンと打った頭が痛む。

　立ち上がろうとしたけれど、膝ひざが震えてしまっている。

　──誰か……助けて、と叫びそうになる。

　ふいに脳のう裏りに浮かんだのは、柊夜の声。

　危険だと言われたのに、何もできないと言われたのに。

　忠告を聞かなかったのは自分。

　心臓のどこかに鋭いガラスの破片が刺さったように胸が痛む。

　今、この現状。何もできない無力な自分が、悔しくて恨めしくて、胸が冷える。

　誰かに助けを委ゆだねて、動くことを諦めそうになる自分に問いかけた。

（ほんまになんもできへんの？　諦めるのは逃げることと一緒やなんて啖たん呵か切ったのに！）

　グッとお腹の底に力を込めると胡桃はゆっくりと立ち上がり、息を深く吸い込んで眼差しを強めた。

（逃げへんって、柊夜にそう言うたんやから。あたしは逃げへん）

　あてもないのに落ち続ける点てん滴てきがぽたりぽたりと管くだを通って床に水たまりを広げていく。狂気に彩いろどられた部屋の、カーテンの向こうは初夏の爽さわやかな青空。

　絶望も吸い込んでしまいそうな青い空を拒むように胡桃は目を閉じて、それからギュッと眼差しを強めた。

　望愛を抱いたまま窓へと向かう有馬先生の背中に向けて胡桃は叫んだ。

「先生、許さへん！　先生が望愛ちゃんのことを特別やって言うのなら、その相手を苦しめるんは間違ってる。何をガキくさいことしてんの？　アホちゃうか！」

　ギギギと音がしそうなぎこちなさで有馬先生が振り返る。

　落ちくぼんでギラリと異様な光を宿す目がこちらを射抜いたが、怯ひるむことなくさらに勢い込んで胡桃は告げた。

「いい加減、正気に戻ったらどないですか？　こんなアホなことして、ええ大人が聞いて呆れる。一緒に死ぬ？　望愛ちゃんが望んでないことくらいわからへんの？　相手の気持ちもわからへんなんて大人ちゃうわ！」

　胡桃の叫ぶ声に有馬先生は目を最大限まで見ひらく。荒ぶる獣のような狂気をはらんだ目。悪あつ鬼きの形相。睨まれてゾクリと悪寒が背中を駆け抜ける。

　ドサッと音がした。

　それは先生の手から望愛が落ちた音。

　あ、と思った時には胡桃は激しく壁に背中を打ち付けて無ぶ様ざまに床に転がっていた。

　黒い靄の鞭に跳ね飛ばされたのだ。

「ゆ、ゆ、ゆ、ゆるさ、ない。バ、バカにするヤツら……ユルサないィィィぃぃぃイ！」

　黒い靄が一気に有馬先生の全身を覆おおい、言葉さえ不ふ明めい瞭りようになる。

（鈴……っ！）

　転がってしまった鈴は手の届かないところ。

　背中を強く打ち付けたせいで呼吸が整わず息が苦しい。

　ゆらりゆらりと酔よった人のような足取りで間合いを詰めてくる有馬先生に、立ち上がることもできない胡桃は為なす術すべもなくただ涙の滲にじんだ瞳を向けるしかなかった。

（このまま……殺される？）

　その考えは身動きを奪う。

　怖い、嫌だ、逃げたい、助けて……

　どの感情も言葉も実を結ばないままに有馬先生の太い腕が胡桃の細い首にかかった。

　その瞬間、有馬先生が真横に吹き飛ばされて尻しり餅もちをついた。

「五條さんっ！」

　目を上げると息を切らした柊夜がこちらを見下ろしていた。

　駆け込むなり有馬先生を蹴けり飛ばしたようだ。

「柊──」

　夜、と続けようとしたが、素早く立ち上がった有馬先生に激しく突き飛ばされて華奢な柊夜は病室の扉に激しくぶつかり小さな呻きを上げる。

　だがすぐに体勢を立て直し今度は有馬先生へと殴なぐりかかると見せかけて足払いをかけた。

　ドスンと重い音と共に仰あお向むけに倒れた先生をさらに殴ろうとした柊夜だったが、逆に太い腕でなぎ払われ、ベッドまで飛ばされてガシャンと柵が盛大に音を立てた。

　重たそうな体からは想像もつかないほど敏びん捷しように起き上がった有馬先生が、倒れた柊夜の胸に足を乗せる。

「コ、コロス……！　さささ逆らうヤツ、コロス────！」

　グリグリと力任せに踏みつける有馬先生の足をつかんで柊夜が呻く。

「うっ、ぐ、あぁぁ」

　柊夜を見下ろす有馬先生の顔は、もう人間らしさを完全に失っていた。

「てめえっ、離れやがれ！」

　衝撃で胸ポケットから落ちたクマ姿の銀太が有馬先生の足へと飛びかかったが、残念ながらなんの加勢にもならず、逆に吹っ飛ばされてベッドの下に転がって行ってしまう。

「う、あぁぁぁ！」

「柊夜っ」

　苦く悶もんする柊夜の声に胡桃は自分の痛みなど吹き飛び、立ち上がるなり思い切り体当たりをかます。怖いとか恐ろしいとか痛いとか、そんな感情は完全に消え去っていた。

　ただただ柊夜を助けたいと、それだけしか考えていなかった。

「先生の……ド阿あ呆ほうッ！　ボケカスなすび！」

　思わぬ反撃だったのか小柄な胡桃の捨て身の攻撃に、有馬先生はよろめいてベッドの柵に手をつき、すぐに濁った眼差しをこちらに向けた。

「コロス……全部、コロス！　おまえもジャマだぁぁ！」

「きゃあっ──うっ！」

　黒い靄の鞭で弾き飛ばされた胡桃の叫びは途中で消えた。

　床に強く叩きつけられて呼吸が止まる。

　柊夜が胡桃の名前を叫んだようだが、はっきりとは聞き取れなかった。

「柊夜っ、破魔鈴の蛇へび神がみに助力を請こえ！」

　ベッドの下から叫んだ銀太に柊夜が戸惑う。

「破魔鈴はどこだ？」

　ようやく息を吐き出した胡桃は倒れている越野先生の脇に転がっている鈴を見つけた。

（──鈴を、柊夜に）

　全身が叫びを上げるほどに軋きしんだが、体を起こすと素早く鈴の方へと向かいひっそりと転がる鈴をつかんだ。

「柊夜、鈴を──」

　手渡そうと駆け寄った胡桃に黒い靄が狙いを定めて振り下ろされる。

「五條さん、危ない！」

　瞬間、バンと激しい音をさせて瘴気の鞭が弾き飛ばされた。

　しかしそれと同時に柊夜が胡桃の手を取り抱き寄せて庇かばう。

「無茶をするな！」

　胡桃の肩を抱いた柊夜の表情は明らかに怒っている。怯みそうになったが、ぐいっと鈴を胸元に押しつけた。

「文句は後で聞くから、早く鈴を」

　胡桃の手に乗る鈴へと視線を落とした途端に柊夜は唇を嚙んで、それから表情を引き締め胡桃の手から鈴を受け取った。




「破魔鈴に宿る神よ、我に御おん身みの力を貸せ！」




　鈴を握りしめ、凜りんと叫んだが何も変化は起こらなかった。

「くっ……やっぱり昼間の俺じゃダメなのか」

　悔しそうに舌打ちする柊夜。その横顔に焦りと苦悩が見て取れた。

　その間にも有馬先生を取り囲む靄は一層質量を増し、そこから繰り出される黒い鞭を、ビュウと唸りを上げながら二人目がけて打ち据えてくる。

　しかし鈴のおかげで攻撃はことごとく弾き返されているが、いつまで持つのか。

　どうしていいのかわからずに胡桃は息が苦しくなる。

　漠ばく然ぜんと「柊夜ならなんとかしてくれる」と安あん易いに考えていたのかもしれない。だから柊夜に鈴さえ届ければ解決すると思っていた。

（ごめん……ごめん、柊夜……）

　最初に「昼間の俺は何もできない」と言っていたのに。それなのに勝手に期待して勝手に頼って、その結果、今、柊夜を危険にさらしてしまっている。

　自分が憎らしい。啖呵切って勝手に駆け出しておいて、そのくせ結局頼ってしまう自分が愚おろかで情なさけなかった。

　柊夜の腕を抜け出した胡桃は有馬先生へと駆け寄ると、勢いのままに腰に抱きついて叫んだ。

「柊夜、外の人に助けを求めてきて！」

「なっ……」

「早く──きゃぁ！！！」

　意味を成さない唸り声を上げた有馬先生が、胡桃の頭を鷲わしづかみにして投げ飛ばした。

　勢い良く払い飛ばされた胡桃は背中から床に落ちて転がる。

　それでもすぐに顔を上げて叫ぶ。

「早く呼んでき──ッ」

　続きの言葉はうぐっとこぼれた呻きに消された。太い指で喉を締めつけられたからだ。

「コ、コロス、コロス、おまえも全部、全部コロス」

　獣の唸りのような酷ひどい声。どこにも元の先生など見つけられない。

　柊夜たちに背を向けて淀よどみきった眼まなこで胡桃を見下ろしながらニタリと笑う。

「胡桃ィィィィィ────！」

　叫び散らしながら銀太が小さい足で必死に駆けてくるのが見えたが、黒い靄に弾かれ遠くへ吹き飛ばされてしまう。

（……柊夜……銀太……）

　倒れている越野先生が「ううっ」と小さく呻きを上げた気がしたが、もう判然としなかった。

「五條さんを放せっ！」

　叫んだ柊夜の声音は、聞いたものを従わせる威い圧あつを含む。

　他の音はもう何も聞こえないのに、柊夜の声だけが胡桃の耳に真っ直ぐ届く。

　風もないのに柊夜の髪が揺らぐ。

　目に怒りを宿した柊夜のまとう空気が変わる。

　それは印象の薄い昼の時に放っているものではなく、艶やかな華が一輪そこに咲いたような圧倒的な存在感。

　切れ長の瞳、妖よう艶えんにも見える口元、溢れるのは力のある者が持つ絶対の自信。

　そう、夜に見た妖艶な柊夜の姿に変わっていた。




　柊夜がその場の全てを支配している。

　空気も、光も、色も、音さえも、何もかもが柊夜に平ひれ伏ふしているかのよう。

　柊夜だけに光が集まっている。

　誰にも触れることを許さないような、高貴で絶対的な力を感じさせる。

　眼差し一つで他を屈くつ服ぷくさせ、従属させてしまいそうなほどの存在。




　自身の変化に戸と惑まどったのか、目を見ひらき、己おのれの手のひらに一瞬だけ視線を落とした柊夜だが、すぐに面おもてを上げるや素早く命じた。

「銀太、五條さんを守れ！」

　呼ばれた銀太も己の姿に戸惑っている。

　耳と尻尾しつぽはあれども人の姿。

　日中にその姿に変化した自分に困こん惑わくしているようだったが、命じる柊夜の声にハッと我に返る。

　跳躍するなり胡桃の喉を締めつける有馬先生の腕を蹴り上げ、すかさずどこから出してきたのか細長い銀の針を素早く投げつけてうねる黒い靄を空中に縫い止めた。

　動きを阻はばまれた有馬先生が「ぐぬおおお──っ」と喚わめき声を上げる。

　急に解放されて空気が大量になだれ込んできた喉が酷ひどく不自由で、うつぶせに転がったまま胡桃はゲホ、ガホ、と激しく咳せき込む。

　唸り声を上げる有馬先生と咳き込んで涙を流す胡桃との間に割って入った銀太は、鋭い爪つめを有馬先生に向けながら胡桃を背中に庇う。

「胡桃、大丈夫か？」

「だ、だいじょう……ぶ」

　どうして人は「大丈夫？」と聞かれると、つい「大丈夫」と返事してしまうのだろう。

　胡桃自身、あまり大丈夫ではなかったが思わずそう答えてしまい、涙目のまま顔を上げて驚いた。

　柊夜の右手の破魔鈴が光りを放ち、一振りの剣に姿を変えた。

　獣の唸り声を上げながら、動きを封じられた黒い靄をまとわりつかせた有馬先生の背中を狙って、柊夜は剣を振り上げた。




「破魔の刃やいばを以もつて消しよう滅めつせよ！」



















　言葉と同時に一歩踏み出した柊夜は、なんの躊躇もなく有馬先生の背中へと剣を振り下ろした。

「あああ！　人殺しはアカン────っ！」

　跳ね起きた胡桃が剣を振るう柊夜の背中に飛びつくのと、「うぎゃあぁぁぁぁ」と有馬先生が断だん末まつ魔まの絶叫を上げるのは同時だった。

　先生の背中に刺さる剣からまばゆい光が放たれ、部屋全体が白く包まれる。

　光に圧力があるのかもしれない。津波のように押し寄せる強い力に、胡桃は勢い良く弾かれてしまい、床に転がり背中をしたたかに打ちつける。

　やがて光が収しゆう縮しゆくして消えて行く中、有馬先生が重たい音を立てて倒れ、同時に黒い靄も消え去り、銀太の放った銀色の針が床に落ちて乾かわいた音をさせた。

　先生の背中から剣を引き抜いた後、すぐにこちらへと駆け寄った柊夜は、膝をつくや胡桃を抱き起こし、そのまま肩に額ひたいを乗せた。

「なんて……無茶なことを！」

　柊夜の強い口調にビクリと肩が震えた。胡桃は何も言えずに動きを止める。

「剣を持っている時に飛び出してくるなんて……怪け我がをさせたかと……」

　怒ったような柊夜の声。

（──胸が痛いよ……）

　嫌われてしまっただろう。呆れて突き放されてしまうはず。

　もう関わることができなくなる。

　きっと……今までよりもっと距離を空けられてしまうだろう。

　それ以上に身勝手な思いで柊夜を苦しめてしまった後悔に胸が張り裂けそうだ。

　あちらこちら痛む体より心が痛い。キシキシと亀き裂れつが走る心臓が軋む。

　堪こらえきれない胸の痛みに胡桃は涙がこぼれる。

　抑えようとしても、堪えようとしても意志を無視して涙がこぼれる。涙がぽろぽろこぼれ落ちるのを見て銀太が狼狽えた。

「く、胡桃、怖いのか？　痛いのか？」

　聞いてくる銀太の方が今にも泣きそうな声。本気で心配してくれているのが伝わってきて、胡桃は涙をこぼしながら小さく首を振った。

「五條さんどこか苦しいの？」

　抱きしめていた腕をほどいて体を起こした柊夜が覗き込んできて、胡桃はウッと息を詰まらせる。

　眼鏡を外した綺麗な瞳を間近で直視してしまい、そしてその瞳が想像と違って心配で堪たまらないと言っているように見えたから思わず息を止めてしまった。

（そんな目は反則……）

　切れ長の綺麗な瞳で覗き込まれて、気遣う眼差しをするなんて、反則だと胡桃は溜息をこぼす。

　そしてこの人を傷つけてしまい、もう関わりを断たれるのかと思うと、酷く苦しくなって胡桃は視線を横に投げる。

　と、そこにはまだ白目を剝むいたまま気を失っている担任の姿。

　病院のリノリウムの床に大の字に転がってピクリとも動かないメタボなお腹。

　慌てて柊夜の制服の胸元をつかんだ。

「ちょっ……まさか、先生……死んでしまったん？」

　確かに先生の背中に鋭い剣を突き立てるのを見てしまった。

　そして欠片かけらも身動きしない先生。まるで死体のよう……と胡桃は青ざめる。

「ひ、人殺しはアカン！　自首……自首せな……あああ、あたしも付いていくから自首……せ、正当防衛とか、ほら、あれやから。未成年は罪とか刑法とか、大丈夫やからおおおお落ち着いて、な？」

「いや、五條さんの方が落ち着いて」と柊夜はいくらか呆れた声を出した。

「あれは鈴に宿る神の力を借りて、剣であやかしを消し去っただけ。だから先生に現実的な傷はない。でもすでにあやかしの魂と人間の魂が融ゆう合ごうしてしまっていたから、こうなるとあやかしだけを引き剝はがすことはできない」

「できないって……じゃあ先生はどうなんの？」

「融合した魂の半分を殺すんだ。二度と正気には戻れない。普通の人が普通に持っている感情やモラルや人を思いやる心という、人間的なものを失ってしまうんだ」

　あまりにも残ざん酷こくでやりきれない結末に胡桃は声を失う。

　それはあやかしが危険なのか、人間の深すぎる欲や業が危険なのか、どちらなのか胡桃にはわからない。

　ただ、と続ける柊夜の声音が一気に戸惑いを含む。

「今回、なぜかあやかしだけを消すことができたみたいだ。だから多分、有馬先生は元に戻ることはできると思う。でもこんなことは初めてだ。どうしてだろう……」

　いくらか考え込んだ後、柊夜の瞳が胡桃に向かう。

「……もしかして五條さんが俺に触れたから？　それとも……そもそも昼なのになぜ力が使えたのか。その辺りにも理由があるのか。とにかくわからないことだらけだ」

「力の出るきっかけに、なんか思い当たることはないの？」

　問いかけた胡桃に、ゆるゆると柊夜は首を振った。

「あの時はただ、助けたい一心で……五條さんのこと以外、何も考えられなかった」

「な……っ」

　別に深い含みなどない言葉だとわかっていても、カッと顔が熱くなる。

　柊夜の何気ない言葉が殺し文句に聞こえてしまうのは、自分の脳内がおかしいのだろうと、胡桃は熱くなってしまった頰ほおを押さえた。

　そこに銀太が割って入る。

「で、おいらも封印が解けてこの姿になってるってことは、昼でも柊夜は力が使えるようになったってことか？　もうずっとそのままなのか？」

　問われた柊夜は己の手のひらに視線を落としたまま、いくらか困惑気味に答えた。

「今だけのイレギュラーだろう。このまま力が続くとは思えない。このままだなんて……」

　思いたくない、と呟いてから俯うつむいた柊夜の瞳が揺らいだのを胡桃は見過ごさなかった。

「──大丈夫！」

　柊夜の右手を握りしめて胡桃は思わず強くそう言っていた。

　柊夜が酷く不安を感じているように見えたのだ。

　夜の力に昼の自分が吞み込まれるとでも思っているのかもしれない。

　根こん拠きよも理由もない。

　ただそう見えただけ。けれど、もしそうならば、伝えたいことがある。

　間違っていてもいいから、伝えておきたいことがある。

「変わらへんよ。昼でも夜でも、柊夜が柊夜であることに変わりはない。あたしの目の前にいる柊夜が全てで、どんな力があろうとなかろうと、なんにも変わらへんから、大丈夫」

　胡桃の言葉に目を見ひらいて動きを止めた柊夜が、沈黙の後にフッと笑った。

　その途端に魔法が消えるように艶やかさが消えて昼の姿に戻る。

　地味で存在感が薄く冴さえない姿。

　けれど深く安あん堵どしたような笑みはとても綺麗だった。

　その時になり、柊夜の手をつかんでいたことに気がついた胡桃は、そっと放そうとしたが、なぜか柊夜に握りかえされてしまい、一気に挙きよ動どう不ふ審しんになる。

「ななな、な…………？」

「五條さんの手、こんなに小さいのに……」

　静かな低い声をこぼした柊夜が、握る手に優しく力を込めた。

　包み込まれた手のひらに心臓が移動したかと思うほど脈打つ。

　緊張と恥はずかしさに胡桃は肩をすくめてしまう。まるで愛しい者を見るような眼差しを見せた柊夜が、空いている左手を胡桃の髪へと伸ばした瞬間。

「あああ──っ！　またクマに戻っちまった！」

　クマのぬいぐるみに戻ってしまった銀太が、ピョンピョンと小さく跳ねて抗こう議ぎの声を上げたから、柊夜はサッと胡桃から離れた。

「なんだよ、えええ！　またクマかよぉぉ」と、小さい手足でジタバタしている銀太の姿がやけに可愛らしくて、二人で顔を見合わせると、思わず笑ってしまった。

　まだ脈みやく拍はくがてんでバラバラに乱れていることも、耳が熱くなっていることも隠して胡桃は笑い、柊夜も肩を震わせて笑っている。

　笑い終えた柊夜が、ごめん、と悔いたような声で謝った。

「俺にもっと力があればこんな危険な目に遭わせずにすんだのに……逃げるような言葉を言ったりして、情けないな、俺」

「柊夜のせいちゃう、というよりは忠告を無視した……あたしの自じ業ごう自じ得とくやねん」

　笑いを見せたが半分泣きそうになる。

　自業自得──今の状況をなんて端たん的てきに表してしまう言葉だろう。

　沈んでしまう気持ちを無理やり持ち上げて笑顔を作る。

「あたしが今生きてんのは銀太と柊夜のおかげや。命の恩人やん。あたしと望愛ちゃんの命の恩人──」

　そこまで言ってから望愛と越野先生のことをすっかり忘れていたことに気がついて、窓際を見遣る。柊夜も振り返って二人はそのまま硬直した。

　越野先生が意識を取り戻した望愛をギュッと抱きかかえている。

　そして望愛も包帯の巻かれた腕で越野先生にすがりついている。

　そう……まるで、恋人同士のように。

「高城……高城……！」

　望愛を抱きしめながら何度も何度も名前を呼ぶ越野先生の声が震えている。

　その声が単なる「無事で良かったな、高城」だけでないことはすぐにわかった。

　先生の胸に顔を埋める望愛の態度も、単に「先生、怖かったです」の意味だけではないことも、これまたすぐにわかってしまった。

（ま……まさか……？）

　思い返せば──今まで何人もの人に告白されてきた望愛。

　カッコイイ先輩から、注目の新入生、サッカー部の部長やら。それでも一切彼氏をつくらなかった望愛。

　そのうちに「案外ブス専かも」だの「デブ専なんだって」「いやチビ専とみた」とまで憶おく測そくが飛び交い、外見に自信のない男どもまでが告白し始めたほど。

　人気では胡桃に及ばずとも、告白された数なら望愛の方が多いと思われる。

　それでも誰とも付き合わなかった望愛。

　どうして、と問いかける女子にもひっそりと笑うだけ。

　──好きな人がいた。

　そう考えれば答えは早かったのではないか。

　今や越野先生は胡桃と柊夜がいることなど意識の範疇から吹っ飛んでいるのだろう。

　望愛の髪の毛を何度も何度も撫なで上げながら抱きしめている。

　ぶっ倒れてしとめられた猪いのししのような有馬先生の存在も、もちろん綺麗に消え去っていることだろう。

　戸惑う胡桃に向かって柊夜は軽く苦笑して、それから小さな声で言った。

「盛り上がり中の二人には悪いけれど、そろそろ通報しなくちゃね」

「通報？　警察に？」

「ああ。有馬先生にはきっちりと社会的制裁を受ける義務がある。あやかしに乗っ取られたのは自分の心に闇があるから。魂まで融合してしまったのは執着が強すぎるからだ。先生が引き起こしたことは事実で、それは裁さばかれるべきことだ」

　そうだね、と胡桃が同意をすると柊夜は黙って立ち上がって越野先生と望愛の方へと足を進めた。
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　病院内で騒ぎになり、様々な声や足音が響いてきてもまだ有馬先生は倒れたままだった。

「本当に昏こん倒とうしているだけなんだろうね」

　越野先生が不安げに問いかける。

　今や隠すつもりもなくなったのだろう、望愛の肩を放すまじとばかりに抱き寄せ、同じように望愛も離れるものかとばかりに先生に寄りかかっている。

　看護師たちも駆けつけてはいたが、警察が来るまで部屋のものを触ってはいけないとばかりに一歩も入ってこない。

　別に殺人事件が起きたわけではないのだから、現場保存する必要はないと思うのだが、倒れている有馬先生の姿がまるで死体にでも見えるのか一向に入ってはこなかった。

　警察に通報してから柊夜は、「死者が出ているわけではないからそれほど厳重ではないだろうけど」と言いながら、ここにいる全員が事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けるだろうと告げた。

「五條さんは先生に首を絞しめられて意識を失っていたことにしておいて」と言われてコクコクと頷く。

　望愛は有馬先生が倒れてから気がついたらしいから良いとして、越野先生はどこまで見ていたのだろうかと柊夜は確認をしていた。

「すまん……気がついた後、放り出された高城が気になって、ついそっちを優先して助けてしまった。それからは高城の怪我がどうか、息はあるのか、そんな確認をしていたからそっちで何が起こっているのか何も見ていなくて。まさか五條が首を絞められていたなんて、気づかなくて申し訳ない」

　そこまで望愛だけを見ていたのなら、もう何も言いませんと二人は心の中で突っ込んだ。

「いやあ、しかし月瀬は見た目より強いんだなぁ。どうやってあの有馬先生を倒したんだ？　あれか、あれ。首の後ろをトンってやるやつか？」

「…………え？」

「ほら、よくあるだろう。トンって首の後ろを叩くと倒れるやつ。柔道有段者の有馬先生に傷一つないしアレでやったんじゃないのか？」

　それ現実で見たことないですけど、と柊夜は問いたそうな目をしている。だから代わりに胡桃が聞いた。

「それ、科学的には本当にできるのでしょうか？」

「科学っていうか医学的に、だろうね。実際には見たことないけれど、テレビじゃよくやってるから……できるんじゃないかな？」

（憶測かい！　科学の先生のくせに憶測って、しかもソースはテレビかい！）

　激しく突っ込みたくなった胡桃であった。

　結局望愛のことしか見ていなかった越野先生も問題はなさそうだ。

「生徒が先生の背中に刃物を……」などと新聞の一面になりそうな爆弾発言をする心配はないだろう。




　警察の到着を待つ妙な緊張感の満ちる病室で、胡桃と柊夜は壁にもたれながら並んで床に座り込む。

　銀太は思わぬ時に妖よう力りよくを使ったことで疲つかれたらしく、完全にただのぬいぐるみになり柊夜のポケットに入り込んで、今は深く眠っている。

　柊夜は片足を投げ出して座り、頭を壁にもたれかけさせて虚こ空くうを見つめ、黙りこくったままこちらを見ようともしない。そんな柊夜の態度に胡桃の心は痛む。

　打ち付けたところや擦すりむいたところが痛むけれど、それ以上に心が重くて、そんな気持ちと真反対に、吞のん気きにまぶしく差し込む陽射しに瞼まぶたを伏せる。

　沈黙が重たくて胡桃はたまらずに話しかけた。

「あの……助けに来てくれてありがとう」

「お礼なら銀太に言って。あいつがどうしても行くって言ったんだ」

「そっか……せやけど柊夜が来てくれて心強かったし、嬉しかってん、ありがとう。それに柊夜に怪我がなくて良かった」

「……うん」

　柊夜の返事は小さい。

　照れているようにも怒っているようにも聞こえて、おずおずと胡桃は問いかけた。

「あの……勝手なことしたから、怒ってる……んやんね？」

　問われた柊夜は軽く首を傾げる。

「俺が？　怒ってるって？」

「う、うん……。だってもう関わるなって言うてたし……あたしの勝手で柊夜を苦しめたんやし……ごめんなさい」

「怒るっていうか……」

　はあ、と大きく息をついてから柊夜はそっと瞼を伏せてボソリと呟いた。

「てか、心配させすぎ」

　言って軽く力を抜いた柊夜がゆっくりと胡桃の肩にもたれかかる。

　ふわりと感じる重みに全身が縛られたように固まる。

　柊夜の髪がさらりと頰に触れて息が止まる。

　触れているところから体温が上昇して、みっともないほど胸がドキドキと鳴り、部屋中に聞こえてしまいそうだ。
















　軽く胡桃にもたれかかる柊夜は、瞼を伏せたまま聞こえるか聞こえないかの声でささやいた。

「……だから放っておけない。もうムリ」

　言ってから、すぐにクスクスと柊夜は笑い始めた。

　触れている肩が柊夜の笑いに合わせて揺れることにドキドキする。温もりがじわりと伝わり落ち着かなくて、胡桃は「な、なんで笑ってんのや」ときつい言い方をしてしまう。そしてそんな言い方をしてしまう自分にまたちょっと落ち込む。

　柔らかく目元を緩めている柊夜は胡桃にもたれながら、だって、と息を整える。

「あんな緊迫して殺されそうになってるのに『人殺しはアカン！』って『自首しろ』だとか……なんか笑えた」

「ちょ……笑いごとちゃうで？　人殺しになってしもたら後の人生全部棒に振るんやで？　柊夜の先行きが真っ暗になったらどないしようって、本気で心配したんやからな！」

「そっか……心配してくれたんだ……」

　ボソリと呟いた柊夜がまた肩を揺らして笑った気がしたから、もう一度文句を言おうとしたが、すぐにバタバタと複数の忙せわしない足音が響いてきた。

　警察が到着したようで、一気に部屋の外が騒がしくなる。

　覗き込んでいる看護師を押し退のけながら警察官が駆け込んできたのを見て、柊夜は眼差しを引き締めた。
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　警察で一人ずつ事じ情じよう聴ちよう取しゆが終わってから、全員学校に戻るように校長から指示が出た。

　まだ治ち療りよう中ちゆうの望の愛あを残して越こし野の先生と柊しゆう夜やと胡桃くるみがタクシーで学校へ戻ってきた時には、すでに夕方の六時半を過ぎており、辺りは暗くなり始めていた。




「お腹空すいたね」

　越野先生が廊ろう下かを歩きながら苦笑い。

「カツ丼どん、出ませんでしたね。期待をしていたのですが」

　胡桃の言葉に越野先生がすぐに反応する。

「あれはやっぱり犯人じゃないと出ないんじゃないかな」

「そうですか、犯人さんにしか出さないものだったのですね」

　納得した胡桃に柊夜が突っ込んだ。

「違うだろ。あれはドラマの話だから。先生もテレビの影響を受けすぎじゃないですか？」

　そうか？　と笑う越野先生の顔色はあまり良くない。

　今から待ちかまえていることを思えば、ズシンと気が重くなるのも仕方ないだろう。

　重い足取りで三人は校長室の扉とびらを開いた。




　窓を背にした大きな机とセットの立派な椅い子すに座る校長が、険けわしい表情をしながら入ってきた三人を睨にらんでおり、応接用のソファーに座るように勧すすめられても素直に座るのがためらわれた。

　室内は張り詰めた鋭するどい空気が満ちており、胡桃は刃やいばを突きつけられている気分になる。

　胡桃を真ん中にして三人が並んで座ったのを見届けてから、校長が不ふ機き嫌げんを隠かくさずに尖とがった声で切り出した。

「どうして先に学校に報告もせず、こんな勝手なマネをしたんだ」

　直接警察に報せたことで事件が公おおやけになり、マスコミなどにも広がったことに校長はいたくご立腹だった。心中を表すように机を苛いら立だたしげにコツコツと指先で叩たたいている。

「越野先生が一緒にいながら、どうして警察になど通報させたんだ」

　一大スキャンダルだ。

　先生が生徒を窓から転落させ、さらに病室まで押しかけてまた襲おそおうとしたなんて、衝しよう撃げき的てきなスキャンダル。学校側がピリピリするのもわかる。

「すみません、警察に通報したのは俺です」

　頭を下げた柊夜に校長は叱しつ責せきを飛ばす。

「差し出たマネを！　全く、世間の常識も知らずに勝手なことをしてくれたものだ」

（な、なんて言いぐさやの？）

　柊夜は何も悪いことなどしていない。

　先に学校に報せたからといって、あの事件を隠すことも、もみ消すこともできなかったはずだ。

　言いがかりも甚はなはだしいのに、自分の意見が正論だとばかりに柊夜と越野先生を責め立てる校長を胡桃はキッと睨んだ。

　その反抗的な眼まな差ざしに気がついたのか、今度は胡桃へと顔を向けて校長は眉まゆ根ねを寄せた。

「君も学校を抜け出して病院に行くなど、停てい学がく処しよ分ぶんは覚かく悟ごしておくことだな。そもそも君の身勝手な振る舞いがこんな事態を引き起こしたんだ。君が有あり馬ま先生を追い詰めたも同然だ。しっかりと反省しなさい」

　はあ？　と言いそうになって言葉を吞のみ込んだ。

　何をどう解かい釈しやくすれば「有馬先生を追い詰めた」ことになるだろう。

　この人は……と胡桃は啞あ然ぜんとする。

　体てい裁さいや面子メンツを守ろうとして、なんて醜みにくい言葉を吐はき出しているのか。

「お言葉ですが」

　越野先生が立ち上がって言った。

「五ご條じようは何も悪くありません。彼女が駆かけつけなければ高たか城ぎの命は危なかったんですよ？　責める場所が違いはしませんか？　生徒の命を守れたこと、それは褒ほめられるべきことで、学校の評判云うん々ぬんは二の次、三の次ではないですか？」

「考え違いをするな。学校があって生徒がいる。こんなことで騒がれて、受験生である三年生はどう思う？　入ったばかりの一年生はどう思う？　これから受験しようと思っている中学生にどれだけの影響を及およぼすと思っているんだ？　それを一いつ介かいの生徒の無む謀ぼうな行動でめちゃくちゃにされたんだ、退学処分にしてもいいくらいだ！」

　ダン、と強く机を叩いた校長の剣幕に胡桃はビクッと肩を揺らした。

「五條とか言ったな、君は」

　苛いらついた校長に呼ばれて胡桃は消え入る声で「はい」と小さく返事をする。すぐに憎悪と嫌悪の混じった声が発せられた。

「友人の為だかなんだか知らんが、有馬先生を追い詰めた君一人の身勝手な行動のせいでこの学校全体、いや、下へ手たをすれば近隣の学校にも迷惑をかけたのだぞ！　謝あやまってはい終わりです、などですまされる問題じゃない。こんなマネをしてどうするつもりなんだ！」

　ガンガンと拳こぶしで強く机を叩く校長の剣幕に圧おされて、胡桃は顔を上げられない。

　どうして自分はここまで攻め立てられなくてはならないのか、胡桃には大人の複雑な思惑はわからない。ただ自分が蛇だ蝎かつの如ごとく、校長から憎まれてしまったことだけはわかった。

　これほどまともに強く大人の嫌悪と叱責を受けて、とても言葉では言い表せないほどの衝撃を受ける。

　──怖い……。

　冷たく深い沼の中に一人放り出されたような恐怖。

　伸ばした手を誰にも助けてもらえないままにズブズブと沈み込んでいく気分。

　全ての体温が失われていく感覚に震ふるえる。

「校長先生！　五條さんを責めるのはやめてください」

　柊夜が叫ぶと同時に、越野先生も「そうです、間違ってます！」と、胡桃の前で両手を広げて庇かばってくれた。

　ハッとして柊夜を見上げる。

　眼めがね鏡の奥の目に怒りを含み、睨みつけてくる校長と対たい峙じしていた。

　自分の為に立ち向かってくれている人がいる。手を広げて守ってくれる大人がいる。

　そう思うと泣きたくなってきた。

　柊夜と越野先生の行動は、恐怖と絶望の暗い底なし沼に落ちた胡桃の手をつかんでくれた。

　ギュッとスカートを握りしめながら胡桃は唇を嚙かみ締める。

　嫌悪を向けられ威圧される怖さと、守ろうとしてくれている思いの安あん堵どに感情がかき混ぜられて泣きそうになる。

　大きく息を吸い込んでせり上がってくる涙を吞み込み、小さく鼻を啜すすり上げた。

　隣に座る柊夜がチラリとこちらを見たのがわかったが、顔を上げることはできない。今、顔を上げたら涙が堪えきれずに流れてしまいそうだ。

　静かに視線を外した柊夜がいきなり立ち上がり、きっぱりと告げた。

「校長先生、通報したのは俺です。五條さんは友達を助けに行ったのに、それを責めるのは間違いです。俺の行動が学校の益にならないことだったと非難されても、彼女が非難されるいわれはありません」

　生徒の反乱に、校長は一瞬だけ身を引いたがすぐに体勢を立て直して不ふ愉ゆ快かいそうな表情を見せた。

「今はそのことについて話しているのではない。勝手に横から口を出すな。子供の言い訳など今は取り上げていない。何も言わなければ処分も軽いものにしてやろうものを。黙って座っていなさい」

　ギロリと睨みつける目は、生徒の介入を許さないと言っている。

　だが──。

「俺の処分などどうでもいいです」

　さらりと流してから柊夜は急に声音を和やわらげて続けた。

「それよりも校長先生は知っていますか？」

　唇を薄く引いて余裕の笑みを浮かべる柊夜に校長は怪け訝げんな表情になる。

「何を、知っていると？」

「とても興味深い話なのですが……」

　クスッと小さく笑ってから柊夜は笑んだまま、芝居がかった動作で眼鏡を外し、ポケットにしまった。

「実はこの学校にはたくさんの得体の知れないものが潜ひそんでいて、有馬先生もそれに取り憑つかれていたって話ですよ」

「はあ？　君、何を……」

「だから有馬先生は悪あしきものに取り憑かれていたって話です」

　突とつ拍ぴよう子しもない柊夜の言葉にポカンと校長は呆あつ気けに取られている。さしもの越野先生も何も言えずに戸惑って柊夜を見つめている。

「あやかし……いえ、生徒を蔑ないがしろにして傷つけた先生を恨うらんでいる生いき霊りようでしょうか？　嫌がらせをした先生に取り憑いて殺そうと残留しているのかもしれません。見えませんか？　校長先生のように生徒を物のように処分する先生を恨んでいるみたいですよ？　それに惹ひかれて他のあやかしも集まってきてるようです」

（柊夜、急に何を……？）

　何度かまばたきをした校長は、小こ馬ば鹿かにした笑いを貼はりつけながら柊夜を目で威圧した。

「全く何を言い出すかと思えば。それで脅おどしているつもりか？　笑い話にもならないな。霊れいなどと子供だましな。馬鹿げた話をしている無む駄だな時間はないのだから──」

　そこまで言った校長は続きの言葉を失う。

　じわじわと、勝手に出入り口の扉が開かれていくのが目に入ったのだろう。

　さらに背後にある窓が強い風も吹いていないのにガチャガチャと派手な音を立てる。

　まるで中に入れてくれと、何者かが叩くように。

　音もなくゆっくりゆっくりと焦じらすように徐々に開いて行く校長室の扉。不気味なほどゆっくり開く扉に、部屋の空気がピンと張り詰める。

「わ、悪ふざけはやめなさい！　入るならノックをしてから入りなさい！」

　誰か生徒の悪ふざけとでも思ったのだろう。校長が厳しい口調で扉へと向かって叫んだその途と端たん──。

　ダンダンダンダン！

　めちゃくちゃに扉が叩かれて酷ひどい音が部屋を満たす。

　それでも校長は気丈に「誰だ！」と大きな声で威い嚇かくしたが、その声に被かぶさるように窓の鍵かぎがガチャンと音を立てて勝手に外れて窓が大きく開かれた。

「あ～あ、入る許可を与えてしまいましたね……」

　柊夜の呟つぶやきは溜ため息いきと苦笑交じりだった。

　開け放たれた窓の外はもう闇やみ。

　柊夜が艶つやを帯びる。

　開かれた窓と扉から、ぞろりぞろりと湧わき出るように小さなものからそれなりの大きさのものまで、あやかしが入り込んでくる。全部、柊夜目指して。

「な……な……なん……」

　声も出ないのか校長は呆ほうけたようになって椅子にしがみついて、ガタガタと震えている。酷い取り乱しようだ。

　柊夜がすっと校長の側まで行って、前髪を無造作に搔かき上げて艶を帯びた目で笑った。

　柊夜から一気に立ちのぼる艶あでやかさ。まるで華やかで高貴な蝶ちようが夜の中に舞い降りたよう。柊夜だけが淀よどんだ空気から一人浮いて見える。

　妖あやしく誘ゆう惑わくするような薄い笑みを浮かべた唇で「先生」と校長の肩に手を置いた。

　それだけで校長は過か剰じように肩を跳ね上げる。

　目の前の混乱しきった様子がまだ現実だと捉とらえ切れていない様子で、焦しよう点てんの合わない目で柊夜を見上げた。

　校長の肩に手を置いたまま柊夜が耳に顔を近づけてささやく。

「早く彼女への理り不ふ尽じんな処分を撤てつ回かいした方がいいですよ。ほら、早くしないと校長先生も有馬先生のように取り憑かれて犯罪者になってしまう」

　今や校長の座る机の周囲にゾロゾロとあやかしどもが群むらがる。

　その様はまるで校長に取り憑こうとしているように見えた。

　もちろん実際は少しでも柊夜に近寄りたいとあやかしたちはキイキイと喜び勇んで彼を目指しているのだが、そんなことを知る由よしもない校長は本気でおびえた。

「ひっ、ひいぃぃぃぃ───!!」

「さあ早く、彼女の処分はナシだと、責めることはしない、自分が間違っていたとはっきりと言ってください」

　そう言えば助かるのか、とすがりつく目で柊夜を見上げる校長に、柊夜は艶めいた笑みを浮かべて頼もしげに頷うなずく。

　相手が生徒であるとか、ついさっきまで小馬鹿にしていた相手だとか、そんなことは完全に吹き飛んでいるのだろう。校長はガタガタと震えながら柊夜の腕をつかむ。

「わかった、わかったから助けてくれ！　処分などしない、彼女を責めたのは間違いだ。だから助けてくれ……私を助けてくれ！」

　最後は悲鳴になってしまい、柊夜に抱きついて身をよじっている。

　威い厳げんも何もない校長を柊夜は冷たい眼差しで見下ろして静かに告げた。

「それは本当ですね？　彼らは欺あざむけませんよ？」

「本当だ、ウソなど言わない。決して生徒に不当な処分などしない」

「では出て行けと、強く念じながら叫んでください。俺も一緒に言いますから」

　コクコクと頷いた校長は、大きく息を吸い込んでから叫んだ。







「「出て行け！」」




　柊夜の声が重なる。

　その途端にうぎゃうぎゃと我が物顔で騒いでいたあやかしがピタリと動きを止めて静まる。一いつ斉せいにおびえたように動きを止めるあやかしたち。

「さあ先生、もう一度、出て行けと叫ぶんですよ」

　柊夜に促うながされて校長は大きな声で「出て行けぇぇ」と何度も叫んだ。

「さあ、出て行けよ、おまえたち」

　叫んだ校長に続いて柊夜は低くよく通る声で睥へい睨げいしながら告げる。

　まるで君主が家臣に命令をくだすような言い方。

　眼差しも、従って当然だと言わんばかりの強さが含まれていた。

　柊夜の声を聞いた途端にあやかしたちは慌あわてふためいて扉の外へと逃げ出し、あっという間に全て消え去ってしまった。

　騒ぎが静まり取り残された先生方は何も言えないまま、ただシンと静まりかえる。

　背筋を伸ばし、妖よう艶えんな笑みを浮かべる柊夜は、その場に君くん臨りんする王のように見えた。

「封」と小さく柊夜が口の中で呟いたのを聞いたのは、多分胡桃だけだろう。

　校長も越野先生もまだ状況を把は握あくできずパニックから回復していないようだ。

　椅子にすがりついて震える校長は茫ぼう然ぜん自失の体ていで言葉を失っていた。

「…………なっ」

　長い沈ちん黙もくの後、最初に声を出したのは越野先生だった。

「な、なんだったんだ、今のは……。あれが……あの時、有馬先生に取り憑いていたモノなのか？」

「そうだと思いますよ」

　笑顔で柊夜が答えると、校長の目が揺れながら柊夜に向く。

　場を支配するのが当然だと言わんばかりの柊夜の姿は際立っている。華やかで艶やかな姿は他の何をも圧倒するだけの存在感。

　そして余裕の笑みを口元に浮かた。

「病院で見た有馬先生はどうみても尋じん常じようではなかった。ですよね、越野先生。多分、あれに取り憑かれていたんですよ」

「おまえか！」

　いきなり校長が立ち上がってすぐ隣に立つ柊夜の肩を強くつかんで、もう一度叫んだ。

「おまえがさっきのやつらを扇せん動どうしていたのか！」

「まさか」

「じゃあ、なぜそんなに落ち着いていられるんだ！　ふ、不自然じゃないか！」

　いきり立つ校長の剣幕をさらりとかわして柊夜は口元に笑みを浮かべている。

「先生、生徒っていうのは学校の怪談が好きなんです。しかも噂うわさの速さは侮あなどれませんよ。俺だって噂でしか知らなかったんですから。でも有馬先生のあの姿を見た時から噂は真実だったんだって、そう思ったんです」

　柊夜の答えはウソだ、と胡桃にはわかったが、柊夜の言葉を聞いた校長は力尽つきたように椅子に座るや、項うな垂だれた頭を抱えながら呻うめいた。

「な、何を……何を考えていいのか……わからない……。有馬先生は、尋常ならざる様子だったのか？　越野先生」

「はい。今思えば、確かに人間とは思えない表情をしていましたし、言葉も届きませんでした。それに力も眼差しも動きも尋常ではありませんでした」

　越野先生の返答に、校長はゆるゆると首を振ると目を閉じてなおも壊れた玩おも具ちやのように首を振った。

「そんなこと……どう説明すれば……。この騒動を……どう収拾すれば……。取り憑かれたと言えば私の責任にならないのか？　しかし誰も信じてなどくれないだろう？」

　項垂れてしまった校長に、越野先生が立ち上がって落ち着いた声を出した。

「校長、しばらくは騒ぎになりますが、我々がすることは生徒と学校を守ることです。真しん摯しに対応して真正面から受け止めましょう。霊の話は見た人にしかわかりません。今は有馬先生が事件を起こしてしまったことだけ、それだけを説明しましょう」

（意外や……）

　説得する越野先生を胡桃は見直す。

　ひょろっとしたもやしみたいな先生だと、頼りがいのなさそうな先生だと、そんな程度の認識だった越野先生だが、意外にも素早く衝撃から立ち直ってきっちりと校長に向かいあっている姿はとても頼もしかった。

（うん、ええわ。越野先生やったら望愛ちゃんのこと任せたるわ）

　あんたは保護者か！　と突っ込みを入れられそうなことを心の中で考えながら、そっとソファーに戻ってきた柊夜へと顔を向ける。

　眼鏡を元通りにかけて前を向く姿は、不思議なことにどこかさっぱりとして見えた。

　なんで、と胡桃は問いかけたい思いばかりだ。

　どうして人前にあやかしを呼び寄せたのだろう。人に知られることに躊ちゆう躇ちよがあるように見えたのに、どうして柊夜はこんなことをしたのだろうか。

　やがて胡桃と柊夜は程なくして解放された。

　疲れ切って憔しよう悴すいした表情の校長は、まるで憑きモノでも落ちたようで、「感情的になってすまなかった。家に帰ってよく休みなさい」と労ねぎらうと、かすかに頷き送り出してくれた。
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　校舎の中を照らしている人工の灯あかりから吐き出された胡桃と柊夜は、すっかり闇に沈んだ校門へと黙ったまま歩く。

　色々と聞きたいことも言いたいこともあるのに、ざわつく葉は擦ずれの音の中を歩いているとこの静せい寂じやくを壊したくなくて口を開けないでいた。

　土の匂においがする。夜になると五感が研とぎ澄すまされるのだろうか。いつもなら気にもならない匂いや音にやけに敏びん感かんになってしまう。

　半分欠けた月が静かに浮かんでいる。

　閉じられた校門の横にある通用門に手を掛けた柊夜に、胡桃はようやく尋たずねた。

「なんで、あやかしを呼び寄せたん？」

　門を開ける手を止めて振り返った柊夜が軽く唇を嚙んだ。

「五條さんを傷つけようとする校長が許せなかった……。俺にはあんなやり方しかできない。越野先生のように言い返すこともできないし言ったところで生徒の分際でとあしらわれる」

「もしかして……あたしを守ってくれるために？」

　驚いて見つめ返すと、柊夜は眼鏡の奥で目を細めながら恥はずかしそうに俯うつむく。

「守るって言うか……俺が我慢ならなかったんだ。大切にしたいと思うものを傷つけられることに、我慢できなかった」

（……な、なんちゅうことを！）

　多分、柊夜は特に含みもなく言った言葉なのだろうが、まるで胡桃を大切にしたいと言っているように聞こえてしまい、胡桃は悶もだえる。

（しれっと言うなぁ！　しかもそんな照れたような態度はあかんやろうぅぅぅ。あんたは天然か？　天然物か？　た、大切にしたいやなんて……いやいや、だいたいあたしはこいつにフラれたんやし……ってそうやん！　フラれてんねんし、ありえへんよな……）

　フラれたことを思い出した途端、鋭い痛みが胸に突き刺さった。

　告白して断られた時は、正直怒り（もしくは逆さか恨うらみ）ばかりだったのに、どうして今頃、痛みを感じているのだろう。指先までジンジンと痛む。

　誤解しそうになっていた自分を心の中で戒いましめる。こうして一緒の時間を過ごせるだけでも充分じゃないかと言い聞かせる。

　痺しびれを感じる指先を握り込んだ胡桃は、思考を振り切るようにぐっと顔を上げた。

「せやけど、あんな風に先生たちにあやかしの存在を明かしてもよかったん？」

　ああ、と柊夜は一度ゆるりとまばたきをした。

「いいんだ。あやかしの存在がそこに『ある』と人が知ることであやかしの存在が保たれる。まあ、どうせ俺たちが側にいなければ普段は見えないから、そのうち都合の良いように記憶から消されてしまうだろうけどね」

　闇や畏い怖ふを失った世界にあやかしは存在できない。そんなことを確かに銀ぎん太たから聞いていた。

「そっか……あやかしも結構大変な暮らしをしてはるんやなぁ。けどあんまり多いのもどうかと思うし」

　まぁ、だからね、と胡桃は引きつりながら笑った。

「とにかくこの状況をなんとかして欲しいねんけどぉぉぉ！」

　両手を広げて周囲を指し示す。

　そこにはまるでアイドルを見つけて寄ってきたファンのような人垣ならぬあやかし垣ができ上がり、柊夜と胡桃をぐるりと取り囲んでいた。

　いつもの如くネコだかイヌだかわからないモノから、目が一つだの腕や足がやけに多いモノだの銀太曰いわく「雑ざ魚こ」たちがワサワサ集まっている。

　あはは、と笑った柊夜を胡桃は軽く叩いた。

「笑いごと違いますよ、歩けません！」

　叫んだ胡桃の声に、ようやく起きてきたのか、柊夜のポケットからビーズの目をこすりながら銀太が顔を覗のぞかせた。

「なんだぁ？　なんの騒ぎだよ」

　今まで存在を忘れていたことは本人には内緒にしておこうと思いながら、胡桃は銀太に「あやかしがわんさか集まってきている」ことをぼやく。

「でもよう、しゃあねえだろう。柊夜の色いろ香かに惑わされねえあやかしはいねえんだ。そりゃぁ、もうむしゃぶりつきてぇくらいなんだからな」

「うっわぁ、その言い方、引くわ……」

「引くって、おい、酷くねえか？」

　二人のやりとりをしばらく見ていた柊夜がふと尋ねた。

「五條さん、これ、怖くないの？」

　問われて、今さらと胡桃は呆あきれる。

「もう怖くないわ。なんかわかった。ほんまに邪悪な感じがどんなんか。この子らは悪いもんやない感じがしてる」

　そう答えた胡桃に、すぐ銀太が反応する。

「でもあやかしは人の恐怖や恐れが大好きなんだぜ？　油断するなよ、胡桃」

「わかってる」

「いや、胡桃はぜってぇわかってなさそうだ。アホだし」

　銀太の呟きに柊夜が言い返す。

「銀太、心の声が洩もれてる。本音は口に出しちゃダメだから」

「あんたら失礼やねんけど」

　きっちりと突っ込んでおいてから、胡桃はもう一度言った。

「とにかく、この子らは悪い感じがせえへん。それに──」

　頷いてから胡桃は柊夜に視線を移して微笑ほほえんだ。

　それこそ、愛らしい天使の微笑みで。

　男も女も思わず一緒に微笑みたくなるような、柔らかで愛らしくて無む邪じや気きな笑み。その笑みのままで胡桃は柊夜へと手のひらを差し出した。

「柊夜がいたら怖くない。今はクマの姿やけど銀太もおる。ほら、手ぇ出して」

　戸惑った様子で言われるままに柊夜は自分の手を胡桃の小さな手に重ねる。とすぐに胡桃はキュッと握りしめた。

「五條さん？」

　ふふふ、と愛らしく笑う胡桃がひと言、ぼそっと告げる。

「早く、ここから逃げるで！」

　途端にグインと無理やりに引っ張って校門の脇わきの通用門へと駆け出す。

　背後で「キイィ！」とお目当ての柊夜を奪われた小さなあやかしたちの叫び声らしきものが響く。

　人の世であれば、「いやぁ～、柊しゆうさま待ってぇ～」とでもいう声だろうか。

　胡桃は古い映画のワンシーンを思い出しながら走っていた。

（なんかあったあった。結婚式に男が花嫁を連れ出すやつ。……って、あたしが男役になってるやんか！）

　自分に突っ込みながら走る。

　ぞろぞろとついてくるあやかしには、以前聞いたとおりに「なわばり」がそれぞれにあるのか深追いはしてこない。学校の通用門のところから「あああ～、柊さまぁぁ」とでも言いたそうな雰囲気で見送っていた。

　夜の道は通い慣れた通学路でさえ全く違う表情を見せている。

　照らし出す外灯、光の届かない暗がり、家から洩れる光、黒く見える植え込み、白く浮かんで見える道路の止まれの文字。

　その中を二人で走っている。振り返った胡桃は走りながら問いかけた。

「もう追って来てへんの？　もう大丈夫なん？」

　なぜか柊夜は嬉しそうに満面の笑みで手を引かれている。そして胡桃の問いかけに弾はずんだ声で答える。

「大丈夫、大丈夫。もう来てないよ」

　その答えに安心した胡桃が、足を止めてから柊夜の手を放した。

「五條さん」

　なに？　と言いたいけれど、はあはあと息が荒れていて声は出せそうにないから、目で聞いた。

　柊夜はいくらか肩を上下させているけれど、そんなに呼吸が乱れている様子はなく、基礎体力の差を見せつけられる。

「衝撃的だよね、五條さんって」

「はあ？」

　人に向かって衝撃的と言うのは、褒め言葉なのか貶けなしているのか、それとも嘲あざ笑わらっているのか、どれなのか胡桃には判断ができなくて、いぶかしむしかない。

「ほんと……衝撃的で、爆弾みたい。いや直下型の地震？　う～ん、なんて言うんだろう。暴発する銃じゆう？」

（…………うん、わかった。褒め言葉ではないことは、充分にわかった）

　まだ何かに例えようとしている柊夜に胡桃は冷ややかな目を向ける。

「もう、いい。もう例えはいらん。充分にわかった」

　そう？　と笑う柊夜に不本意ながらドキッとしてしまう。

　それは、座敷わらしに向けて微笑んだ時と同じ優しい笑みに見えた。

　向きあったままでは恥ずかしくて、視線を足元に落として自分のつま先を見る。

　学校指定の革かわ靴ぐつの先が擦すれて色が薄くなっている。もうサイズは変わらないから一年生の時から履はいているけれど、買い直しをしないと、なんて考えて俯いていたから、ふいに頭に温ぬくもりを感じて思わずなんの迷いもなく顔を上げてしまった。

　瞬間、息が止まる。

　思考が真っ白になる。

　柊夜がすごくすごく柔らかな眼差しで見下ろしていたから、そして壊れ物を扱うような仕草で優しく髪を撫なで下ろしてくれているから……だから息もできない。

　息を止めて見つめていると、柊夜がポケットから何かを取り出した。

「この鈴を……」

　取り出したのは破は魔ま鈴すず。病院で柊夜へと渡したもの。

　夜の仄ほのかな灯りの中でも、不思議なほど銀色に輝いて見える愛らしい丸みのある鈴。

「どうしても持っていて欲しい。五條さんに持っていてもらいたい」

　驚いた。

　柊夜がこんな風にはっきりと意志を持った言葉を言うなんて思ってもいなかったから、胡桃は驚いて顔を上げた。

　返事をしない胡桃をどう思ったのか、柊夜は一層声のトーンを落として続ける。

「持っていないと俺たちとも長く接することは難しい。その為の唯ゆい一いつの物なんだ。でも五條さんがどうしても嫌いやだと言うなら……それは仕方のないことだ」

　ふいと逸そらした眼差しが印象的で、胡桃は呪じゆ縛ばくされたように身動きができなくなる。

　悲しみ、自じ嘲ちよう、おびえ、拒絶。

　どれが正しいのかわからない色々な感情を含んだ瞳はひどく印象的だった。

　きっと、と胡桃は思う。

　拒否されることに傷ついて、それを恐れている。

　あまり周囲と関わり合いを持たずに過ごす柊夜を見ていると、自分のあらましを知られ、拒絶されることを恐れて、それ故ゆえに人と距離を取っているように感じられた。

　それは胡桃も同じ。

　拒絶の深い痛手が怖いから人の前で振る舞うのは虚きよ構こうの姿だけ。本当の自分は傷つけられていないのだと、そう言いたいための予防線。

　それでも傷ついてしまう心。

　きっと柊夜も同じだと感じる。ずっと感じていたシンパシー。

　今も共感している。心が急せかされるほどに柊夜に共感していた。

　だから人と関わることを避さけている柊夜の、この言葉の重みを胡桃は感じる。それを自分に向けて告げてくれたことの重みもはっきりと。

　この鈴を受け取りたい。今、二人の繫つながりの為には受け取る必要がある。

　…………わかっているけれど。

「そ、それは……あの……鈴がイヤとかやなくて……その……中にな、アレがさ、ほら、アレが……」

　急にしどろもどろになる胡桃の言葉に柊夜は眉を寄せる。

「アレ？　なんのこと？」

「ほら、なんていうか……あの、にょろっとした……」

「えっと……よくわからないんだけど、鈴は持ちたくないってこと？　断ってるってことかな？」

「違うねん。あの、そうやなくて……」

　モゴモゴと口の中で言い訳をしていた胡桃が、「あ～、もう、ええわ！」と叫ぶとガバリと顔を上げて両手をギュッと握り締めた。

「よ、弱みとかちゃうねんで。全然ちゃうねんけど、ちょっとな、ほんのちょっとだけやけどな、は、は、は虫類が苦手やねん。でな、この鈴の中……アレ入ってるやろ、アレ。にょろっとしたヤツ。『へ』から始まる、細いにょろっとしたヤツ」

「この鈴の中……？」

　パチパチと何度かまばたきをくり返した柊夜が、ああ、と合点したのか頷いた。

「そうだね。この破魔鈴の中には蛇へび神がみの子供の子ヘビが宿っていて──って、もしかして鈴を返したのは……？」

「そう、見たんや！　あたしは見たんや。鈴の中からいきなりアレが出てきたんを！」
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　そう、それが起きたのは昨晩のこと。

　胡桃はその時、柊夜のことを考えていた。

　望愛の事故から始まった全ての事柄。

　夜の学校、不思議な店、あやかしという存在、妖よう狐この銀太、そして何よりも艶やかで魅力的な月つき瀬せ柊夜。

（柊夜が渡してくれた鈴……）

　愛らしい丸みのフォルム。鳴らないけれどどこか凜りんとした佇たたずまいが美しい。

　線引きをしようとする柊夜。高い壁かべの内側で生きようとする柊夜。

　特別な生き方をしている自分に誰かが関わることを柊夜はとても恐れている。

　そこには何か複雑な思いがあるのだろう。けれどこの鈴がきっと繫がりになってくれるはずだ。

　そんなことを考えながらくるくると鈴を何度もひっくり返したり回したりといじくっていた。大事にしなくちゃ、といつになく心優しい気持ちで鈴を愛めでていた時。




　にょん──と。




　そう唐とう突とつに、にょんと出てきたのだ。

　ソイツが。

　ひっ、と息を吞み硬直した。

　凍りついて鈴から手が放せなかったから、そいつとばっちり目が合ってしまったのだ。

　長い沈黙。

　一人きりの部屋に長い沈黙が落ちて、それから胡桃は鈴を投げ出した。





「うぎゃ──！　で、出たぁぁぁぁぁ！！！」






　コロンコロンと床の上に転がった鈴の、細い穴からにょん、と小さな小さな白しろ蛇へびが顔を覗かせている。

　ひい、とおののいたが、向こうもびっくりしたようで、独特の細い目を見ひらいて（あくまでもそう見えた）ビクッと硬直してからすたこらと鈴の中に隠れた。

「な……な……なんやぁぁ!?」

（今のは、なんや？　めっちゃ小さいけど、アレちゃうの、アレ！　絶対に、アレやろ！）

　ヘビという単語を言いたくなくて、アレ、アレと言ってみるけれど、やっぱり無理。

　どうしても今見た姿が脳内にはばっちりと焼き付いていた。

「ち、小さくても……は虫類はアカンねん！」

　叫びながらジリジリと後あと退ずさる。

　実は胡桃、ヘビ、カエル、トカゲなどが大の苦手。見ることさえイヤなのだ。

「もう触られへん……触られへんけど……」

　怖すぎて触れない。けれどヘビの入った鈴が部屋にあると思うとおちおち眠れもしない。

　進しん退たい窮きわまれり！

　パニックになっている胡桃は自分に落ち着くように言い聞かせながら、スーハーと深呼吸をくり返してみた。

「いや、よう考えてみようや。まずあんな小さいヘビがいるわけない。うん、まずおらん。それにこんな鈴の中には食べ物なんかないし生きてるなんてありえへんな。うん、ありえへん。今のあたしはなんかわからんけど頭がぼんやりしてる。うん、ぼんやりさんやな」

　そう、と言いながら力を込めて立ち上がり床に転がっている鈴をビシッと指さした。

「これは幻覚、気のせい、なんもない。はい、終了！」

　パンと手を叩いて笑い結論付ける。

　そのくせ鈴に近づこうとはしなかった。

　しばし転がって無言を貫つらぬいている鈴と睨みあってから、胡桃はそろりそろりと台所に向かい菜さい箸ばしを持ってくると、鈴についている紫むらさきの組くみ紐ひもを苦労してつまみ鈴を持ち上げた。

　数秒、おそるおそる様子を見ていたが、何も出てくる気配がないと見て取ってから、左手に持っているビニール袋の中にポイッと急いで入れ、袋の口をきつくきつく縛しばり上げた。

「よっしゃ、ミッションクリア！」

　ふう、と額ひたいに浮き出てしまった汗を拭ぬぐうと封印されたビニール袋をさらに小ぶりの紙袋に押し込んで玄関先に置いておいた。

　そうして柊夜に押しつけるように返へん却きやくをしたのは今け朝さのこと。

　袋の中身をゴミとのたまった柊夜に、鈴を突き返した胡桃だった。







　しばらく鈴を挟はさんで沈黙していた柊夜がボソリと問いかけた。

「もしかして、鈴を突き返したのは蛇神のせい？」

「それ以外に理由なんかないわ。全部アレのせいに決まってる！」

「……ヘビ」

　ポトリとこぼれるように呟いてから柊夜はいきなり笑い出した。

「あははは、ヘビって。そっか、ヘビがダメだからだったのか。ヘビって、あははは」

「な、なんで笑うん!?　しかも大爆笑？」

「ああ、もしかして初めて会った夜にあやかしから逃げ出したのも、あれ、でっかい蝦がま蟇がえるがいたからとか？」

「……そうですけど、そ、それが何か？」

　強がって胸を反らしてみたが、さらに声を上げて笑う柊夜に胡桃は「うぐぐ」と唸うなる。

　どうにも弱みを握られてしまった気分だ。

　やけに嬉しそうに笑う柊夜を見て、カミングアウトしたことを後悔し始める。

　笑いを収め、息を整えた柊夜が優しい目で、それでも諦あきらめを含んで寂しそうに笑う。

「そっか、じゃあ無理強じいはできないな。でも破魔鈴がない以上、俺たちと関わり合うことはできないから、こうして夜に会うことはもう二度とできな──」

「ちょっと待ったぁ！」

　柊夜の言葉を勢い良く遮さえぎると、柊夜に急いで問いかけた。

「他にはないの？　その鈴以外に。いや、鈴はええねんけど、中身が……アレやから」

　頑かたくなに『ヘビ』と言わない胡桃が可お笑かしかったようで柊夜の顔が笑み崩れる。

「ちょっ、笑いごとちゃうねんで。一大事やねんけど」

「いや、くふ、わかってる、っふ」

「わかってへん！　いちいち笑いを挟んでるやんか」

「ああゴメン、ゴメン」とちっとも謝っている感ゼロの言い方の柊夜にムッとする。

　軽く息を整えてから柊夜は説明をしてくれた。

「さっきも言ったけど、あの鈴の中のヘビは奈な良らの神聖な三み輪わ山やまの蛇神の子供なんだ。そのヘビが障しよう気きを浄じよ化うかする。しかも鈴自体も吉野の峰みねの霊気を吸い込んだ神社で浄化されている霊力の強いもので、まさに唯一無二の破魔鈴なんだ」

　そうか、と胡桃は納得する。

　それほど貴重な物、あの不思議な店の中でも唯一無二だと言うほどの物を胡桃に与えてくれていたということだったのだ。

（それを簡単に返却しようやなんて……あたし、無神経やったんや）

　それを返すということは、柊夜や銀太との繫がりを返すと同義。返した時の柊夜の気持ちはどうだっただろう。

　自分の弱みをさらすのがイヤだからと、きちんと理由も告げずに突き返すなど、どれだけ酷いことだっただろう。

　うん、と深く頷いて胡桃は決意する。

「無神経に突き返してごめんなさい。もう決めた。決心した。あの鈴、ずっと肌身離さず持っとく。覚悟したから、バーンと渡したって」

　手のひらを上向けてぐいっと柊夜の前に差し出した。

（さあヘビでもマムシでもかかってこいっ。女は度胸や！）

「威勢はいいけど、腰が完全に引けてるよ？　大丈夫？」

　目を閉じて顔も背そむけて手だけをぐいっと伸ばしている姿はさぞかし滑こつ稽けいだっただろう。

　胡桃は覚悟を決める為に、差し出していない方の手を胸元でグッと握りしめた。

「ええの、ほら早く渡して。どんなもんでも我慢できる。もっと柊夜と一緒にいたいし柊夜のことを知りたい。その為やったらどんなことでも大丈夫！」

　言い切ると同時に開いている手のひらに軽い重みがかかる。

（ヘビ入りの鈴が来る───っ！）

　意識がそのことに集中していたから、柊夜の取った行動になんの反応もできなかった。

　鈴が乗せられると思っていた手のひらを、いきなりギュッと握り込まれ、そのまま強く引き寄せられた胡桃は、あっと声を上げる間もなく柊夜の制服の胸に倒れ込む。

　大きな手に包み込まれた手のひらと、頰ほおに触れている制服の生地。

　柊夜の温もりを直じかに感じて胡桃は硬直する。硬直しているのに体中に血が駆け巡り顔も体も熱くなる。

「そんなこと言うなんて……ずるい……」

　胡桃の髪に顔を埋うめた柊夜が抑えた低い声でささやく。

　どうしようもないほど鼓こ動どうが速まり、きっとこの胸の音は柊夜にも伝わってしまっているはず。ドキドキとみっともないほど胸が鳴る。

　頰に触れている胸板の硬い感触。肩に回された腕の重み。

　強く柊夜の存在を意識してしまう。

　制服越しの柊夜の胸がやけに熱く感じる。伝わる熱に溶かされて、はちみつのように蕩とろけてしまいそう……。

　恥ずかしいのに、逃げたいのに、このまま放さないで欲しいなんて思ってしまっている。

　一体どっちが本当の気持ちなのか、自分の心の中がさっぱりわからない胡桃は混乱する。

　そっと手を放して胡桃から離れた柊夜が、まだ硬直したままの胡桃をじっと見下ろしてくる。

　こちらを見つめる柊夜の切れ長の瞳をまともに見てしまいさらに鼓動が速まる。

　柊夜の瞳に一瞬で引き込まれた。

　色気の中に甘い色を湛たたえる柊夜の瞳。

　胡桃は、自分がどこにいるのかさえ忘れてしまうほど思考の全てが停止する。目が離せずに見つめあう。

　その時、小さな風が二人の間を吹き抜けて胡桃の柔らかな髪を揺らした。

「傷が……」

　サッと柊夜の瞳が曇くもる。

　さっきまで前髪に隠れていた額の傷に気がついたようで、その傷にそっと指を這はわせた。途端に激しく心臓が跳ねて全身が粟あわ立つ。

　触れられた指先の冷たさ。サラリとした指先の感触。

　柊夜の指先にはきっと何か魔法がかけられているんだ。指先しか触れていないのに心臓までつかまれたみたい。そこだけにしか意識がいかない。

　経験したことのない感覚。

　甘いようで痛いようで、辛つらいようで心地良いようで、どれもがない交ぜになってクラクラと酔よいそうだ。

「ごめん」

　ポツリとこぼす柊夜の声が耳の奥まで染み込む。

　低くて甘いのにどこか憂うれいを帯びた声。耳から染み込んでまるで毒のように体全体に広がって痺れてしまう。

　どうしようもないほど胸の奥がキュッと締め付けられる。

　息ができなくなるような……こんな感情を表す言葉を知らない。

　フッと小さな息をついた柊夜がゆるりと印象的な瞳を閉じてゆく。

　閉じながらゆっくりと顔を近づけた。
















　それは一瞬。

　まるで風が掠かすめたほどの。

　小さな小さな口づけを、額に落とした。

　言葉も、息も、何一つ出てこない。

　胸が痛いほどキュウキュウと締め付けられている。

　息ができないから、酸素が足りないと心臓が怒って暴れている。

　夜の通学路。

　半分の月がぽっかりと浮かんでいる空。

　誰も通らない静かな道で立ち尽くす。

　かすかに花の香りがどこからかしていた。

「えっと……おまじない」

　取りつくろうように言ってから笑った柊夜の頰が少し赤いように見えるのは、辺りが暗いから見間違いだろうか。

　何も言えずに目を見ひらいて柊夜を見上げている胡桃に僅わずかに苦笑して、もう一度柊夜は告げた。

「あやかしから……守るためのおまじない、かな」

　──おまじない。

　その言葉が思考の波に乗るまで、どれくらいかかっただろうか。

　ようやく脳に到達した瞬間に、胡桃は「わっ」と大きな声を上げた。

　その声に柊夜はビクッとして胡桃をつかむ手も髪を梳すいている手も引いた。

「お、おまじないかぁ～。びっくりした。あはは、なんか照れてしまうようなおまじないやね。あははははは」

　乾かわいた笑いになるのは、水分を失っている喉がヒリヒリと焼け付くようだからだ。

　平静を装よそおっているが、完全に動どう揺ようしまくっている。

「な、なんか悪いなぁ。色々とご迷惑をお掛けした上におまじないまでしてもらって……。ああっ！　そう言えば、まじないと呪のろいって字が一緒やん！」

　いきなり胡桃の目がキランと光り、柊夜はなぜか一歩足を引いた。

「え、まあ、そうだね」

「せやしな、あたしが柊夜にやってたことはな、あれは『呪い』にみせかけたおまじないやったんや」

「……いや、あれは完全に呪ってたよね。それにおまじないなら、なんのおまじない？」

「そ、それは……あれやん、その、柊夜と仲良くなるため？　みたいな。こうやって柊夜と一緒にいられますようにって、そんなおまじないやったんよ」

　完全に己の非道な所しよ行ぎようを正当化しようとする胡桃のこじつけだったが（しかも思いつきで）、それを聞いた柊夜が額に手をあてて俯き、はああと大きな溜息を吐き出した。

　呆れたような仕草をする柊夜の態度に胡桃は気まずくなる。

（無理やりすぎたか？　ここは素直に謝った方が得策か？　どれが一番得点高い？）

　プラスマイナスを計算していた胡桃は、いきなり柊夜が顔を上げたからビクリとする。

「五條さんさぁ……」

　口元を手で隠し、視線は斜め下。そんな柊夜の態度から、次はお叱しかりの言葉でも出てくるのではないかと身構える。が、柊夜は思わぬ言葉を言った。

「天然なの？　天然なんでしょ、そんなことをサラッと……」

「は？」

　意味がわからない。

　腹黒いとか計算高いとか言われるのなら納得だが、天然とはその対局にある言葉ではないのか？　それとも天然には、『無理やり自分を正当化しようとすること。もしくは人』などという意味が最近では含まれているのだろうか。

　きょとんと首を傾かしげる胡桃をちらりと見て、顔を背けた柊夜の耳が赤いような気がした。

「もう……ほんと、ムリ……」

　柊夜がそうこぼしたのを聞いて、やっぱり呆れられてしまったのだとしゅんとなる。

　気持ちが落ち込んでしまいそうになったから、ここで話を切り替えることにした。

「とにかく今日は色々とありすぎて大変やったよね。先生にはあやかしの存在もばれてしまったし……今日のことは全部あたしのせいやね、ごめん」

　頭を下げた胡桃へと顔を戻した柊夜がゆるりと首を横に振った。

「いいんだよ。もう……いいんだ」

　どこかさっぱりとした声でサバサバと言って柊夜は笑う。

　何かを吹っ切った後の充実感さえ漂ただようその声に胡桃は考える。

　この月瀬柊夜という不思議な同級生は、こんなにあやかしに好かれて今までどうやって生きてきて、そしてこれからどうやって生きていくのだろうか。

　もっと色々と知りたい。もっとたくさん話したい。もっともっと見ていたい。

　そして……もっと側にいたい。誰よりも近くに……。

　そこまで考えて一気に血が体の中を高速で巡り出す。

（い、イヤやなぁ……こんなん、まるであたしが柊夜のこと、す、す、す……好きみたいやん）

　ちゃうで、多分ちゃうで、と心の中で何度も否定する。

（というか、フッたくせに、なんちゅうことをすんねん！　だ、だ、抱きしめたりとか……こいつはとんでもないタラシなんか!?　それに、チュ、チュウとか？　いやいや、チュウはおまじないか。……ってことは、他の人にも──っ!?　えぇぇぇっ！）

　この色気で誰にでも、あんなおまじないをさらりとするなんて、月瀬柊夜は危険人物かもしれない、と心に刻みつけてから、無理やりに笑顔を作った。

「ま、まぁ、とにかく帰ろうか？　ほら、またなんか集まって……きてるからぁぁぁ！」

　振り返ればわらわらとまたもや得体の知れないものが集まってきていた。

「もう、あんたと夜出歩いたら落ち着かへんわぁ！　このあやかしのアイドルが！」

　胡桃の叫びが夜の静かな通学路にご近所迷惑にも響き渡る。

　アイドルを目指してジリジリとあやかしたちが迫っている。今にも飛びついてきそうだ。

「さぁて、ようやくおいらの出番がきたな」

　今までなぜか沈黙を守っていた銀太がにょきっと柊夜のポケットから顔を出す。

　すぐに柊夜がいくらかからかいを含んで問いかけた。

「銀太、大人しかったんだな」

「いや、そりゃぁ出らんねえ雰囲気だったしよぉ、空気っつうのを読んだんだよ」

　丸い手を上げて拗すねた声音を上げた銀太に、柊夜が艶やかに微笑んだ。

「いい子だ、銀太」

「うっ、そ、そうかよ、参ったなぁ。おいらってやっぱいいヤツだろう！　んじゃあ、こっからはおいらに任せろ！」

　めちゃくちゃ機嫌良く言い放ち、クマのぬいぐるみ姿のままピョンと跳ねた。道路に降りた途端、人の姿に変化する。

　銀の長い髪、整い過ぎた綺き麗れいな顔、やんちゃそうに笑っている彼の頭には獣の可か愛わいい耳。

　三本にわかれた尻尾しつぽをブンブンと嬉うれしそうに振りながら、銀太がいきなり胡桃と柊夜の腰に腕を回すと両脇に抱えた。ブラーンと荷物のように。

　いきなりのことに「ぐわっ」とおっさんのような声を上げた胡桃に笑いながら、銀太は軽く飛び跳ねた。

「そ～ら、おいらが店まで連れ帰ってやっからな！」

「待って待って！　体勢がアカンって。絶対落ちるってこれ！」

　以前はお姫様抱っこで安定感抜ばつ群ぐんだったが、今は荷物のようにブラーンと小脇に抱えられているから、グラグラの上に着地して跳躍する時には地面に顔面が激突しそうになり、その度にいちいち「ひぎゃー」だの「おわぁー」だのと悲鳴を上げてしまう。

　反対側にぶら下げられている柊夜は、慣れているのかいないのか余裕の表情で、悲鳴を上げる胡桃をなぜかすごく楽しそうに笑って見ている。

（くぬぬぅ！　人が怖がってるのを楽しんでる！　柊夜、ほんまは底意地が悪いな？）

　そう思っても、いちいち悲鳴を上げてしまう胡桃であった。
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「はああ、さすがに二人はおいらでも疲つかれた」

　店の前まで到着するや、やりきった感満載のいい笑顔を見せる銀ぎん太たと対照的に、胡桃くるみはペタリと地面に座り込んで半分魂が抜け落ちた顔になっている。

「五ご條じようさん、大丈夫？」

　心配そうに声をかけてくれた柊しゆう夜やを見上げた胡桃は思わず叫さけんだ。

「めっちゃ笑ってるぅ！　目が笑ってるやろ！」

　心配そうなのは声音だけ。へたり込んだ胡桃を見下ろす柊夜の目はこれまでにないほどいきいきと楽しそうに笑っていた。

「え、やだな。笑ってなんか……ぷっ」

「ぷって何っ！　笑ってるやんか」

「いや、笑ってない、っく……もしかして腰が抜けてるの？　うくっ」

　明らかに笑いを堪こらえている柊夜をジロリと睨にらみ上げてから、胡桃は自分が立ち上がれないことを悟さとる。

「さあ、次は胡桃を家まで送ってってやっからな」

　胡桃をこんな状態にした元凶の銀太は、「俺に任せろ」的な笑顔を浮かべ、へたり込んでいる胡桃を軽々と抱き上げたが、その途と端たん、白い小鳥がするりと滑すべり込むように飛んできて、また柊夜の手のひらの上で紙に変わった。

　紙に視線を落とした柊夜が銀太を引き留める。

「待て銀太。五條さんを呼んでいる」

　言いながら低い格こう子し戸どを開けて手の上の紙に息を吹きかける。するとまるで手品のように紙は一瞬で消え失せた。

　え？　と戸惑う胡桃に柊夜は首でくいと中を指し示す。

「庵あん主しゆ様が、中へって」

　さあどうぞ、ともう一度促うながした。




　低い潜くぐり戸を抜けると、またそこには提ちよう灯ちんを手にした狐きつね面めんのあやかし──朧おぼろは立っていた。すぐに「おかえりなさいまし」と頭を下げて迎え入れる。

　奥へと誘いざなうのはほんわりとした足元の灯あかり。程よく打ち水された石いし畳だたみを柊夜の背中を見つめながら歩く。

「さっきの鳥は『形かた代しろ』なんだ。生き物の形を模もして切り抜いた白い紙に伝えたいことを書くと、相手の所まで伝えに行ってくれる」

　すぐ前を歩く柊夜の少し低い落ち着いた声を聞きながら歩く幻想的な石畳は、まるで異世界への通路のように思える。

　ドキドキとワクワクと、少しの怖さを含んで胡桃の気持ちを昂たかぶらせた。

「あやかしさんって便利やね」

　感心する胡桃に柊夜は前を向いたままで軽く肩をすくめてみせた。

「あれはあやかしじゃなくて呪じゆ術じゆつの一種だけどね」

　背中しか見えなくても軽く笑ったのがわかった。

　それだけで胡桃はどこか気持ちがふわりと柔らかくなるのを感じる。

　──なぜだろう。

　柊夜が柔らかな気をまとっているように思えるのは、思い過ごしだろうか。いつもより、距離が近いような気がするのはどうしてだろう。

　石畳の突き当たり。年代物のガラスのはめ込まれた扉に柊夜が手を掛ける。

（またここに来られた……）

　まるで好きな人の家に上がる時のような嬉うれしさと緊張感に胡桃は胸元で手を握りしめる。

　柊夜がガラッと扉を開くと、暖かみを帯びたオレンジ色の光が石畳の通路へと溢あふれた。

　入口で立ち止まった柊夜がこちらへと振り返る。

　いつもの制服姿なのに、背中から柔らかなランプの光を受ける姿は普段よりずっと大人びて見える。

　無言のまま、お互いを見つめ合っていたのはほんの僅わずかな時間。

「胡桃、入りや」

　奥からかかったユズリハの熟うれた声に、我に返った柊夜が急いで体をずらし、中に入るように胡桃を促した。

　奥の板間で黒猫を撫なでてやりながらしどけなく座るユズリハが、手にした猫じゃらしで一歩中に入った胡桃を指し示しながら笑った。

「よう来たのぅ。もうこやつらには関わらぬであろうかと思っておったのに。異なるモノを視みて、襲われて尚、なぜ柊夜たちに構う？　疎うとましいと、怖いと普通は思うだろうに」

　ユズリハがクスリと小さく笑うと、青せい磁じの香こう炉ろから誘われたようにゆらりと白い煙が立ちのぼる。甘い香りが広がった。

　滑なめらかな肢し体たいを脇きよう息そくに預けて首を傾かしげるユズリハの着物は大輪の牡ぼ丹たん柄がら。今日は黒地に金糸で縫ぬい取られた牡丹が華やかでなまめかしい。

　女でさえ我知らず見み惚とれてしまうほど妖よう艶えんで美しい姿。どこか夜の柊夜が放つ艶あでやかさと似ていた。

　ユズリハの問いかけは、一つの試問だと感じた。

　ここで答えを間違えてしまえば、この店に入ることを拒まれ、そして柊夜や銀太に会うことも拒まれる、そんな色が含まれているのを胡桃は感じ取る。

　だから目に力を込めてユズリハだけを見つめた。

　隣で立ちすくんでいる柊夜も、背後に立っている銀太もこちらを見ていることがわかったけれど、胡桃はただ一筋にユズリハを見つめた。

　物言わぬ古い品物が溢れる骨こつ董とう店てんの中で小さく息を吸い込む。

　香炉から立ちのぼるお香の甘い香りと、古い道具の放つ香りが混じり合い、どこか郷きよう愁しゆうを感じさせる心地よさが店には満ちている。

　その不思議な香りに心が落ち着いていく。

「あたしは──」

　話す胡桃の声だけが響いた。

「今回のこと、良かったと思ってる。望の愛あちゃんも助けられたし、そして結果的には有あり馬ま先生も助けられたはず。それは全部銀太と柊夜のおかげや。感謝こそすれ疎うとむなんてありえへん。まあ確かにいきなりハードな体験はさせてもろたよ。一生忘れられへんほど」

　そこまで一気に言い切ってから柊夜と銀太へと顔を向けて、迷いなく「けど」と強い口調で続ける。

「あたしは出会えたことが嬉しい。銀太にも柊夜にも出会えて嬉しいと思ってる。それこそ一生忘れたくない。怖くなんかない」

　柊夜が持っていて欲しいと鈴を渡してくれた。その気持ちも全部受け取りたい。ここで拒まれたくなんかない、絶対に。

　意志を漲みなぎらせた眼差しのまま、軽く首を横に振りながらもう一度告げた。

「全然、怖くなんかない。柊夜はあたしのことを守ってくれた。見せたくない姿まで人にさらして守ってくれるなんて、すごく強いと思う。尊敬する。もっと一緒にいたいと思ってる。夜の柊夜も昼の柊夜も、どっちももっと知っていきたい」

　胡桃の言葉に、一瞬息を止めた柊夜がそっと目を閉じて俯うつむいた。

　銀太は神妙な表情でユズリハを見つめたまま動きを止めている。

　古い柱時計の音がカチコチと時を刻む。

　何か……と胡桃は血の気が引く。

　何か間違った答えを言ってしまったのだろうか、と青くなる。

　ユズリハの手がゆるゆると猫を撫でる。真っ赤な唇に笑みを添えて、それからまばたきをした。

「……悪くないのぅ」

　気け怠だるそうなユズリハの声にハッと顔を上げた柊夜が、信じられないというようにユズリハを見る。その目を受けたユズリハは口角を引き上げて微笑ほほえみ、胡桃へと視線を移す。

「胡桃よ、縁えにしを大切にせよ」

「えにし？」

「人は誰かといることで幸せを知り、同時に悲しみや苦しみを知る。良き縁も悪あしき縁も、その全てが人を作り上げていくものじゃ。それでも美しき光を放つ縁が必ず一つはある。苦しみと悲しみばかりの中でも誰かが側にいるだけで心は光を失わぬ、迷いの中でも道を見み出いだせる、そんな美しき縁を大事にせよ」

　ユズリハの言葉は胡桃の深い所に落ちて琴きん線せんを揺らす。

　厚く硬い仮面に包んでニセモノの五條胡桃を演じて、誰も内側に入れることのない自分に語りかけられていると思った。

　そしてそれは同時に、柊夜にも向けられている言葉なのだと悟る。

　──人は、誰かと関係しあいながら生きていく。辛つらいことも楽しいことも。

　全部受け入れて、けれどその中で一番大切なものは見失うなと、そう教えてくれている。

　言葉が心の奥に触れたから、胡桃は強く頷うなずいて「はい」ときっぱり返事をした。

　ふう、と細く息を吐き出してからユズリハがクツクツと喉のどの奥で笑う。

「なんとも人間とはやっかいで面おも白しろきものよのう」

　誰に聞かせる為でもなく中空に向けて告げてから、切れ長の目を柊夜に向けた。

「悪くないと言うておる。柊夜、迎えよ」

　はい──と柊夜が頭を下げると同時に、胡桃はいきなり銀太にぎゅうっと強く抱きしめられた。

「胡桃ィィィ、ようこそだ、ようこそ！」

「ぎ、銀太？」

　背の高い銀太に抱きしめられて胡桃は勢いつま先立ちになる。それでも銀太は相当腰を屈かがめているから、ふさふさの銀の髪が胡桃に落ちかかる。

「嬉しい！　胡桃、嬉しいなあ。あやかしであるおいらを受け入れてくれたことが嬉しい。こんなに小さいのにおびえずにいてくれる胡桃が嬉しい」

　嬉しそうに言って顔を起こした銀太は、急に真ま面じ目めな表情で胡桃を見つめ、深い感情の籠こもった声を落とした。

「これからはおいらが胡桃を守る。絶対おまえに傷一つつけさせはしねえ。胡桃が大事だ、何よりも。この感情はなんだ？　人間の持つ感情なのか？」

　己の中の感情がわからないといったように不思議そうに首を曲げると、さらりと長い銀髪が揺れる。

（な……な……なんちゅうことを……サラリと言ってくれとんのやぁぁぁ！）

　女殺しか？　こいつはジゴロか？　と、すでに死語の世界に旅立った言葉を胡桃は脳内で飛び散らしていた。

　顔が真っ赤に染まる。どころか耳まで赤いはず。

　正面切ってこんなストレートに歯の浮くセリフを言われて悶もん絶ぜつする。

　しかも銀太は超絶と言っていいほどイケメンだ。そこにこのセリフ……。

　言葉が何も思い浮かばずに、ただ為なすがまま銀太に抱きしめられていた。

「銀太、手を放せ。そんなベタベタするな。五條さんが困っている」

　隣から手を伸ばした柊夜が、胡桃を抱いている銀太の腕をつかみ低い声で窘たしなめたが、銀太はムッとした顔で抗議しながらさらに胡桃を抱え込む。
















「はんっ、胡桃は困っちゃいねえよ。だっておいらに会えて嬉しいってさっき言ってたんだからな」

　ふふん、と自慢げに言った銀太に柊夜は眉まゆ根ねを寄せて不愉快そうに告げた。

「いいから放せって。見ているこっちが不愉快だ。だいたい五條さんも銀太に油断しすぎだよ。簡単に引き寄せられるとか、警戒心なさ過ぎだろ？」

「えええ？　あたしが怒られるん？」

「なに？　じゃあ銀太にそうやってされるのがいいんだ。ああ、五條さんほどモテる人ならこういうのも平気なんだ。ふぅん、へぇ、そうなんだ。迷惑だろうと思って言ったのに、お節介だったんだな」

（な、なんかご機嫌が斜めでいらっしゃるような……）

　地味に攻撃されている。

　なぜ急に柊夜の機嫌が損そこなわれたのかわからないけれど、嫌いやな汗が浮いてくる。

　この状況はどうすれば穏便にやり過ごせるのだろうと胡桃は焦あせりながら考えて、窮きゆう状じようを切り抜けるいつもの手段、無敵の天使の笑みをほわりと浮かべてみた。

　だいたいはこの笑みを浮かべるだけで周囲のみんなも笑ってくれるし、男子なんかはお願いごとも聞いてくれる（我ながら最低なやりようだと自覚はしているが）。

　だからここ一番の笑みを浮かべ、さらに両手を胸の前で組む。

（どうや？　これで落ちへん男子はおらんはずや）

　儚はかなげな美少女の、柔らかな笑顔とお願いポーズ。もちろん計算ずくの愛らしさ。

　あざといと言われようが、この際かまっていられない。ここぞとばかりにポーズを決めた。

「ああ、五條さんは銀太にベタベタされて嬉しいんだ。そんな嬉しそうに笑って」

　一瞬で凍りつきそうな冷たい声と眼差しが返ってきた。

（うわぁぁぁ！　逆効果かっ！）

　しまった、と思って笑顔のまま引きつる胡桃は、打つ手なしの王手を打ち込まれた気分。一気に真冬の気温まで冷え込んだような冷気が満ちる。

　その気まずさを破ってくれたのはユズリハだった。

「ククク、まあ愛らしいこと。銀太、手を放しや。柊夜が気を揉もんでおろうが。それにまだ迎えもしておらぬぞえ」

　クツクツと笑いをこぼすユズリハの言葉は絶対なのか、銀太は小さく口を尖とがらせたが素直に手を放して胡桃を解放した。

　すぐに柊夜が胡桃の目の前で立ち止まり、すっと両手をとる。

　大きな手に包み込まれてトクンと心臓が大きく跳ねた。

　柔らかな体温はまるで柊夜そのもの。包み込まれているのは、胡桃自身のような気がしてしまいドキドキが加速する。

　胡桃だけを真っ直ぐに見つめる柊夜がふっと今までに見たことがないような綺き麗れいな笑みを浮かべたから、うっ、と息が詰まる。

（この綺麗な表情は反則やん！　何、これ？　うう、心臓にくる！）

　心臓が痛むほど軋きしんでいる。心臓エキスでも搾しぼり取ろうとしているかのようにギュウギュウと鷲わしづかみにされている。クラクラと眩暈めまいさえ起こしそうだ。

　胡桃の心の中など知らぬまま、綺麗な笑みのままで柊夜が軽く頭を下げてゆっくりと告げた。

「──ようこそ黒くろ椿つばき屋やへ」

　艶つやを含んだ唇からこぼれた言葉を胡桃は復唱した。

「くろ……つばきや？」

　戸惑う胡桃にユズリハが小さく笑うと、それに重なるように猫が「なーう」と愛らしい声で鳴いた。

「黒椿屋骨董店。それがこの店の名じゃ。ここはのう、一いち見げんはお断りじゃ。店主であるわらわの許可なくば出入りすることはできぬ。胡桃には許可をやろう。いつでも来るがよい」

　やったぁ！　と叫んで大おお仰ぎように喜ぶ銀太の向こうには奥からそっと顔だけ出した小さな女の子、座敷わらしのリンと、手引きの狐面のあやかし、朧おぼろが二人して両手を上げて喜びを表しているのが見えた。

　五條さん、と柊夜に呼ばれた胡桃は顔を戻す。

「いつでもここにおいでよ、歓迎する。俺も、五條さんのことを──」

　緩ゆるやかにまばたきをした柊夜は一つ息を吸い込んで続けた。

「もっと知りたいと……守りたいと、そう思ってる」

　優しい瞳でこちらを見下ろす柊夜に手を握られたまま、胡桃はどこかで確信していた。

　──きっと繫がる。この手は離れない……。

　この縁は絡み合いながら繫がり続けて、いつか大切な唯ゆい一いつのものになるのだと、胡桃は確信しながら柊夜を見上げていた。

　柊夜が優しく見つめてくる。握った手が温かく胡桃を包む。

　古い道具と淡いお香の混じり合った心地良い香りの中で、柱時計の時を刻む音が黒椿屋の中に満ちていた。

　カチカチと規則正しく刻む音は、これから一歩ずつ同じ早さで歩いていけばいいと、そう言われているようで胡桃は柊夜へと心から柔らかな笑みを浮かべた。
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　はじめまして、妙みよう見けんさゆりと申します。そしてビーズログ文庫アリス創刊おめでとうございます！　創刊に本を出させていただけて幸せ者の極きわみです！




　この作品は第十六回えんため大賞ガールズノベルズ部門特別賞をいただきました『ようこそ黒くろ椿つばき屋やあやかし骨こつ董とう店てんへ！』を改題、改稿したものです。

　タイトル、長いですよね、の担当様の一言でタイトルはかなり短くなりました。

　指摘されて初めて気がついたのですが、ひらがな四文字、漢字三文字、ひらがな四文字、漢字三文字、と綺麗に並んでいて、逆にバランスが悪いタイトルになっていました。




　少女小説を初めて手にした日のことは、今も鮮あざやかに覚えています。

　乙女おとめの夢と恋、冒険と友情など、キラキラとワクワクが詰め込まれた、それはそれは明るく華はなやかな世界が本の中にあったのです。ミステリーなどを好んで読んでいた私はこの華やかな世界に驚おどろき、そしてどっぷりと少女小説の魅力にはまりました。

　もし私の作品を手にしていただいた方が、一欠片かけらでも私の感じたようなワクワクとドキドキと、そして少女小説の魅力を感じてもらえたのなら最高の幸せです。

　この腹はら黒ぐろ外そと面づらヒロインでキラキラを感じてもらえ…………すみません、ムリですよね。

　キラキラはムリだと思いますが、裏表のある主役二人の、不器用でドタバタな生き方を一緒に楽しんでいただき、ウダジョ先生の美び麗れいイラストにうっとりしてください！




　それでは、ここからはお礼の言葉で埋うめたいと思います。

　やけに長いですがどうかお付き合いください！

　まずは一次選考から最終選考まで選考に携たずさわっていただいた全ての皆様。途中でぽいっと投げ捨てられるものと思っていましたが、選んでくださり深しん謝しやいたします。

　ビーズログ文庫編集部の皆様。様々な面でお世話になり感謝の思いばかりです。

　授賞式では優しく接してくださった先せん輩ぱい作家の皆様。本当に皆さんお優しい！

　そして何度も何度も改稿にお付き合いいただき、いつも励はげましてくれた担当Ｉ様。言葉にできないほどお世話になりました。足を向けては眠れません。枕の位置を調整します。

　イラストを描いてくださいましたウダジョ先生。

　ラフが届く度に心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしそうなほどドキドキしました。家庭用ＡＥＤの購入も考えましたが、自分では電気のバチッとやるやつができないので諦あきらめました。素敵すぎて今でも動どう悸きがしています！　危険です。美麗すぎて危険です。

　校正、デザイン、営業、印刷、販売、その他この本に関わってくださいました多くの方々に深くお礼申し上げます。

　土くれ同然の原石だった投稿作を担当様始め、多くの皆様の力で磨みがきに磨いていただき、こうして一冊の本となり、皆様の元へお届けできることとなりました。




　最後に、本書を手に取ってくださいました読者の皆様へ最大の感謝を！

　この本を通して皆様とご縁えんができたことが何よりも嬉しいです。本当にありがとうございました。

　どうか皆様もこれから素敵なご縁にたくさん出会えますように！
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